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令和７年度ＷＷＬコンソーシアム構築支援事業（個別最適な学習環境の構築に向けた研究

開発事業）研究開発報告書に寄せて

学びの改革支援課長 一色保典

将来、世界で活躍できるイノベーティブなグローバルリーダーの育成を目指し、本県では

令和２年度より、拠点校を中心とした先進的なカリキュラム開発と、県内の高校をつなぐ

WWLコンソーシアム構築支援事業（個別最適な学習環境の構築に向けた研究開発事業）に取

り組んでまいりました。本書は、３年間にわたる指定事業の最終年度として、これまでの研

究成果を収録したものです。

本事業の目的は、県内の高校と企業、NPO、学術機関等の協働機関によるネットワークを

構築し、単独校では得ることのできない高度で多様な学びを、県内の希望するすべての高校

生に届ける環境、すなわち WWLコンソーシアムを構築することにありました。この趣旨のも

と、これまで県内 17校にご参画いただき、各校の特色ある学びを積極的に県内の高校へ提

供していただきました。学校の枠を超えた生徒同士の学びの場が数多く生まれたことは、本

事業における最大の成果であり、関係の皆様のご尽力に、改めて深く感謝申し上げます。

また、本事業は、本県が掲げる「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実に

よる、個人と社会のウェルビーイングの実現を具体化する取組でもありました。コロナ禍を

経て急速に整備が進んだ学校の ICT環境を活用し、地理的条件や学校規模、開講科目等の制

約を超えて学びを共有する「学びのプラットフォーム」の再構築に挑戦した３年間であった

といえます。

一方で、こうした取組を進める中で、今後の事業展開や持続可能な仕組みづくりに向

けた課題も見えてきました。運営指導委員やカリキュラムアドバイザーの皆様からは、

専門的かつ温かいご指導・ご助言をいただきました。また、参画校の皆様には、実施機

関とともに本県が目指す「探究を核とした学校づくり」の推進にご尽力をいただきまし

た。ここまでの取組を通じて得られた知見は、本県における学びの改革や、これからの

高校教育の在り方を検討する上での貴重な示唆となったと感じています。

本事業で築かれた人と人とのつながり、学校と学校との連携は、事業終了後も本県の教育

を支える大きな財産です。本書に収録された実践と知見が、今後の教育活動に広く生かされ、

生徒一人ひとりの「好き」「楽しい」「なぜ」を起点とした探究的な学びのさらなる充実に

つながることを心より願っております。

末筆になりましたが、３年間にわたり本事業を支えてくださいました運営指導委員、カリ

キュラムアドバイザー、検証委員の皆様、そして各校・協働機関の皆様に、心より感謝申し

上げます。今後とも、本県の教育の充実・発展に向け、引き続きお力添えを賜りますようお

願い申し上げ、巻頭の挨拶といたします。
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１ 事業概要

学び応援キャラクター「信州なび助」

©長野県教育委員会
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【別紙様式２－１】

構想名（30字程度）

構想概要（400字以内）

研究開発・実施体制

　県下でいち早く導入した理数科から開始された探究的な学びとキャリア教育の充実を図る。令和５年度
から、理数科に加えて幅広い２・３年生で普通科に「文系コース」「理系コース」「学際コース」の３
コース制を新たに導入し、広い教養、深い学びを実践し、個別最適な学びを推進。

学校名 長野県蘇南高等学校 　　公立

　キャリア教育や探究学習を基盤に生徒の進路実現を支援。総合学科を有し「文理系列」「経営ビジネス
系列」「モノづくり系列」の選択科目に加え、ICTの積極的に活用し、タブレットを利用した生徒と教師
の双方向での学習を推進。

　探究科を有し、教員が生徒集団を引率する従前のスタイルを改め，令和４年度から，生徒個人が，教員
のフォローを受けながら，自分の探究テーマに沿って海外での研修内容を組み立てる「個別最適な海外研
修」を実施。

学校名 長野県野沢北高等学校 　　公立

　長野県来の学校研究事業における「スーパー探究校」。令和４年度から本格化した，佐久エリアコン
ソーシアム（大学・医療機関・地元企業・自治体・研究機関）と，学校をつなぐ外部コーディネーターを
令和５年度から設置。企業や大学と学校をつなぐ役割を果たす。地元のベンチャー企業と連携し，健康寿
命の増進をテーマに，地域に根差した探究学習を通して，医療健康先進地域の未来を共創するための学び
を実践。

令和７年度ＷＷＬ（ワールド・ワイド・ラーニング）コンソーシアム構築支援事業
個別最適な学習環境の構築に向けた研究開発事業 構想計画書（概要）

「信州ＩＢＬプロジェクト」が紡ぐ探究県長野発世界へ繋げる学びのネットワーク

　Society5.0に向けた社会の大きな変動と、予測不可能な時代の到来を見据え、本県では平成29年３月に策
定した「学びの改革基本構想」の中で、次代を担う子どもたちに必要な資質・能力を「新たな社会を創造す
る力」と謳い、以来、この力を育成するため、全県立高校の授業に「探究的な学び」を取り入れた学びの改
革を進めている。
　そのような中、令和２年度から取り組んでいるWWLコンソーシアム構築支援事業において、信州版ALネット
ワークを形成し、イノベーティブなグローバル人材を育成する新たなカリキュラムを開発してきた。
　高校生がこのカリキュラムを、広く享受できる配信システムを整備し、個別最適な学びの環境を構築する
本事業を「信州IBLプロジェクト」として推進することで、学びの改革を一気に加速させる。そして、　学び
の充実による「新たな社会を創造する力」の育成を通じて、第４次長野県教育振興基本計画に掲げる「個人
と社会のウエルビーイングの実現」を目指す。

学校名 長野県伊那北高等学校 公立

実施機関 長野県教育委員会

提供校

学校名 長野県上田高等学校 　　公立

 本県のWWLカリキュラム拠点校。令和２年～令和５年の研究期間において１年次のグローバルスタディ
Ⅰ、２年次のグローバルスタディⅡで実施した課題研究を３年次、キャリアに応じてさらに深化させる学
びを実践。北陸信越地区の高校を招き、生徒が設定したテーマに対する課題解決のアクションプランを考
案し，日本語と英語で発信するとともに、グローバル課題について議論する北陸新幹線サミットを開催。

学校名 長野県松本県ケ丘高等学校 　　公立

研究方法※複数選択可

■①オンデマンド配信による学習機会の創出
■②オンライン授業による学習機会の創出
□③大学教育の先取り履修に資するコンテンツによる学びの提供

長野県野沢北高等学校
ふりがな ながのけんいなきたこうとうがっこう

提供校 長野県伊那北高等学校
ふりがな ながのけんそなんこうとうがっこう

20

提供校 長野県上田高等学校
ふりがな ながのけんまつもとあがたがおかこうとうがっこう

提供校 長野県松本県ケ丘高等学校

都道府県名

令和5年度
～

令和7年度

実施機関 長野県教育委員会 長野県
ふりがな ながのけんうえだこうとうがっこう

ふりがな ながのけんのざわきたこうとうがっこう

提供校

期間 ふりがな ながのけんきょういくいいんかい

提供校 長野県蘇南高等学校
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ᵝ式➨㸯（事業ィ画᭩）

事 業 ィ 画 ᭩

௧࿴㸵ᖺ㸰᭶㸱日

文部科学┬ึ等中等教育ᒁ長  Ẋ

（実施機関ྡ） ఫ ᡤ 長野県長野ᕷ南長野ᖜୗ

692㸫2

ྡ⛠及び 長野県教育委員会

௦表⪅ྡ Ṋ田 育ኵ

௧࿴㸵ᖺ度「㹕㹕㹊（ワールド・ワイド・ラーニング）コンࢯーシアム構築支援事業（ಶ別᭱㐺な    

学習環境の構築に向けた研究開発事業）」に関する事業ィ画᭩を௨ୗのとおり提ฟいたしࡲす。

グ

㸯㸬事業実施機関ྡ

  機関ྡ：長野県教育委員会

㸰㸬事業実施ᮇ間

  ዎ⣙締結日㹼௧࿴㸶ᖺ㸱᭶ 31日

㸱㸬 構᝿ᴫ要

構᝿ྡ

「信州 IBLプロジェクト」が⣳ぐ探究県長野発ୡ⏺へ繋ࡆる学びのネットワーク

ᴫ要

Society5.0 に向けた社会の大きなኚ動と、ண ୙ྍ能な᫬௦の฿᮶を見ᤣ࠼、本県でࡣᖹ成 29

ᖺ㸱᭶に策定した「学びの改革基本構᝿」の中で、ḟ௦をᢸうᏊどࡶたࡕに必要な資質・能力を「新

たな社会を創造する力」とㅻい、௨᮶、ࡇの力を育成するため、全県立高校の授業に「探究的な学

び」をྲྀりධࢀた学びの改革を進めている。

でいるࢇ⤌りྲྀࡽ࠿な中、௧࿴㸰ᖺ度ࢇࡑ WWL コンࢯーシアム構築支援事業において、信州∧

AL ネットワークを形成し、イノベーティブなグローバル人材を育成する新たなカリキュラムを開

発してきた。

のカリキュラムを、ᗈく高校生がாཷできる配信システムをᩚഛし、ಶ別᭱㐺な学びの環境をࡇ

構築する本事業を「信州 IBLプロジェクト」として᥎進するࡇとで、学びの改革を୍Ẽにຍ㏿ࡏࡉ

る。ࡑして、学びの充実による「新たな社会を創造する力」の育成を通じて、➨㸲ḟ長野県教育᣺

⯆基本ィ画に掲ࡆる「ಶ人と社会のウ࢚ルࣅーイングの実現」を目指す。
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㸲㸬ㄪᰝ研究の方ἲ

 る学習機会の創出ࡼ配信にࢻձオンデ࣐ン ܇

 る学習機会の創出ࡼղオンライン授業に ܇

 る学びの提供ࡼᒚ修に資するコンテンツにࡾճ大学教育のඛ取 ڧ

５㸬事業実施యไ

  提供校（５校）ࠐ 

  上⏣高等学校、ᯇ本県ୣࢣ高等学校、㔝ἑ北高等学校、ఀ㑣北高等学校、⸽༡高等学校 

 提供校（㸷校）⿕ࠐ 

  㡲ᆏ高等学校、⠛ࣀ஭高等学校、屋௦高等学校、上⏣ᰁ㇂ୣ高等学校、ㄶゼΎ㝠高等学校、        

  ㄶゼ஧ⴥ高等学校、ఀ㑣ᘺ生ࣨୣ高等学校、㣤⏣高等学校、㣤⏣㢼㉺高等学校 

஦ᴗ㡯┠ ᐇ᪋ሙᡤ ஦ᴗᢸᙜ㈐௵者 

ポータルサイトの⟶⌮・㐠Ⴀ 実施機関、⥲合教育㺜㺻㺞㺎 㧘㔝Ⱗ⨾、ᒸἑၨྖ、ᑠᯘ㑥அ 

デジタルコンテンツไ作、配信 提供校、⿕提供校、実施機関 
（ͤ）ఀ⸨ᾈ἞（上⏣）、ᐑᆏṇ議（ᯇ本県ୣࢣ）、中⃝ᮾᶞ（㔝ἑ

北）、⇃⃝ᏹ୍（ఀ㑣北）、ᑠᯘ高ᙲ（⸽༡）、㧘㔝Ⱗ⨾（実施機関）

オンライン授業の実施に向ࡅたㄪᩚ 提供校、⿕提供校、実施機関 㧘㔝Ⱗ⨾、ᇛ取ᜤᏊ、提供校ᢸᙜ⪅（ͤ） 

授業ホ౯༢఩ㄆ定の研究 提供校、⿕提供校、実施機関 提供校ᢸᙜ⪅�ͤ� 

各校㺀探究的な学び㺁のアップデート 県内各校、実施機関、⥲合教育㺜㺻㺞㺎 㧘㔝Ⱗ⨾、஭上࿴அ、୕ᮌ⯙Ꮚ 

ඛ取ࡾᒚ修（$3）の取組 信ᕞ大学 他 ሯ⏣Ṋ᫂、山㷂࿴ஓ、㧘㔝Ⱗ⨾ 

遠隔授業配信に係るᣦᑟ㺃ᢏ⾡ᨭ᥼ 提供校㺂⥲合教育㺜㺻㺞㺎、,&7 推進教育㺜㺻㺞㺎 ᒸἑၨྖ、ᑠᯘ㑥அ、㧘㔝Ⱗ⨾、㰻⸨ಇᶞ 

教ဨネットワーク拡充・㐠Ⴀ 実施機関、$/ ネットワーク 
㧘㔝Ⱗ⨾、ఀ ⸨ᾈ἞（ᣐ点校）、ᐑᆏṇ議（共同実施校）

他連携校ᢸᙜ 

教ဨ向ࡅ研修 実施機関、⥲合教育㺜㺻㺞㺎、,&7 教育推進㺜㺻㺞㺎 㧘㔝Ⱗ⨾、ᒸἑၨྖ、ᑠᯘ㑥அ、㰻⸨ಇᶞ
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⤌⧊㐠Ⴀ・人的配⨨ 実施機関、提供校、被提供校 㧘野Ⱗ⨾、ᚫỌె௦、஭ฟὒ文

事業᥎進にಀる指ᑟ及び᳨ド 実施機関 㧘野Ⱗ⨾、ᚫỌె௦、ᇛྲྀᜤᏊ

「県立高校特Ⰽ化方㔪」の᥎進 実施機関、総合教育㺜㺻㺞㺎、෌編᥎進ᐊ 㧘野Ⱗ⨾、ᚫỌె௦、総ࢭ及び෌編᥎進ᐊᢸᙜ

㸴㸬௒ᖺ度のィ画

(1)事業㡯目別実施ᮇ間

実施ᮇ間：ዎ⣙締結日㹼௧࿴㸶ᖺ㸱᭶ 31日

事業㡯目 4᭶ 5᭶ 6 ᭶ 7 ᭶ 8᭶ 9᭶ 10᭶ 11 ᭶ 12᭶ 1᭶ 2᭶ 3 ᭶

ポータルサイトの⟶理・㐠Ⴀ Ѝ Ѝ Ѝ Ѝ Ѝ Ѝ Ѝ ㄪᰝ ㄪᰝ ศᯒ ศᯒ 改善

デジタルコンテンツ制作、配信 Ѝ Ѝ Ѝ Ѝ Ѝ Ѝ Ѝ Ѝ Ѝ Ѝ Ѝ Ѝ

オンライン授業の実施・成果報告会 提供校 提供校
提供校実
施機関

提供校、
実施機関

提供校実
施機関

実施機関
提供校、
実施機関

実施機関

成果報告
会、全国
高校生フ
ォーラム

提供校 提供校
提供校、
実施機関

授業ホ価༢఩ㄆ定の研究 Ѝ Ѝ Ѝ Ѝ Ѝ Ѝ Ѝ Ѝ Ѝ Ѝ Ѝ Ѝ

各校㺀探究的な学び㺁のアップデート Ѝ
ㄪᰝศᯒ Ѝ

ルーブリ
ック改善

指ᶆ研究
WG

指ᶆ研究
WG

ルーブリック

指ᶆのヨ行
Ѝ ㄪᰝศᯒ Ѝ

ḟᖺ度に向
けた改善

Ѝ

ඛྲྀりᒚ修（AP）のྲྀ⤌
信州大学
๓ᮇ AP

県内大学
との協議

Ѝ Ѝ Ѝ
信州大学
ᚋᮇ AP

Ѝ
県内大学
との協議

Ѝ Ѝ Ѝ Ѝ

㐲㝸授業配信にಀる支援・ഛရ㉎ධ
提供校支

援
ഛရ㉎ධ Ѝ Ѝ 研修会 Ѝ

提供校支
援

Ѝ 研修会 Ѝ Ѝ Ѝ

教員ネットワークᣑ充・㐠Ⴀ
事業ᢸᙜ

⪅会
Ѝ

連携校会
議

事業ᢸᙜ
⪅会

連携校会
議

連携஺΅
連携校会

議
連携஺΅

連携校会
議

事業ᢸᙜ
⪅会

Ѝ Ѝ

⤌⧊㐠Ⴀ・人的配⨨ Ѝ Ѝ Ѝ Ѝ Ѝ Ѝ Ѝ Ѝ Ѝ Ѝ 事ົ⫋員 事ົ⫋員

事業᥎進にಀる指ᑟ及び᳨ド
㐠Ⴀ指ᑟ
委員会

㐠Ⴀ指ᑟ
委員会

᳨ド会議
報告᭩作成

事業報告

「県立高校特Ⰽ化方㔪」の᥎進にಀる連携 Ѝ Ѝ Ѝ Ѝ Ѝ Ѝ Ѝ Ѝ Ѝ Ѝ Ѝ Ѝ

(2)௒ᖺ度のල体的な事業ィ画

ア オンデマンド配信による学習機会の創出

  (ア) デジタルコンテンツを一元的に共有できる汎用的システム「まなび助 ポータルサイト」改善

に向けた取組

   ・௧࿴㸴ᖺ度実施のアンケート結果をࡶとに、生徒が主体的に活用したくなるコンテンツのᣑ充と

レイアウトの᭱㐺化など、᝟報の᳨⣴ᛶ、฼౽ᛶの向上をᅗる。

   ・ポータルサイトに「グローバル探究事౛集」コーࢼーを㏣ຍし、他校の成ຌ事౛を県内の高校生が

㜀ぴྍ能にする。

   ・提供校㸳校が⮬校で実施する授業を掲載する YouTube チࣕンネルを開タし、ポータルサイトにリン

ク୍ぴを掲載するなど、「ࡲなび助ポータルサイト」が各校の「学び」をつなぐハブとして機能す

る環境を構築すると共に、専門学科、県外の連携校との学習コンテンツの共有をᅗる。

  (イ) ポータルサイトの管理・運営に向けた取組

    ・教員間での᝟報共有をಁ進する機能として、᫖ᖺ度ヨ作した「ࡲなび助ポータルサイト for 

Teachers」の活用を進める。

    ・ YouTube チࣕンネル掲載のど⫈ᩘなどのアクࢭスデータや事業関ಀ校生徒教員によるアンケ

ートを基に、ポータルサイトにおける᝟報᳨⣴ᛶ、レイアウトなどの改善㢖度を高める。

    ・連携校ࡶࡽ࠿コンテンツ提供がしやすくなるよう、ポータルサイトの共同⟶理機能について

の研究を進める。
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  (࢘) 「㧗ᗘな学び」「ಶู᭱㐺な学び」に㈨ࡍるデジタルコンテンツのオンデマンド配信

    ・提供校・被提供校の教員による「コンテンツ開発教員コミュニティ」をつくり、学習コンテ

ンツ作成のための動画編集に関する研修や、すでに掲載の学習動画のアップデートを行う。

    ・DX ハイスクール研究事業対象校と協働し、探究学習の質的向上、STEAM 教育の充実、イノベ

ーティブなグローバル人材に必要な資質能力の育成に資する教員研修及び教材制作を行う。

  (࢚) コンテンツの㉁的改善に向けた取組

    ・生徒・教員のニーズを収集し、コンテンツ改善の基盤とするため生徒・教員へのアンケート

を実施する。配信コンテンツの満足度等を収集し、効果的な改善策の立案に活用する。

・連携企業等による支援：協働機関及び県教育委員会と包括連携協定を締結している株式会社

KDDIや EdTech企業との連携により、技術的支援及び革新的な教材作成に向けた助言を仰ぐ。

イ オンࣛインによるྜྠᤵᴗのᐇ᪋に向けたㄪᩚ

  ከᵝな௚⪅࡜の༠ാ的な学びの機会඘ᐇ࡜イ࣋ࣀーテࣈ࢕なࣟࢢーࣂルࣜーࢲー⫱ᡂ

  (ア) ᥦ౪ᰯ୺ദのྜྠᤵᴗのᐇ᪋に向けた取組㸦௧࿴㸵ᖺᗘィ⏬㸧

   a. 基礎的探究スキルやデータ収集方法、探究のサイクルを体験するワークショップ（野沢北）

    b. 教員の学校間連携による教科等横断型講座や異なる教科を統合した授業の開発（伊那北）

    c. 社会のテーマを探究的アプローチとフィールドワークによる小論文講座（松本県ケ丘）

    d. SDGsなどテーマにより英語と日本語によるグローバル課題に関するシンポジウム（上田）

    e. 中山間地域校連携による地域資源を活用した課題解決型学習の実施（蘇南）

    f. AL ネットワーク各校による「海外での学び」「探究的な学び」の県内高校への配信、生徒の

共同研究に繋がる環境構築、全国高校生フォーラムへの生徒派遣（連携校）

    g. 総合学科、工業、商業、農業等の専門学科を有する学校発の「高度な学び」「専門的な学び」

の提供（蘇南、駒ケ根工業、他専門学科を有する高校）

  (イ) ᐇ᪋機㛵୺ദによるྜྠᤵᴗの改善に向けた取組㸦௧࿴㸵ᖺᗘィ⏬㸧

    a. アカデミック（学術）プレゼンテーション講座: 海外の大学や学会で発表経験のある大学教

授や外部講師を招き、英語による学術プレゼンテーション能力を強化する。

    b. 海外大学進学・留学講座: AL ネットワーク卒業生 OB 等をメンターとして招聘し、海外大学

進学を目指す生徒のためのオンライン及び対面による特別授業を実施する。

    c. 高校生の主体的な国際協力活動を支援するためのオンライン座談会: 高校生の国際協力活

動の報告会や現役海外派遣隊とのリモート対談を通じて、多文化共生や異文化理解を深める。

    d. リーダーシップに関する講座: 社会の課題を見抜き、協働しつつ解決策を見つけ、新しい価

値を創造する力を育成するための講座を行う。

    e. 高校生探Ｑカフェ: 探究学習の過程における悩みや学習の進め方について、ワークショップ

形式で高校生が相談できるオンライン相談会を実施する。

    f. 信州 WWLグローバルカフェ（長野県高校生探Ｑカフェ 高校生国際会議）: 国内外の生徒や

県内の高校で学ぶ留学生と共に探究活動の共有と社会課題を議論する場を提供する。

࢘ オンࣛインᤵᴗに࠾けるホ౯ཬび༢఩ㄆᐃの◊✲   

  (ア) ྛᰯの᥈✲的な学びのアࣉࢵデートに向けた取組
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     事業関係校の「⥲合的な探究の᫬㛫」の᫬㛫๭ㄪᩚཬび合同実施、「自校の探究学習の࢙ࣇー

/を 定できるᣦᶆ」の研究、「WWࢬ ルーࣈリック」（5３作成）のࣈラッシࣗアップに取ࡾ組ࡴ。  

  �イ� ኱学との㐃ᦠ（ಙᕞ኱学ඛ取ࡾᒚಟ）      

     高校生が大学授業をᒚ修できるไ度を࿘▱し、各校生徒の積極的なཧຍをಁす。また、生徒

への動機࡙ࡅとして、ඛ取ࡾᒚ修で学ࡔࢇ生徒の学びを「校外の学びにࡅ࠾る༢఩ㄆ定」とし

て各校でㄆ定できる教育ㄢ⛬の⦅成の研究を $/ ネットワーク校へ依頼する。    

  �࢘� ᾏእ㐃ᦠ校との࢜ンラインྜྠᤵᴗの取組      

     本県ではᖹ成 �� 年に台湾高㞝市と教育交流のぬ᭩を⥾⤖し、௧࿴㸴年度にオンライン交流の

項目を᪂たにຍえぬ᭩を᭦᪂した。こࡽࢀ台湾との教育交流༠ຊを活࠿し、」ᩘᅇのオンライ

ン授業交流や海外連携校との年㛫を㏻ࡌた合同授業の実施について研究する。   

  �࢚� 㐲㝸ᤵᴗ㓄ಙにࡿ࠿࠿ᣦᑟຓゝ、ྛ校࡬のᨭ᥼      

     実施機関ᢸᙜ⪅にࡼるຠᯝ的な遠隔授業の実施に向ࡅ、ලయ的な機材᧯作や環境‽ഛのため

のアࣂࢻイスや資ᩱ提供、研修会の実施などを㛤ദ。授業を⾜࠺学校に実㝿に出向いて配信の

サポートについてᨭ᥼ဨをὴ㐵し、各校の෇⁥な授業配信をᨭ᥼する。 

࢚ ⎔ቃᩚഛにࡴけたഛရᩚഛ 

   ௨下にᣲげるഛရを㉎ධし、オンライン同᫬཮方向ᆺ授業の実施とデジタル学習コンテンツの作

成を㏻ࡌて、県内の生徒に等しࡃ高度な学びを提供する環境ᩚഛを⾜࠺。 

   ࠙㉎ධ予定ഛရ3ࠚ& ᥋⥆用7、ࣈࣁySe-& ,ル、+'0ࣈーࢣ ット、授ࢭーカーࣆル、࣐イクスࣈーࢣ

業⪅用ࣆン࣐イク、コンデンサー࣐イク、ワイࣖレス࣐イク、カ࣓ラ୕⬮、授業動画᧜ᙳ用カ

࣓ラ、࢟ࣕプࣕࢳー࣎ーࢻ、スイッࣕࢳー、オーディオインター࢙ࣇイス、オンライン授業用

3&、ቨ᥃ࡅプロジ࢙クター、スクリーン 

   ࠙౑用用㏵ࠚ 全てࣁイࣈリッࢻ㛤ദを予定。（ͤ「配信スタジオ」は⥲合教育ࢭンターを予定） 

    ・WW/ グローࣂルㅮᗙ（配信ඖ：実施機関、配信スタジオ、配信ඛ：各校、各生徒） 

    ・生徒にࡼる成ᯝ報告会（配信ඖ：実施機関、⥲合教育ࢭンター、各地༊会ሙ） 

    ・信ᕞ WW/ グローࣂルカ࢙ࣇ（国㝿会議等ྵࡴ）：ᯇ本市໅ປ⪅⚟♴ࢭンター 他 

    ・オンライン同᫬཮方向ᆺ授業（配信ඖ：提供校 配信ඛ：⿕提供校、県外、海外連携校） 

    ・探究成ᯝ報告会（配信ඖ：提供校他、ཧຍ校：$/ ネットワーク校他、県内高校生） 

  

 ࢜ ᩍဨネットワーク拡充ཬび組⧊のຠᯝ的な㐠Ⴀに向けた取組    

      コの㛵ಀࠖのᵓ⠏ࣚࠕᩍဨ㛫の �࢔�  

     年度ᙜึ、事業ᢸᙜ⪅連⤡会を㛤ദし、事業関係校の⟶⌮⫋、ᢸᙜ対㇟とした事業連⤡会を

実施。最⤊年度としての㔜点項目ཬび推進事業ィ画について共有をᅗる。᫖年度にᘬき⥆き、

本事業関係校ྵめ、$/ ネットワーク校の教ဨ向ࡅの定ᮇ的なネットワーク会議をオンラインで

㛤ദし、成ຌ事౛やㄢ㢟を共有することで、教ဨ㛫連携をᙉ໬する。    

  �イ� ネットワークの拡充に向けた取組      

     ᑓ㛛学⛉とᬑ㏻⛉の共習のྍ⬟ᛶをᶍ⣴するため、ᑓ㛛学⛉を有する学校ྵめ、本事業への

᪂つ校ཧ画校の㛤ᣅにࡾࡼネットワーク校の拡大を目ᣦす。全国のᣐ点校のඛ進的な取組に学

てゼၥ交΅を⾜い、本県のࡅとともに、事業連携に向ࡪ $/ ネットワーク校との連携拡大、ᙉ໬
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にࡼる生徒教⫋ဨのオンライン、対面にࡼる┦஫交流や学習コンテンツの提供をಁ進する。   

  �࢘� ᩍဨ向け◊ಟ      

     本事業の෇⁥な推進に向7&,、ࡅ の授業等への活用ཬび $, 活用、遠隔授業配信に係るᢏ⾡的

内容に係る教⫋ဨ向ࡅ研修を実施する。オンライン授業実施にあたࡾ、同᫬཮方向ᆺ授業にຠ

ᯝ的なオンラインコ࣑ࣗࢣࢽーションツールの活用౛などの⫋ဨ研修を実施する。 

 カ 組⧊のຠᯝ的な㐠Ⴀ 

      ⨨஦ົ⫋ဨ・ྠ᫬཮᪉向ᆺ࢜ンラインᤵᴗ⿵ຓဨ等の㓄 �࢔�  

     各校にࡅ࠾るオンライン授業⿵助、授業⪅のサポーターཬびᣦᑟ࣓ンターとして、県内 $/7、

大学生、*,*$ スクールサポーター等、ᨭ᥼内容にᛂࡌたே的ᨭ᥼を⾜࠺。また、最⤊年度の事

業報告に係る業ົ⿵助のための事ົ⫋ဨを実施機関等に配⨨する。    

  �イ� ᐇ᪋ᶵ㛵ᢸᙜ主஦等にࡿࡼᣦᑟຓゝ      

     事業ᢸᙜ主事等が年㛫を㏻して各校をゼၥまたはオンライン会議等の㛤ദにࡾࡼ、事業関係

校にࡅ࠾る研究内容の取組にࡅ࠾るᣦᑟ助ゝཬび教ဨ㛫連携のためのㄪᩚを⾜࠺。    

  �࢘� ஦ᴗ᥎㐍に向けたᣦᑟຓゝཬび᳨ド఍㆟のᐇ᪋      

    D� 㐠Ⴀᣦᑟጤဨ会の㛤ദ（年㸰ᅇ）：事業に係る進ᤖ≧ἣの報告ཬび目ᶆ㐩成に向ࡅ、ጤဨཬ

びアࣂࢻイࢨーにᣦᑟ助ゝを௮ࡄ。      

    E� ᳨ド会議の㛤ദ（年 �ᅇ）：本年度ཬび３年㛫の事業研究に関する᳨ドを⾜࠺。 

 キ ࠕ┴❧高等学校≉Ⰽ໬に㛵ࡿࡍ᪉㔪ࠖの᥎㐍と㐃ᦠ   

   本県では、今年度生徒の興味・関ᚰをᑛ㔜し、多様な学びの㑅ᢥ⫥を提供することを目ᣦし「県

立高校の特色໬に関する方㔪」を⟇定した。この方㔪は「生徒の個別の学びをᑛ㔜し、♫会で活㌍

できるຊを育成する」点で WW/ 事業の目ᶆと୍⮴している。本方㔪にࡼる本県の高校ᨵ㠉の推進に

ᙜたࡗては、WW/ 事業が中᰾的ᙺ๭をᯝたすと考える。᮶年は௨下にᣲげる共㏻の㔜点㡿域に࠾いて

事ົᒁ内ᢸᙜㄢと༠ാし研究を進めていࡃ。 

�࢔�   ,&7 ά⏝にࡿࡼ㐲㝸ᤵᴗの᥎㐍：WW/ 事業にࡼる▱ぢやᢏ⾡活用、中山㛫地の高校に㏻࠺生徒

に対する㉁の高い探究的学びの提供と配信ᣐ点ᩚഛに向ࡅ、⥲合教育ࢭンターと༠議を進める。 

  �イ� イ࣋ࣀーテࣈ࢕なࣟࢢーࣝࣂリーࢲーの⫱ᡂ：「高度な学び」「国㝿的な学び」「探究的な学び」

の実㊶を㏻してⱥ語教育のᙉ໬や国㝿交流、国㝿⌮ゎに係る学習プログラムの提供。 

  �࢘� ᥈✲的な学びの充ᐇཬびᆅᇦ㐃ᦠ：本事業にࡼる探究カリ࢟ࣗラムを地域に᰿ᕪした探究学

習の事౛として、中山㛫地域の学びのᣐ点として⸽༡高校の取組を広ࡃ県内へ発信する。 

㸵㸬ᡤせ経㈝ （様ᘧ➨㸯㸫㸯）ጤク㈝ᡤせ経㈝積⟬に記載 

㸶㸬෌ጤクの有↓ ↓

㸷㸬ᢸᙜ⪅

ᢸᙜㄢ・ᐊ 学びのᨵ㠉ᨭ᥼ㄢ 
ᢸᙜ⪅
⫋・Ặ名 

ᣦᑟ主事 㧘㔝 Ⱗ⨾ 

㟁ヰ␒ྕ 
（┤㏻） 

���-���-���� 
࣓ール
アࢻレス 

kyoJDkX-koko#SreI�QDJDQo�OJ�MS 
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１ 事業概要

ᵝᘧ➨４㸦஦ᴗ᏶஢㸦ᗫṆ㸧ሗ࿌᭩㸧

஦ᴗ᏶஢㸦ᗫṆ㸧ሗ࿌᭩

                                ௧࿴㸶年㸱᭶ 31᪥

ᨭฟ㈇担⾜Ⅽ担当ᐁ

ᩥ㒊⛉学┬ึ➼୰➼ᩍ⫱ᒁ㛗 Ẋ

（実᪋機関名） ఫ 所 長野県長野ᕷ༡長野幅ୗ

692㸫2

名称及び 長野県教育委員会

௦⾲者名 Ṋ⏣ 育夫

                                                                                        

௧࿴㸵年４᭶㸯᪥௜ࡅ௧࿴㸵年度㹕㹕㹊㸦࣡ー࣭ࣝࢻ࢖࣭࣡ࢻラーࢢࣥࢽ㸧ࢯࣥࢥー࢔ࢩム構築ᨭ

᥼஦ᴗ㸦個別最適な学習環境の構築࡟向ࡓࡅ◊✲㛤Ⓨ஦ᴗ㸧ࡣ、௧࿴㸶年㸱᭶ 31᪥࡟᏶஢㸦ᗫ

Ṇ㸧ࡓࡋの࡛ጤクዎ⣙᭩➨㸯㸮᮲のつᐃࡾࡼ࡟、ୗグの᭩㢮ࢆῧ࡚࠼ሗ࿌ࠋࡍࡲࡋࡓ࠸        

グ

  㸯㸬஦ᴗ⤖ᯝㄝ᫂᭩㸦別⣬࢖㸧                                                   

   

   

  㸰㸬஦ᴗ཰ᨭỴ⟬᭩㸦別⣬ࣟ㸧
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１ 事業概要

ᵝᘧ➨４(別⣬࢖)

஦ᴗ⤖ᯝㄝ᫂᭩

㸯㸬஦ᴗのᴫせ

㸦1㸧஦ᴗの実施ᮇ㛫

௧࿴㸵年４᭶㸯᪥㸦ዎ⣙⥾⤖᪥㸧㹼 ௧࿴㸶年㸱᭶ 31᪥

㸦2㸧実施機関ྡ

機関ྡ㸸㛗㔝┴ᩍ⫱ጤဨ఍

㸦3㸧構᝿のᴫせ

構᝿ྡ

「信ᕞ IBLプロジェクト」が⣳ࡄ探究県長野発世界へ⧅げる学びのネットワーク

ᴫ せ㸸

Society5.0 に向けた社会の኱きなኚ動と、予 ୙ྍ⬟な᫬௦の฿来を見ᤣえ、本県ではᖹ成

29 年㸱᭶に策定した「学びの改革基本構想」で、次௦を担うᏊどもたࡕに必要な㈨㉁・⬟力を

「᪂たな社会を創㐀する力」とㅻい、௨来、この力を育成するため、඲県立高校のᤵ業に「探究

的な学び」を取り入れた学びの改革を進めている。

そのような中、௧࿴㸰年度から取り組んでいる WWL コンࢯーシアム構築支援事業において、

信ᕞ∧ AL ネットワークを形成し、イノ࣋ーテࣈ࢕なグローバル人ᮦを育成する᪂たなカリ࢟ュ

ラムを開発してきた。

高校生がこのカリ࢟ュラムを、広くாཷできる配信システムを整ഛし、個ู最適な学びの⎔ቃ

を構築する本事業を「信ᕞ IBLプロジェクト」として᥎進することで、学びの改革を一Ẽに加速

させる。そして、学びの඘実による「᪂たな社会を創㐀する力」の育成を通じて、第４次長野県

教育振興基本計画に掲げる「個人と社会のウェルビーイングの実現」を目指す。

㸦4㸧ㄪᰝ◊✲の方ἲ ͤ」ᩘ㑅ᢥྍ、ලయⓗなෆᐜࡣ࡚࠸ࡘ࡟බເせ㡿࡟グ㍕

܇   ձ࢜ࣥࢻ࣐ࣥࢹ㓄ಙࡿࡼ࡟学習機఍の๰ฟ

܇   ղ࢜ࣥラࣥ࢖ᤵᴗࡿࡼ࡟学習機఍の๰ฟ

ڧ   ճ኱学ᩍ⫱のඛྲྀࡾᒚಟ࡟㈨ࡿࡼ࡟ࢶࣥࢸࣥࢥࡿࡍ学びのᥦ౪
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１ 事業概要

㸰㸬஦ᴗの実⦼

㸦1㸧実施᪥⛬

事業㡯目
実᪋ᮇ㛫（௧࿴㸵年４᭶１日 㹼 ௧࿴㸶年㸱᭶ 31日）

4᭶ 5᭶ 6᭶ 7᭶ 8᭶ 9᭶ 10᭶ 11 ᭶ 12᭶ 1᭶ 2᭶ 3᭶

ポータルサイトの⟶理・㐠Ⴀ ە ە ە ە ە ە ە ە ە ە ە ە

デジタルコンテンツ制作、配信 ە ە ە ە ە ە ە ە ە ە ە ە

オンラインᤵ業の実᪋・成果報࿌会 ە ە ە ە ە

ᤵ業評価༢఩ㄆ定の研究 ە ە ە ە ە ە ە ە ە ە ە ە

各校㺀探究的な学び㺁のアップデート ە ە ە ە ە ە ە ە ە ە

先取りᒚ修（AP）の取組 ە ە ە ە ە ە ە ە ە ە

教員ネットワークᣑ඘・㐠Ⴀ ە ە ە ە ە ە ە ە ە ە ە ە

組⧊㐠Ⴀ・人的配⨨ ە ە ە ە ە ە ە ە ە ە ە ە

「県立高校特色化方㔪」の᥎進に係る㐃ᦠ ە ە ە ە ە ە ە ە ە ە ە ە

事業関係校ゼၥ指導 ە ە ە ە ە ە ە

学習コンテンツ制作・提供 ە ە ە ە ە ە ە ە

遠隔ᤵ業配信研究、研修会 ە ە ە ە ە ە ە

ᤵ業࣓ンターὴ㐵 ە ە ە ە

信ᕞ㹕㹕㹊グローバル講座 ە ە ە ە ە

㐠Ⴀ指導委員会 ە ە

事業᥎進に係る指導及び検ド ە

事業報࿌（報࿌᭩作成） ە ە ە ە

࠸な࠼ᨭࡋᕪ࡚ࡋ適ᐅ㏣ຍࡣ⾜ͤ

㸦2㸧実⦼のㄝ᫂

࢔ 学習機఍の๰ฟࡿࡼ࡟㓄ಙࢻ࣐ࣥࢹࣥ࢜

(࢔)   ࡟改善「ト࢖ࢧࣝࢱなびຓ࣏ーࡲ」ムࢸࢫࢩỗ⏝ⓗࡿࡁඹ᭷࡛࡟ඖⓗ୍ࢆࢶࣥࢸࣥࢥࣝࢱࢪࢹ

向ྲྀࡓࡅ⤌

᫖年度実᪋した生徒アンケートにおいて、学習プラットフォームの฼౽ᛶおよび検⣴ᛶに関

して多数のព見がᐤせられた。これらのㄪᰝ結果を分析し、ୗグの改ၿを行なった。

・生徒が主体的に活用したくなるコンテンツの拡充

現ᅾ、ポータルサイトでは、実᪋機関及び各校作成の動画 68本と学習教ᮦ等をබ開・掲載し

ている。コンテンツの作成にあたっては、動画の長さやᏐᖥなど⦅集に工夫を加えることでよ

り「見たくなる」コンテンツ作りにດめた。より多くの生徒に活用してもらえるよう、ⱥ語に

よるプࣞࢮンテーション講座などについては、県教育委員会が主ദするᾏ外研修における事前

学習として఩⨨づけるなどの工夫を図った。

（主な動画コンテンツ）探究基♏講座、ⱥ語による発信力強化のための講座、国際༠力

ᾏ外進学およびᾏ外研修に関する講座 等
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１ 事業概要

࣭䝫䞊䝍䝹䝃䜲䝖䝺䜲䜰䜴䝖の᭱㐺໬

情報の検⣴ᛶ・฼౽ᛶ向ୖを図るため、ポータルサイトのࣞイアウトを見┤し、プログラム

情報や教ᮦの再整理を図った。

࣭⏕ᚐの᥈✲ࢸー࣐ࣜࢫト、ᣦᑟᩍᮦ࣭ࣝーࣜࣈッࢡのඹ᭷

AL ネットワーク校から生徒の探究テー࣐一ぴ及び各校の探究学習教ᮦの提供を౫㢗するとともに、

各校において探究の支援として活用できるよう、教ᮦ等を「まなび助ポータルサイト for Teachers」

に掲載し各校とඹ有した。

࣭ᥦ౪ᰯࡿࡼ࡟ YouTubeࣝࢿࣥࣕࢳの㛤タ

「まなび助ポータルサイト」で有用な情報リンク一ぴを掲載し、඲県に⤂௓した。提供校の YouTube

ンネル開設については、個人情報などのㄪ整が㞴しく、今年度は一ᩧ開設に⮳らなかった。今ࣕࢳ

後も AL ネットワーク校やᑓ㛛学科、県外㐃ᦠ校と学習コンテンツをඹ有できる⎔ቃづくりを進め

ていく予定である。

(࢖) ࣏ー࢖ࢧࣝࢱトの⟶⌮࣭㐠Ⴀ࡟向ྲྀࡓࡅ⤌

    ・教員㛫の情報ඹ有を促進する機⬟として、「まなび助ポータルサイト for Teachers」を活用

し、教科ᶓ᩿ᤵ業やᤵ業ルーࣈリックのඹ有にດめた。

・ポータルサイトのඹྠ⟶理機⬟を活用し、実᪋機関が提供する「学びのプラットフォーム」

において、各担当者が生徒向けの情報を掲載できる体制を整えた。

  (࢘) 「㧗度な学び」「個別最適な学び」࡟㈨ࢶࣥࢸࣥࢥࣝࢱࢪࢹࡿࡍの࢜ࣥࢻ࣐ࣥࢹ㓄ಙ

   ・提供校および⿕提供校から学習コンテンツの提供をཷけるとともに、実᪋機関が作成した動

画については、今年度も内ᐜのࣈラッシュアップを図った。

    ・DXハイスクール研究校と༠ാし、探究学習の㉁的向ୖや STEAM教育の඘実、ᤵ業における

ICT や生成 AIなどの฼活用に㈨する教員研修を開ദした。また、各校の取組については県内

の高校にබ開することで、知見のඹ有を図った。

     （事౛）生成 AI プロンプトハンࢬオン研修（ୖ⏣高校 4᭶ 23日、30日実᪋）

  (࢚) ⤌ྲྀࡓࡅ向࡟の㉁ⓗ改善ࢶࣥࢸࣥࢥ

のసᡂࢶࣥࢸࣥࢥࣝࢱࢪࢹ・    

ᾏ外進学␃学講座など、ᕼᮃ生徒がᑡ数のため༢⊂校では実᪋が㞴しいものについて、実᪋

機関が主ദする「信ᕞ WWL グローバル講座」のプログラムとして取り入れた。講座の内ᐜをア

ーカイࣈ動画としてポータルサイトに掲載した。既存のコンテンツについても、内ᐜをࣈラッ

シュアップするなど、内ᐜをより඘実させるとともに、ᕼᮃする生徒がいつでも視⫈できるよ

うにດめた。

    ・㐃ᦠ௻ᴗ➼ࡿࡼ࡟ᨭ᥼

༠ാ機関及び県教育委員会とໟᣓ㐃ᦠ༠定を⥾結しているᰴᘧ会社 KDDI や Inspire High

と㐃ᦠを図り、生徒の探究支援の඘実や教員研修に㈨する講座構築に向けて助言を௮いだ。

     （事౛）学校の探究フェーࢬを 定指ᶆの作成に向けた指導助言（༠ാ機関 Inspire High    

㸶᭶ 29 日、1 ᭶ 14 日実᪋）、教育委員会�KDDI ඹ創プロジェクト初任者を対㇟と

したオンライン座ㄯ会「࢟ࢳンスープの会」の実᪋（༠ാ機関 KDDIᰴᘧ会社㸸㸵᭶

15日࢟ックオフ、㸶᭶ 26日、１᭶ 19日実᪋）
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１ 事業概要

࢖ ࢜ࣥラྠྜࡿࡼ࡟ࣥ࢖ᤵᴗの実施࡟向ࡓࡅㄪᩚ

  ከᵝな௚者࡜の༠ാⓗな学びの機఍඘実࣋ࣀ࢖࡜ーࣈ࢕ࢸなࣟࢢーࣜࣝࣂーࢲー⫱ᡂ

(࢔) ᥦ౪ᰯ୺ദのྜྠᤵᴗの実施࡟向ྲྀࡓࡅ⤌㸦௧࿴㸵年度実施のㅮᗙ㸧

    a. ࣑ࢽ᥈✲ Day㓄ಙ㸸基♏的探究ス࢟ルやデータ཰集方ἲ、探究のサイクルを体験するワーク

ショップ（野ἑ໭高校 ４᭶ 21 日実᪋）

    b. ࢥラ࣎ᤵᴗື⏬ࢶࣥࢸࣥࢥのసᡂ㸸ⱥ語と社会等による教科等ᶓ᩿ᆺᤵ業の実᪋と動画コン

テンツの提供（提供㸸ఀ㑣໭高校）

    c. ᑠㄽᩥㅮᗙࢶࣥࢸࣥࢥࣝࢱࢪࢹసᡂ㸸探究的アプローࢳとフ࢕ールࢻワークによるᑠㄽ文講

座。講座の動画をデジタルコンテンツとして提供（ᯇ本県ケୣ高校 㸰᭶㸳日ࠥ㸴日実᪋）

    d. ➨㸶ᅇ໭㝣᪂ᖿ⥺࣑ࢧットの㛤ദ㸸ⱥ語と日本語によるグローバル課題に関するシンポジウ

ムの実᪋。オンラインと参集のే用で実᪋し、当日の様Ꮚは広く県内の高校に配信

      県内参加校㸸長野、ᒇ௦、ᯇ本県ケୣ、ఀ㑣໭、ୖ⏣（参加者 46名）

県外参加校㸸௝ྎᇛ༡、౎成学ᅬዪᏊ、᪂₲県立三᮲、㔠ἑ኱㝃ᒓ、▼ᕝ県立୐ᑿ、    

⚟஭県立美方（参加者 27名）（ୖ⏣高校 㸴᭶ 21日実᪋）

    e. ᾏእ◊ಟሗ࿌఍㸸県教育委員会が主ദする高校生ᾏ外研修「信ᕞつࡤさプロジェクト」参加

者及び学校⊂自のカン࣎ジア研修等の「ᾏ外での学び」報࿌会県内高校への配信     

（野ἑ໭高校 㸳᭶１日実᪋）

    f. ࣑ࢹ࢝࢔ッࢡプࣞࢸࣥࢮーࣥࣙࢩㅮᗙ㸸生徒の主体的な活動やᾏ外での学びをಖㆤ者や中学

生、地域に対㠃及びオンラインを活用し広くබ開。参加者は講ᖌとの対話を通して自らの活

動を振り㏉るとともに、学びを広く世界に向けて発信するためのグローバルコミュニケーシ

ョンのス࢟ルを学んだ。（ୖ⏣高校 ４᭶ 19日、10᭶ 19日実᪋）

  g. ⥲ྜ᥈✲学年Ⓨ⾲఍の࢜ࣥラࣥ࢖㓄ಙ㸸ALネットワーク校で၏一⥲合学科を有する⸽༡高

校における地域との༠ാによる探究的な学びを඲県へ配信（⸽༡高校 12᭶ 12日実᪋）

h. ඲ᅜ㧗ᰯ⏕フォーラム࡬の⏕ᚐὴ㐵: 本県の௦⾲として、㸳校（ᒇ௦、ୖ ⏣、野ἑ໭、㣤⏣、

ᯇ本県ケୣ）の生徒 11 名をὴ㐵した。඲国ࣞ࣋ルの発⾲に学ࡪとともに、参加校には報࿌会

の開ദを計画・実᪋するよう౫㢗した。参加校では、ⱥ語による探究発⾲やデ࢕スカッショ

ンを通じて得た知見を県内の高校生とඹ有を図った。

（国立オリンࣆック㟷ᑡ年グᛕ⥲合センター 12᭶ 21日（日）開ദ）

i. Global Studies Program㸸生徒がⱥ語による対話を通じて多様な価್観・考え方にゐれ、グ

ローバルな課題と向き合い「ᛮ考ἲ」「解決ἲ」「リーࢲーとしてのアクション」等を学ࡪ

ⱥ語づけの㸱日㛫集中講座をୖ⏣高校と長野す高校がඹྠで実᪋した。拠点校と㐃ᦠ校によ

るඹྠ௻画として、୧校の生徒が学校の枠を超え、多様な考えや価್観に出会う機会の㔊成

と ALネットワークのさらなるᣑ඘につながるものとして、ព⩏῝い取組であった。

（12᭶ 26日ࠥ28日実᪋ ୖ⏣高校 27名、長野す高校㸴名参加 ୖ⏣高校にて実᪋）
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１ 事業概要

(࢖) 実施機関୺ദྠྜࡿࡼ࡟ᤵᴗの改善࡟向ྲྀࡓࡅ⤌㸦࢜ࣥラࡾࡼ࡟⏝ేࣥ࢖実施㸧

    a. ࣑ࢹ࢝࢔ッࢡ㸦学⾡㸧プࣞࢸࣥࢮーࣥࣙࢩㅮᗙ: 長年研究者として国際学会で発⾲経験をも

つ外部講ᖌをᣍき、ⱥ語による学⾡プࣞࢮンテーション講座を実᪋。実᪋機関からオンライ

ンにより講座を配信。今年度は県教育委員会が主ദするᾏ外研修（信ᕞつࡤさプロジェクト

STEAM コース）及び඲国高校生フォーラム参加生徒に本講座を事前学習として఩⨨づけるこ

とにより、本課がᒎ開する各プログラムとの㐃ᦠを図った。参加した教員からは、本講座の

自校開ദをᮃࡴኌも多数ᐤせられた。次年度は、本講座を教員の指定研修選択講座に఩⨨௜

け、さらなる普及にດめたい。

     （実᪋機関 ඲県向け㸸10 ᭶ࠥ12 ᭶㸱ᅇシリー11、ࢬ 校 21 名ཷ講、ᒇ௦高校出前講座㸸12

᭶㸱ᅇシリー１、ࢬ年生 120名ཷ講

    b. ᾏእ኱学㐍学࣭␃学ㅮᗙ: ᾏ外኱学進学・␃学講座では、ALネットワーク校༞業生等を࣓ン

ターとしてᣍ⪸し、ᾏ外኱学進学を目指す生徒を対㇟に実᪋した。また、㸶᭶には教員向け

研修を開ദし、ᾏ外኱学ཷ験のための基♏知㆑や各国の入ヨ制度の㐪いについて理解を῝め

るとともに、各校における進㊰指導の඘実につなげた。（実᪋機関、生徒向け講座㸸㸴᭶ 14

日実᪋、㸴校 19 名参加、教員向け講座㸸㸶᭶㸴日実᪋、10校 16名参加）

    c. 㧗ᰯ⏕᥈㹏࢝フ࢙: 探究学習の㐣⛬におけるᝎみや探究活動の進め方について、ワークショ

ップ形ᘧで高校生が相ㄯできる機会を提供した。「⥲合的な探究の᫬㛫」のᤵ業内でཷ講で

きるようᖹ日開ദとしたことで、多くの生徒が参加することができた。（実᪋機関、඲県向

け㸸㸴᭶㸳日実᪋、㸳校 249名参加）

   d. ᥈✲క㉮者フォーラム㸸生徒の探究を支援するため、教員を対㇟とした研修を実᪋した。職

員研修会として఩⨨௜けて参加した学校もあり、参加者は探究サイクルを効果的にᅇすため

のල体について見㆑を῝めた。（実᪋機関 ඲県向け㸸㸳᭶ 28日実᪋、22校 198名参加）

    e. ಙᕞ WWLࣟࢢー࢝ࣝࣂフ࢙㸦㛗㔝┴㧗ᰯ⏕᥈㹏࢝フ࢙ෆ㸧: JICAᮾி、JICA長野デスクと

のඹദにより、高校生の国際༠力活動を支援するワークショップを実᪋した。「高校生が考

える、長野の多文化ඹ生」をテー࣐に、ALネットワーク校の生徒が日㡭の活動発⾲を行った。

当日は JICA ᾏ外༠力㝲 OG による出前講座や JICA パ࢟スタン事ົ所とリࣔートで⧅ࡂ、現

地の様Ꮚをఛうことで、ྠじ探究テー࣐に取り組ࡴ高校生のコミュニテ࢕ーづくりと、様々

な立場や世௦の参加者とともに社会課題を㆟ㄽする機会を提供した。当日はオンラインと対

㠃のハイࣈリッࢻ形ᘧで開ദし、඲県の高校生やಖㆤ者も参観ྍ⬟とした。会場には学校関

係者の࡯か、中学生や一⯡の方の参観もあり、本事業による生徒の学びの成果を広く発信す

ることができた。（12᭶ 14日実᪋、㸴校から 15名発⾲者として参加）

࢘ ࢜ࣥラࣥ࢖ᤵᴗࡿࡅ࠾࡟ホ౯及び༢఩ㄆᐃの◊✲   

(࢔) ྛᰯの᥈✲ⓗ学習の㧗度໬࡟向ྲྀࡓࡅ⤌

    a. ᥈✲άືᨭ᥼のࡵࡓの᝟ሗࡼ࠾びᩍ⫱ᩍᮦのඹ᭷

学校㛫の枠組みを超えた学習機会のᣑ඘を目的として、ALネットワーク校合ྠᤵ業や探究学

習に関㐃する外部機関から提供される情報の集約及び各校とのඹ有を᥎進した。今年度は「⥲

合的な探究の᫬㛫」に関する᫬㛫๭ㄪᰝを実᪋した。඲県の高校生が高度な学びを高いアクセ
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シビリテ࢕でாཷできるよう、本課主ദの生徒向け探究相ㄯ会等講座をᖹ日の日課に合ࢃせて

オンライン形ᘧで実᪋した。

b. WWLࣝーࣜࣈッࢡのࣈラッ࢔ࣗࢩップ࡜「᥈✲ຊ࣓ࣥࢫࢭ࢔ト」の実施

今年度は、信ᕞ WWL ルーࣈリックの㸱つのᰕ（課題発見・༠ാ・創㐀力、人生を主体的に構

想する力、信ᕞで育まれた文化や価್観を自分の㍈に世界へと視野を広げる力）及び 11 の㈨

㉁・⬟力の育成≧ἣを検ドするため、ルーࣈリックの見┤しを行った。生徒自身による自己分

析アンケートを通じて、㈨㉁・⬟力のኚ化を定㔞・定ᛶ的にᢕᥱした。また、「自校の探究学

習のフェーࢬを 定できる指ᶆ」の研究も進め、現場教員の支援体制強化に㈨する 定ツール

の検討を進めた。外部アࢻバイࢨーの助言や඲国の知見も活用し、今後はこれらの成果を県内

඲高校の探究担当教員向け研修教ᮦとして活用し、学びのプラットフォームを通じた生徒の成

長をྍ視化するツールとして今後も活用していきたい。

(࢖)   ኱学࡜の㐃ᦠ㸦ಙᕞ኱学ඛྲྀࡾᒚಟ㸧     

    本県では信ᕞ኱学が高校生を対㇟とした先取りᒚ修を実᪋している。本制度を県内各校に対

して周知を図り、生徒の積ᴟ的な参加を促した。௧࿴㸳年度の開ጞ௨来、これまでに 32 校、151

名の生徒が参加しており、AL ネットワーク校の࡯か、中ᒣ㛫地域校や工業科、㎰業科などのᑓ

㛛学科の生徒もᒚ修している。信ᕞ኱学では、ᒚ修した༢఩については、ྠ኱学に入学した場

合、༞業༢఩とすることができる科目もあり、拠点校では、先取りᒚ修の༢఩をቑ加༢఩として

ㄆ定するなど、WWL 事業の取組を཯ᫎした教育課⛬の⦅成にດめている。

  (࢘) ᾏእ㐃ᦠᰯ࡜の࢜ࣥラྠྜࣥ࢖ᤵᴗのྲྀ⤌

    本県ではᖹ成 30 年にྎ‴高㞝ᕷと教育஺ὶのぬ᭩を⥾結し、௧࿴㸴年度にはオンライン஺ὶ

の㡯目を᪂たに加えてぬ᭩を᭦᪂した。県内では、複数校がྎ‴等へのᾏ外修学᪑行を実᪋して

いる。AL ネットワーク校では、ྎ‴との教育஺ὶ༠力を活かして、事前研修として複数ᅇのオ

ンラインᤵ業を行い、஺ὶを῝めている。また、野ἑ໭高校では国際理解をテー࣐に⊂自のᾏ外

研修を実᪋し、カン࣎ジア、バングラデシュ、㡑国の高校生とのオンライン஺ὶも行っている。

さらに、AL ネットワーク校にはゼ日教育᪑行を積ᴟ的なཷ入を౫㢗しており、␗文化理解や国

際༠ാにつながる学びの機会の創出にດめている。    

  (࢚) 㐲㝸ᤵᴗ㓄ಙࡿ࠿࠿࡟ᣦᑟຓゝ、ྛᰯ࡬のᨭ᥼     

     効果的な遠隔ᤵ業の実᪋に向け、実᪋機関担当者が各校をゼၥし、ල体的な機ᮦ᧯作や⎔ቃ‽

ഛのための指導助言を行った。11 ᭶に実᪋したᑓ㛛科目「⚟♴」におけるྠ᫬཮方向方ᤵ業で

は、実᪋にあたり、担当指導主事が Canva、Google Classroom を活用した教ᮦඹ有方ἲ、ᤵ業配

信に必要な機ᮦ᥋続方ἲなどの助言を行い、当日の෇⁥なᤵ業配信をサポートした。（౛㸸㜿༡

高校、ሷᑼᚿ学㤋高校 11᭶ 26 日実᪋）教科「情報」でもの㸱校配信ᤵ業実᪋に係り、機ᮦの

選定及び⎔ቃ整ഛのための研究及び助言を行った。（配信テスト 㸰᭶４日、17 日実᪋）

࢚ 環境ᩚഛࡓࡅࡴ࡟ഛရᩚഛ

  今年度は、オンラインྠ᫬཮方向ᆺᤵ業の実᪋とデジタル学習コンテンツの作成を通じて、県内の

生徒に等しく高度な学びを提供できる⎔ቃ整ഛを進めた。ල体的には、所要経㈝報࿌᭩にグ載した、

ഛရ及びᾘ⪖ရ等の多様なഛရを整ഛした。これらの機ᮦは、WWL グローバル講座や成果報࿌会、信

ᕞ WWL グローバルカフェ、オンラインྠ᫬཮方向ᆺᤵ業、探究成果報࿌会など多様な学びの場㠃で
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活用した。特に、ハイࣈリッࢻで開ദした講座では、活発なグループワークの様Ꮚをオンライン参加

者にఏえるため、複数の࣐イクを活用したり、多ゅ的な視点からの画㠃᧜ᙳをしたりするなど、多様

な⎔ቃୗでのオンライン配信の㉁的の向ୖにດめた。

   これまでの研究を通して、オンラインでも十分主体的で対話的で῝い学びを実現できる一方、より

Ⰻい学習⎔ቃを整えるためには、配信機ᮦや設ഛ、⎔ቃの整ഛが୙ྍḞであることが明らかになっ

た。今後は、オンラインと対㠃の཮方の฼点を⼥合させることで、より効果的なᤵ業がᒎ開できるこ

とについて周知するとともに、各校におけるᤵ業改ၿにࡴけて、ᘬき続き適切かつ有用な支援を行っ

ていきたい。

࢜ ᩍဨࢿット࣡ーࢡᣑ඘及び⤌⧊のຠᯝⓗな㐠Ⴀ࡟向ྲྀࡓࡅ⤌   

(࢔)   ᩍဨ㛫の「ࣚࢥの関ಀ」の構築     

     年度当初には事業関係校の⟶理職、担当対㇟とした事業㐃⤡会を実᪋し、今年度の重点㡯目及

び᥎進事業計画についてඹ有を図った。また、AL ネットワーク校の担当者が参加するࣕࢳット

グループを活用し、各校からの講座᱌内や生徒ເ集などの情報ඹ有を行い、教員㛫の㐃ᦠ構築に

ດめた。（R㸶.㸱᭶現ᅾࣕࢳットグループⓏ㘓者数 55 名）

(࢖)   ⤌ྲྀࡓࡅ向࡟のᣑ඘ࢡット࣡ーࢿ     

    提供校㸳校では、生徒の探究活動を通して県内外の高校との஺ὶを通して、本県の AL ネット

ワークの㐃ᦠᣑ኱、強化を図るとともに、オンライン、対㠃による多様かつ༠ാ的な学びの᥎進

にດめた。（౛㸸ୖ⏣高校㸸໭㝣᪂ᖿ⥺サミットへの県内外校のᣍ⪸、⸽༡高校㸸名ྂᒇ外国語

኱学との༠ാ活動、໭ᾏ㐨㐃ᦠ஺΅先との探究発⾲会஺ὶ、ᯇ本県ケୣ㸸▼ᕝ県⬟Ⓩ地域の高

校、኱学、研究機関との㐃ᦠによるフ࢕ールࢻワーク実᪋ 等）

  (࢘) ᩍဨ向ࡅ◊ಟ     

     県教育課⛬研究༠㆟会では今年度の研究テー࣐を「ICT のᤵ業における効果的な活用」とし、

す࡭ての教科において主体的、対話的で῝い学びの実現に向けた ICT の活用について研究を行

った。ⱥ語教員研修では、ᤵ業における生成 AI の活用についての研修会をオンラインで実᪋し

た。また、県教育委員会では、文部科学省による「初等中等教育段階における生成 AI の฼活用

に関する࢞イࢻライン」の策定をཷけ、生成 AI のᤵ業及び校ົにおける効果的な活用について

の教員向けリーフࣞットを作成し、県内の高校へ周知した。

࢝ ⤌⧊のຠᯝⓗな㐠Ⴀ

(࢔)   ஦ົ⫋ဨ࣭ྠ᫬཮方向ᆺ࢜ࣥラࣥ࢖ᤵᴗ⿵ຓဨ➼の㓄⨨     

・各校におけるオンラインᤵ業⿵助、ᤵ業者のサポーター及び指導࣓ンターとして、県内 ALT、

኱学生をὴ㐵した。（㸴᭶ᾏ外進学␃学講座、12 ᭶信ᕞ WWL グローバルカフェ、１᭶ୖ⏣高

校 GS 報࿌会 等）

・担当指導主事が各校をゼၥし、オンラインྠ᫬཮方向方ᤵ業にかかるᢏ⾡㠃でのサポートな

どの支援等を行った。（㸵᭶ୖ⏣高校、11 ᭶㜿༡高校 等）

・事業報࿌に係る業ົ⿵助のための事ົ職員については、事業の෇⁥な᥎進に支㞀がない⠊ᅖ

での対応がྍ⬟であったため、実᪋機関関係者で対応した。
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(࢖)   実施機関担当୺஦➼ࡿࡼ࡟ᣦᑟຓゝ     

     事業担当主事等が年㛫を通して各校をゼၥし、事業関係校における研究内ᐜの取組における

指導助言及び教員㛫㐃ᦠのためのㄪ整を行なった。今年度の各校へのゼၥ及びオンラインによ

る指導助言実⦼は௨ୗの通り。

  （ͤ）オンラインによる

４᭶ 19 日 （ᅵ） ୖ⏣高校ゼၥ（アカデミックプࣞࢮンテーション指導助言）

㸳᭶ 21 日 （Ỉ） ୖ⏣高校ゼၥ（ᯇᑿࢮミࢼール指導助言）

㸳᭶ 26 日 （᭶） ALネットワーク校ミーテ࢕ング（ව）提供校担当者会（ͤ）

㸴᭶ 19 日 （ᮌ） ⥲合教育センター担当者ᡴ合せ（ͤ）

㸴᭶ 21 日 （ᅵ） ୖ⏣高校ゼၥ（໭㝣᪂ᖿ⥺サミット指導助言）

㸵᭶㸷 日 （Ỉ） ୖ⏣高校ゼၥ（遠隔ᤵ業支援・指導助言）

㸵᭶ 30 日 （Ỉ） ALネットワーク校ミーテ࢕ング（ව）提供校担当者会（ͤ）

10᭶ 10 日 （㔠） ALネットワーク校ミーテ࢕ング（ව）提供校担当者会（ͤ）

10᭶ 18 日 （ᅵ） ୖ⏣高校ゼၥ（アカデミックプࣞࢮンテーション講座指導助言）

11᭶ 26 日 （Ỉ） 㜿༡高校ゼၥ（⚟♴オンライン཮方向ᆺᤵ業指導助言）

12᭶ 14 日 （日） 信ᕞ WWLグローバルカフェ開ദ（ᯇ本ᕷ໅ປ者⚟♴センタ）

12᭶ 26 日 （㔠） ୖ⏣高校ゼၥ（グローバルスタデ࢕プログラム指導助言）

１᭶ 27 日 （ⅆ） ALネットワーク校ミーテ࢕ング（ව）提供校担当者会（ͤ）

１᭶ 28 日 （Ỉ） ୖ⏣高校ゼၥ（グローバルスタデ࢕ーࢬ報࿌会指導助言）

㸱᭶ 23 日 （᭶） 遠隔ᤵ業教員研修会（⥲合教育センター）

       

  (࢘) ஦ᴗ᥎㐍࡟向ࡓࡅᣦᑟຓゝ及び᳨ド఍㆟の実施

     ୗグの日⛬で本年度の㐠Ⴀ指導委員会、検ド会㆟を実᪋した。᫖年度の成果、今年度の事業報

࿌及び事業の成果と課題、今後の方向ᛶについてᑓ㛛的見地から指導助言をいただいた。

㐠Ⴀᣦᑟጤဨ఍ࠐ     ➨㸯ᅇ㸸௧࿴㸵年㸵᭶ 30᪥、➨㸰ᅇ㸸௧࿴㸶年㸯᭶ 27᪥実施

    【㐠Ⴀᣦᑟጤဨ】

信ᕞ኱学教育学部 学部長 ᮧᯇ ᾈᖾ（座長）

ᮾிインターࢼショࢼルスクール 理事長 ᆤ㇂ ニュウ࢚ル 㑳Ꮚ（๪座長）

KDDIᰴᘧ会社経Ⴀᡓ␎本部 ๪本部長 Ụᖭ ᬛ広

信ᕞ኱学教育学部 ෸教ᤵ బ⸨ ࿴⣖

ᰴᘧ会社 Inspire High CEO ᮡᾆ ኴ一

    【࢝ࣜ࢟ࣗラムࢨ࢖ࣂࢻ࢔ー】  

࣋ネッセ⥲合教育研究所教育イノ࣋ーションセンター長  ᑠᮧ ಇᖹ

ド఍㆟᳨ࠐ    ௧࿴㸶年㸰᭶ 27᪥実施

    【᳨ドጤဨ】

៞᠕⩏ሿ኱学⥲合ᨻ策学部 教ᤵ ΎỈ ၏一ᮁ  
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࢟ 「┴❧㧗➼学ᰯ≉Ⰽ໬࡟関ࡿࡍ方㔪」の᥎㐍࡜㐃ᦠ

   本県では、今年度生徒の興࿡・関心をᑛ重し、多様な学びの選択⫥を提供することを目指し「県立

高校の特色化に関する方㔪」を策定した。「生徒の個ูの学びをᑛ重し、社会で活㌍できる力を育成

する」こと目ᶆとする本方㔪による本県の高校改革の᥎進に当たり、WWL 事業とඹ通のୗグにᣲげる

重点領域において、事ົᒁ内担当課と༠ാし研究を進めた。

(࢔) ICTά⏝ࡿࡼ࡟㐲㝸ᤵᴗの᥎㐍

本県では、WWL 事業による知見やᢏ⾡を活用し、地理的᮲௳等に関ࢃらず県内のᕼᮃする඲て

の生徒に㉁の高い学びを提供できるよう、実᪋支援機関である⥲合教育センターとともに遠隔

ᤵ業の研究を進めてきた。今年度は、教育委員会事ົᒁ４課室および⥲合教育センターからなる

ワー࢟ンググループを組⧊し、配信機ჾのㄪ㐩、ᤵ業᫬㛫๭や༢఩ㄆ定のᅾり方ついて研究し

た。これらの取組により、地域や学校㛫の᱁ᕪを᫝ṇし、ㄡもが等しく学びにアクセスできる体

制の構築を目指し、௧࿴㸶年度４᭶に遠隔教育配信センター（仮称）を開所する。これにより、

今後もᘬき続き、学びの機会のᣑ඘と教育⎔ቃの整ഛを図っていく。

(࢖) 㐲㝸ᤵᴗ㓄ಙࡿ࠿࠿࡟ᩍဨ◊ಟ

㸱᭶には、WWL 事業を通して得たオンラインᤵ業実᪋に必要なᢏ⾡等の知見を活用し、主体的

で対話的なᤵ業ᒎ開するための研修会を実᪋した。来年度から開ጞする遠隔教育配信センター

（仮称）を会場に、参集で開ദするとともに、ᤵ業配信の様Ꮚをᕼᮃする高校の教員にබ開し

た。

(࢘) ーの⫱ᡂࢲーࣜࣝࣂーࣟࢢなࣈ࢕ࢸー࣋ࣀ࢖

今年度も「高度な学び」「国際的な学び」「探究的な学び」の実㊶を通じて、ⱥ語教育の強化

および国際஺ὶの᥎進にດめた。本課が実᪋するⱥ語教員向け研修では、ALT との༠ാによるᤵ

業実㊶をテー࣐とし、４地༊で ALTを配⨨する学校を対㇟に研修を実᪋した。また、グローバル

な世界で活㌍できる生徒の育成を目指し、SSH校とも㐃ᦠを図り、ྠ 校に配⨨しているグローバ

ル講ᖌによる「研究成果をⱥ語で発信するための指導ἲ等」について研修を実᪋した。

  (࢚) ᥈✲ⓗな学びの඘実及びᆅᇦ㐃ᦠ

地域に᰿ᕪした探究学習をᒎ開する⸽༡高校では、探究の指導助言を௮ࡄ地域コンࢯーシア

ムを構築している。今年度も中ᒣ㛫地域の学びの拠点として、自校の探究成果報࿌会をオンライ

ンで広く県内へ配信した。これにより、積ᴟ的に県外の高校との㐃ᦠを図り、学びのネットワー

クᣑ኱にດめた。

㸱㸬┠ᶆの㐍ᤖ≧ἣ、ᡂᯝ、課題

⑴ ஦ᴗ᳨ドࢣࣥ࢔ート「᥈✲ຊ࣓ࣥࢫࢭ࢔ト」の実施

   ௧࿴㸰年度から研究を開ጞした WWLの取組は、信ᕞ WWLルーࣈリックに♧す㸱つのᰕとして掲げる

㈨㉁・⬟力を持つ生徒の育成を目指し、ձ課題発見・༠ാ・創㐀力、ղ人生を主体的に構想する力、

ճ信ᕞに᰿ᕪしたアイデンテ࢕テ࢕ーという㸱つの㈨㉁・⬟力を持つ生徒の育成を目ᶆとし、これま

で整ഛを進めてきた「学びのプラットフォーム」を、県内のᕼᮃする生徒が参加できる形に再構築す

ることであった。

事業研究の最⤊年度を㏄えるにあたり、本事業を通じて生徒にどのような㈨㉁・⬟力を育成できた
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１ 事業概要

く 44の㉁ၥを作成し、ୗグによりアンケートを実᪋した。

【࠸ࡽࡡ】   

   WWL事業をとおして生徒はどのような㈨㉁・⬟力を身に௜けたかについて㸱つのᰕ・11の㈨㉁・

⬟力「WWLルーࣈリック」を指ᶆに生徒の成長を分析。

   【ᴫせ】

実᪋ᮇ㛫㸸௧࿴㸶年 10᭶ࠥ12᭶

対  ㇟㸸県教委が主ദする「学びのプラットフォーム」事業に参加した県内の高校生

ᅇ ⟅ 数㸸181名

㉁ ၥ 数㸸44㡯目（「WWLルーࣈリック」S（理想のጼ）ࠥC（ດ力が必要）ࣞ࣋ル対応）

ͤ事後アンケートには自身のኚᐜをグ述する㉁ၥを㏣加。

内  ᐜ㸸11の㈨㉁・⬟力のኚ化と生徒のኚᐜを分析（研修前後）

方  ἲ㸸Googleフォームによる

⑵ ᡂᯝ࡜課題

࢔   ᡂᯝ  ͤ⫯定⋡㸻 各㉁ၥに対して、「できる」とᅇ⟅した๭合を⟬出。

（ア）定㔞的成果（ᅇ⟅データから）

   ・11㡯目す࡭てで⫯定⋡がୖ᪼。（事前Ѝ事後）  

   ・特にఙびが኱きい㡯目

ー㸸18.8ポイントቑ࢕テ࢕地域に᰿ᕪしたアイデンテࠐ     

᪂しい価್や社会を創㐀する力㸸18.3ポイントቑࠐ     

課題発見力㸸18ポイントቑࠐ     

   ・事前から高Ỉ‽だった㡯目

セット㸸0.7ポイントቑࢻグローバルな࣐インࠐ      （高Ṇまり）

（イ）定ᛶ的成果（生徒のグ述ᅇ⟅から）

   ・「ၥいを立てる力」、「対話する力」の向ୖを実ឤする生徒がቑ加。

    ・生徒の学ࡪጼが「ཷけᡭ」から「発信者・実㊶者」へ㌿᥮。

  ・ᾏ外研修・高度な学びを通して、主体的な進㊰選択や人生を構想する力が内ᅾ化。

   ・多様な௚者との学びを通して、社会的参画ព㆑や౑࿨ឤへのព㆑が向ୖ。

࢖ 課題

・地域とのල体的な༠ാ・行動段階は、グローバル視点にẚ࡭相対的にᙅい。

・⊂創的な解を生み出す力（ࢮロからの創㐀）に課題をឤじている。

・ヨ行㘒ㄗを⧞り㏉すᒁ㠃で、「やりᢤく力」への自己⫯定ឤがపୗするഴ向。

࠙考ᐹࠚ

生徒アンケートの結果から、学びのプラットフォームで提供してきた各講座には、生徒が᪂たな知㆑

や体験を通じて自己理解を῝め、学びを行動へつなげるという重要なᙺ๭があることが明らかとなっ

た。そのᙺ๭を活用するためには、生徒の探究的な学びの段階に応じて講座を選択できる仕組みや、複

数の講座を組み合ࢃせて一㐃の学習プロセスを経験できるパッケージᆺプログラムの構築が必要であ

る。一方で、目指す生徒ീの育成は学びのプラットフォームのみで᏶結するものではなく、各校の教育

活動との相互作用によってより኱きな成長が促されると考える。

今後は、県の事業と学校の教育活動の効果的な 還を図り、生徒が自身の成長や学びの῝まりを実ឤ
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１ 事業概要

できる学びのプラットフォームの構築をしていきたい。

４ 次年度以降の課題及び改善点、今後の方向性

⑴ 個別最適な学習環境の構築

まなび助ポータルサイトの開設により、県内の探究プログラム情報の一元化を図ってきた。成果と

しては、各校のホームページや特設サイト、理数科探究 HP、産業教育関係のリンクも掲載し、高校生

の探究的な学びを支援する多様な情報を提供することで、生徒が幅広い視点から社会課題を見つめる

機会の創出につながったと考える。一方で活用が十分になされていたとは言えず、しっかり周知をす

ることと、生徒自身の動機づけや主体的な活用を促す工夫が今後の課題である。

各校の特色ある取組を集約しつつある一方、今後は生徒教員が日々の学習等において効果的に活用

できる仕組みが必要である。解決策の１つとして、既存事業への効果的な移行があげられる。本事業

で構築した生徒向けオンライン講座を外国語教員向け研修や初任者研修選択講座に取り入れるなど、

教員育成の観点からも先進的な学びの普及を図っていきたい。

⑵ 「学びのプラットフォーム」の再構築

「学びのプラットフォーム」の再構築にあたっては、前述の生徒自己評価アンケートの分析結果を

踏まえ、三つの重点領域を掲げて取り組んでいきたい。

第一に、世界で得た知見やグローバルな活動経験を地域課題に還元する「グローカルな探究サイク

ル」の構築である。第二に、成果だけでなく成長のプロセスを教員が適切に評価し、学校内外で探究

を支える支援体制を確立することである。第三に、学校の枠を超えた学びの場を創出し、多言語で世

界に発信できるコミュニケーション力を強化することである。

また、これまで蓄積してきたデジタルコンテンツ等については、来年度開所予定の遠隔教育配信セ

ンター（仮称）でも活用していきたい。さらに、県教育委員会のプログラムと各学校の取組が相互に

作用し合う仕組みを整え、個々の生徒の学習段階に応じて参加できる学びの機会を、今後も継続して

提供していきたい。

最後に、これまでの WWL事業による研究は、文部科学省が掲げる「高校教育改革を先導する拠点のパイ

ロットケースを創出し、その取組や成果を域内に普及すること」を目的とした N-E.X.T.（ネクスト）ハイ

スクール構想への参画を検討するうえで、有用な知見となった。事業研究を通して、研究拠点校を中心と

する複数校によるネットワーク形成のノウハウだけでなく、そのネットワークを維持する際の課題も明ら

かとなった。

今後は、これらの課題に対応しながら、本県の高校改革がめざす学びの改革をさらに加速させ、第４次

長野県教育振興基本計画に掲げる「個人と社会のウェルビーイングの実現」に向けて取組を進めていきた

い。

【実施機関の担当者】

担当課・室 学びの改革支援課
担当者

職・氏名
主任指導主事 髙野 芙美

電話番号

（通）
026-235-7435 E-mail kyogaku-koko@pref.nagano.lg.jp
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２ 実施報告

学び応援キャラクター「信州なび助」

©長野県教育委員会
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２ 実施報告 

 

 

オンデマンド配信による学習機会の創出 実施機関の取組 

 

  今年度も実施機関及び提供校で作成した教材をデジタルコンテンツとして制作し、「まなび

助 ポータルサイト」へ掲載するとともに、県教育委員会が主催するさまざまな事業及び生徒

向け講座をポータルサイト上でも周知することにより、生徒が直接届く仕組みの構築に努めた。

また、生徒の探究テーマのリストや探究的な学びを支援するための資料やワークシート、HPの

リンクなど、ALネットワーク校から提供いただいた資料を「まなび助ポータルサイトfor Teac

hers」に掲載することで、各校発の学びの共有に努めた。 

 

１ まなび助ポータルサイト 

  イノベーティブなグローバルリーダーの育成に資する学びの提供としてこれまで実施した講

座の様子をアーカイブ動画として編集し、ポータルサイトに掲載している。学校の枠にとらわ

れず、県内の希望するすべての高校生が高度な学びを享受できる「学びのプラットフォーム」

構築にむけ、これまでに度制作したコンテンツの一例を掲載する。 
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２ 実施報告

２ まなび助チャンネル

信州の高校生の「好き」や「楽しい」、「なぜ」をとことん追求する探究的な学びをサポー

トするために、YouTube チャンネルを開設。実施機関が主催するイベントや研修講座をアーカ

イブ動画として配信するほか、提供校など県内各校から寄せられた先進的な取組を動画で紹介

している。

シリーズ

探究基礎講座

シリーズ

高校生が国際協力につ

いて考えてみた！

ファシリテーション

研修

信州つばさプロジェク

トウィングシェア

Try!

Presentation in 

English

シリーズ

海外進学留学講座

for Students

アカデミック

プレゼンテーション

講座

シリーズ

海外進学留学講座

for Teachers

学校×KDDI共創

プロジェクト

「長野発！宇宙ビジネ

スを考えてみよう！」

シリーズ

異文化コミュニケーシ

ョン講座

学校×KDDI共創

プロジェクト

「南極から地域の将来

について考える」

哲学対話

「哲学的に探究する」
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２ 実施報告

ಙᕞ WWLࣝࣂ࣮ࣟࢢㅮᗙのྲྀ⤌

  イࣀベーテ࢕ブなࣟࢢーࣂル人ᮦの⫱ᡂに㈨する学びの機会をᥦ౪することを┠的に、実᪋

機関が主ദする「ಙᕞ WWL ル講座」を࢜ンラインで実᪋した。今年ᗘは生徒向け講座ࣂーࣟࢢ

に加え、教員ᑐ㇟の◊ಟ講座としても㛤ദした。これらの講座については㘓⏬し、学⩦ື⏬と

して࣏ータルࢧイトにᥖ㍕した。また、12᭶には今年ᗘ㸱回┠となるಙᕞ WWLࣟࢢーࣂル࢝ࣇ

࢙を㛤ദし、ALࢿット࣡ーク校の生徒が参集し共に学びを῝めた。௨下、本年ᗘ実᪋した講座

についてሗ࿌する。

ಙᕞ WWLࣝࣂ࣮ࣟࢢㅮᗙᐇ᪋せ㡯

㸯 ┠ⓗ

օ 長野県 WWLࢥンࢯーシア࣒ ALࢿット࣡ーク参加校生徒に、文⌮ᶓ᩿的な多様な⛉┠➼によ

るࣟࢢーࣂルで高ᗘな学びに触れる機会をᥦ౪し、自らの学びを῝める機会とする。

ֆ ALࢿット࣡ーク内の௚校生徒との交流を通じて஫いに่⃭をうけ、主体的に学ぶែᗘの

ᾰ㣴をᅗる。

և ALࢿット࣡ークのྲྀ⤌を広く県内高➼学校に還元する。

㸰 ୺ദ

  長野県教⫱ጤ員会

㸱 ஦ᴗෆᐜ

  協ാ機関関係者、運Ⴀᣦᑟጤ員、ALࢿット࣡ーク校教員、༞ᴗ生、外㒊講ᖌ➼による講義

ཬび࣡ークショッࣉ➼を実᪋する。

㸲 ᐇ᪋ᮇ᪥ཬࡧ఍ሙ

➨㸯回 ௧࿴㸵年㸴᭶ 14日㸦ᅵ㸧13:00㹼15:00㸦࢜ンラインによる㸧

௨㝆は講ᖌと㝶時相ㄯのୖ、タᐃする。

㸳 ᑐ㇟

・ALࢿット࣡ーク参加校の生徒ཬび教⫋員

・ALࢿット࣡ーク参加校௨外の生徒ཬび教⫋員も参加ྍ⬟とする。

㸴 参加᪉ἲ

⏦込࢛ࣇー࣒からᕼᮃする生徒ཬび⫋員が┤᥋⏦し込む。

㸵 参加㈝

↓ᩱとする。㸦ణし、通ಙᩱ➼࢜ンライン㛤ദに参加するための通ಙ㈝➼ㅖ経㈝に関しては

参加者が㈇ᢸする。㸧
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２ 実施報告 

㸶 ௧࿴㸵ᖺᗘ㛤ㅮㅮᗙ 

 ーࠖࣉのࣟード࣐ッ࡛ࡲー⚾のᾏእ኱学㐍学ࡿࡍインࢨࢹ㐍㊰をࠕ ⑴ 

   実施᪥ ➨㸯ᅇ：㸴᭶��᪥（ᅵ） ��:��㹼��:�� （オンライン）

   内 容 県内の高校ࡽ࠿海外大学等へ進学したඛ㍮の進学に⮳るまで

の経⦋や高校᫬௦の㐣ࡈし方、海外のධヨ事᝟を⌮ゎするこ

とで、海外進学を現実的な進路㑅ᢥの୍つとして考え、「自

分ࡽしい進路をデࢨインするࣄント」をཧຍ⪅と共に考える

機会とする。

   ㅮ ᖌ ⓑ஭ ま࠾ Ặ（⡿国ࣀックス大学 㸯年）

       ᮧᮌ ⿱ኴ Ặ（⡿国࣌ンシルࢽ࡭ア大学 �年） 

   ཧຍ校 㛗㔝、屋௦、ㄶゼΎ㝠、㣤⏣、ሷᑼᚿ学㤋、ᯇ本῝ᚿ（生徒��名） 

   ཧຍ⪅ 生徒��名 

   【ཧຍ者のឤ᝿】 

・ㄢ外活動へのពḧが高ࡃ、่⃭になࡗた。 

・海外進学の‽ഛは国内進学にもᙺ立つと⌮ゎし、᪩めの対ᛂの㔜せᛶをㄆ㆑した。県内

進学⪅のヰもཧ考になࡗた。 

・受㈹Ṕや活動ィ画のヰがᙺ立ࡕ、自分の活動をぢ┤して今後につなげたいとᛮࡗた。 

・ཧຍࡅࡔでなࡃ、ఱ࠿を創ࡾ♫会にኚ໬をもたࡽすことが大ษࡔとឤࡌた。 

・ㄢ㢟研究に本Ẽで取ࡾ組ࡴ㔜せᛶを▱ࡾ、海外進学には積極的なጼໃがᚲせとࡗ࠿ࢃた。

・主యᛶをᣢࡗて自分ࡽ࠿取ࡾ組ࡴことの大ษࡉを学ࡔࢇ。 

・῝いㄢ外活動が㨩ຊ的で、ேとして成㛗できるとឤࡌた。᝟報提供にឤㅰし、他国のㅮ

ᗙやオーストラリア進学事᝟、␃学ᨭ᥼プロジ࢙クトにも興味をᣢࡗた。 

   【ᡂᯝ・௒ᚋのᒎᮃ】 

本ㅮᗙは、海外進学ࡼ࠾び␃学に関ᚰを有する高等学校生徒を対㇟として実施ࢀࡉた。

ཧຍ⪅アンࢣート⤖ᯝでは、「とてもⰋࡗ࠿た」が����㸣、「Ⰻࡗ࠿た」が����㸣となࡾ、

高い‶㊊度であࡗた。生徒の自⏤記㏙ࡽ࠿は、海外大学への進学に㝿しては、学ຊのࡳな

高、ࢀࡽることに対する⌮ゎの῝໬がㄆめࢀࡉㄢ外活動・探究活動・主యᛶが㔜せ視ࡎࡽ

等学校᫬௦の㐣ࡈし方や自ᕫのᙉࡳの表現方ἲに関するព㆑の向上が࠿࠺がえる。また、

ඛ㍮にࡼるලయ的なయ験ㄯの共有が、ཧຍ⪅の୙Ᏻの㍍ῶཬび主య的⾜動ពḧのቑ進に

ᐤ୚したともᛮࢀࢃる。今後は、ཧຍ⪅のࢽーࢬを㋃まえ、య験ㄯにຍえてධヨ・ዡ学㔠・

࢟ࣕンࣃスライࣇ等に関する᝟報や、生徒の関ᚰ㡿域にᛂࡌたẁ㝵的なᨭ᥼などを充実

。ていきたいࡏࡉ
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２ 実施報告 

 ⑵ ᾏእ㐍学␃学ㅮᗙ )RU 7HDFKHUV

   実施᪥ 㸶᭶㸴᪥（Ỉ）オンライン 

   内 容 海外大学等への進学をᕼᮃする生徒へのᣦᑟに有用な᝟報を

⤂௓し、海外の教育機関への進学に関する⌮ゎを῝める。 

   ㅮ ᖌ Ᏹ㒔ᐑ ၨ᫛ Ặ（࣋ネッࢭコーポレーション名古屋ᨭ♫ 

高校Ⴀ業本㒊 国内・海外進学᝟報ᢸᙜ） 

   ཧຍ校 㡲ᆏ、㛗㔝、㛗㔝西、上⏣ᰁ㇂ୣ、㔝ἑ北、ㄶゼΎ㝠、㣤⏣、

㣤⏣㢼㉺、ᯇ本県ୣࢣ、ᯇ本⟃ᦶ（㏻信ไ） 

   ཧຍ⪅ 教ဨ��名 

  

  【ཧຍ者のឤ᝿】 

・72(F/の目ᶆスコアや国ࡈとの㞴᫆度、㈝用の㐪いなどがᢕᥱでき、大ኚཧ考になࡗた。

・海外進学では自分自㌟について⌮ゎし、ࢀࡑをヰࡏるຊがᚲせであること、また国にࡼ

  、やすい方ἲでධ学し⦅ධするなどᰂ㌾な㑅ᢥ⫥が㔜せでࡾไ度が␗なること、ධࡾ

高校᫬௦ࡽ࠿ィ画的にスࢣジࣗールを考えることがポイントࡔと⌮ゎできた。 

・海外の大学へ進ࡴලయ的な流ࢀを▱ることができ、国や大学ࡈとにシステムが大きࡃ 

␗なることに㦫いた。 

・࣓リットࡅࡔでなࡃデ࣓リットもしࡾ࠿ࡗఏえる㔜せᛶをឤࡌました。語学ຊやᩘ学ຊ

の୙㊊にࡗࡼて予᝿外の㈝用が発生するྍ⬟ᛶもあるため、信頼できる␃学࢚ージ࢙ン

トを㑅ࡪことがᚲせࡔとឤࡌた。 

・␃学までの流ࢀが᫂☜になࡾ、生徒が自ࡽ␃学を進める㝿に୍⥴に考えるᡭ助ࡅになる

とᛮ࠺。 

・今後は、国内大学進学後の␃学についてࡾࡼヲしࡃ学࡭る機会がቑえると、㑅ᢥ⫥を  

生徒に提᱌しやすࡃなるとᛮ࠺。 

・高校ࡽ࠿┤᥋␃学するሙ合と大学ධ学後に␃学するሙ合の࣓リット・デ࣓リットや、  

国内大学の学Ṕの有↓がどの࠺ࡼにᙳ㡪する࠿⌮ゎできࡤࢀ、生徒ᨭ᥼にࡽࡉにᙺ立つ

と考える。 

【ᡂᯝ・௒ᚋのᒎᮃ】 

今年度は、海外進学ᨭ᥼の୍環として教ဨ向ࡅㅮᗙを᪂タした。ཧຍした教ဨࡽ࠿は、   

「とてもⰋࡗ࠿た」が����㸣、「Ⰻࡗ࠿た」が����㸣と、全య的に高い‶㊊度がᚓࢀࡽた。  

アンࢣートࡽ࠿も、⫯定的なコ࣓ントや」ᩘᅇの㛤ദをᕼᮃするコ࣓ントが多ࡃᐤࢀࡽࡏ

た。   

グローࣂルなே材育成を目ᣦす本事業では、海外進学ᨭ᥼のࡽࡉなる充実もồめࢀࡽて

いる。今後は、推⸀᭩作成や出㢪スࢣジࣗール、ዡ学㔠といࡗたテー࣐で、内容を充実ࡉ

。た教ဨ対㇟のㅮᗙを㛤ദしていきたいࡏ
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２ 実施報告 

  ンㅮᗙࣙࢩンテーࢮࣞࣉック࣑ࢹカ࢔ ⑶

 ඲┴の高校ᑐ㇟ ࢜ンラインㅮᗙࠐ

   実施᪥ ➨㸯ᅇ：��᭶��᪥（᪥） 

「ධ㛛⦅：ㄽ⌮のタィᅗをつࡃる」 

       ➨㸰ᅇ：��᭶㸯᪥（ᅵ） 

「〇作⦅：୕㒊構成にࡼるスライࢻの作ࡾ方」

       ➨３ᅇ：��᭶㸴᪥（ᅵ） 

「発表⦅：ఏࢃる㸟発表の௙方」 

   内 容 学㝿的研究のሙでᚲせとࢀࡉるアカデ࣑ック（学⾡）プ

レゼンテーションについてのㅮ⩏と実㊶発表を㏻して、ຠᯝ的なプレゼンテーシ

ョンス࢟ルを㌟に௜ࡅるとともに、こࡽ࠿ࢀの♫会でồめࢀࡽる自ࡽの考えを多

様な他⪅へⱥ語でㄽ⌮的にఏえるための発信ຊࡼ࠾びグローࣂルなコ࣑ࣗࢣࢽー

ションຊの向上を目ᣦす。 

   ㅮ ᖌ ⼎名 ᜨ Ặ（グローࣂル教育企画♫ ࣎ストンࣈリッジ ௦表）  

   ཧຍ校 㛗㔝、㛗㔝ᕤ業、上⏣ᰁ㇂ୣ、㍍஭ἑ、㔝ἑ北、బஂᖹ⥲合ᢏ⾡、ㄶゼΎ㝠、 

ᒸ㇂༡、下ㄶゼ向㝧、㣤⏣、ᯇ本県ୣࢣ 

   ཧຍ⪅ ��名（生徒��名、教ဨ３名） 

 ฟ๓ㅮᗙ㸾ᒇ௦高校ࠐ  

   実施᪥ ➨㸯ᅇ（ධ㛛⦅）：��᭶��᪥（᭶） 

       ➨㸰ᅇ（〇作⦅）：��᭶��᪥（ⅆ） 

       ➨３ᅇ（発表⦅）：��᭶��᪥（Ỉ） 

   ㅮ ᖌ 同上 

   ཧຍ⪅ 屋௦高校 㸯年生���名（�組、㸲組、㸵組） 

   【ཧຍ者のឤ᝿】 

・プレゼンテーションの方ἲࡅࡔでなࡃ、海外の学びについても▱ることができⰋ

。たࡗ࠿

・スクリプトはスライࢻの༢語をㄞࡅࡔࡴでなࡃ、分ࡾ࠿やすࡃ୎ᑀにㄝ᫂することが

大ษࡔとᛮࡗた。 

・プレゼンテーションの㔜せなポイントを分ࡾ࠿やすࡃ教えてもࡽい、特に⫈⾗と୍⥴

に進めるᕤኵが大事ࡔとឤࡌた。興味をᣢࡗても࠺ࡽᕤኵがᚲせࡔとᛮࡗた。 

・ලయ的な౛でㄝ᫂いたࡔき、᝿ീしやすࡃ▱㆑が㌟についた。㉁␲ᛂ⟅の࣐ࢼーや、

発表は語ࡾᡭと⪺きᡭの༠ຊで作ࡾ上げるものࡔとឤࡌた。 

・「ㅮᗙ内容はⱥ語・᪥本語どࡽࡕのプレゼンにもᙺ立つとឤࡌ、ඛ生のලయ的な進⾜

やࣇィーࣂࢻックがとてもཧ考になࡾました。自分の授業でもࣇィーࣂࢻックをもࡗ

とព㆑し࠺ࡼと཯┬しました。（教ဨ） 
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２ 実施報告 

・この࠺ࡼな学ࡪ機会を作ࡗていたࡔきまして、あࡾがとࡊࡈ࠺いました。自分が高校

生ࡗࡔた᫬には学ࡪ機会のなࡗ࠿た分㔝とい࠺こともあࡾ、生徒をᑟࡃ立ሙの現ᅾ、

ᡭ探ࡾの≧ែです。大ኚຮᙉになࡾました。（教ဨ） 

・このㅮᗙを᮶年度はࡦࡐ本校でも実施してもࡽいたい。⥲合的な探究の᫬㛫に㛤ദで

きࡤࢀ、多ࡃの生徒がཧຍできるのではない࠿とឤࡌた。（教ဨ） 

   【ᡂᯝ・௒ᚋのᒎᮃ】 

今年度の㔜点項目として「学びの発信ຊᙉ໬」と「ア࢘トプットのሙの創出」を掲げ、

ⱥ語にࡼるアカデ࣑ックプレゼンテーションㅮᗙを㛤ദした。᫖年度ࡽ࠿$/ネット  

ワーク校௨外の高校ࡽ࠿のཧຍもቑຍしてࡾ࠾、WW/ᣐ点校で実㊶ࢀࡉていた本ㅮᗙが

オンライン໬ࢀࡉたことで、県内のᕼᮃする生徒が受ㅮできる機会が広がࡗている。    

オンラインㅮᗙでは、ㄽ⌮的ᛮ考ຊやⱥ語にࡼる発信ຊ、グローࣂルコ࣑ࣗࢣࢽーシ

ョンຊの向上を目ᣦした。また、屋௦高校の�年生���名を対㇟に出๓ㅮᗙも実施した。 

県内の高校では、WW/ $/ネットワーク校や66+ᣦ定校などでは、生徒が探究活動や研究

成ᯝをⱥ語で発信する機会がቑえてきている。୍方、ⱥ語にࡼるアカデ࣑ックプレゼン

テーションについてはయ⣔的なᣦᑟは༑分でなࡃ、教ဨもᡭ探ࡾで⾜なࡗている現≧が

ある。本ㅮᗙにཧຍした教ဨࡽ࠿は、教ဨ向ࡅ研修の実施をồめるኌもᐤࢀࡽࡏた。     

グローࣂルな⯙台で活㌍することがᮇᚅࢀࡉる県内の高校生が、多様な他⪅と༠ാし、

」㞧な♫会ㄢ㢟のゎỴに向࠺࠿ことができるຊを育成するため、᮶年度௨㝆も本ㅮᗙの

⥅⥆実施を目ᣦしたい。 

 ֈ ಙᕞ::Lࣟࢢーࣝࣂカ࢙ࣇ 

   主 ദ 㛗㔝県教育ጤဨ会（実施機関） 

   実施᪥ ��᭶��᪥（᪥） 

   会 ሙ ᯇ本市໅ປ⪅⚟♴ࢭンター ３Ѹ㸰会議ᐊ 

   内 容 県内の高校ࡽ࠿㞟まࡗた生徒・教ဨが୍ᇽに会し、学校の

ᯟを㉸えて஫いに学び合࠺機会とする「㛗㔝県高校生探㹏

ル����」を㛤ദしている。今年で３ᅇ目を㏄ࣂスティ࢙ࣇ

える本࢙ࣇスティࣂルにて、,&7を活用した本事業にࡅ࠾

る学びの成ᯝ報告会である「信ᕞWW/グローࣂルカ࢙ࣇ」を

実施した。今年度は、「㛗㔝県の多ᩥ໬共生について考え

る」をテー࣐に-,&$ᮾி・㛗㔝デスクとの共ദにࡾࡼ、高

校生の取組発表ཬび-,&$海外ὴ㐵2*、現地ὴ㐵ဨを交えて

のワークショップを⾜ࡗた。ᙜ᪥の᪥⛬は௨下の㏻ࡾ。  

   օ テー࣐ 

「語࠺ࢁ、Ẽ࡙こ࠺、動き出࠺ࡑ。高校生が多ᩥ໬共生について考えてࡳた。」 

   ֆ 内 容 

    ・高校生にࡼる多ᩥ໬共生に࠿࠿る探究発表ཬび-,&$関係⪅にࡼる助ゝ 
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２ 実施報告

・「2050年の長野県のありたい姿・高校生が考える多文化共生の未来」      

トークセッション

    ・JICA長野ࢹスク共ദによる体験展示㸦㸯F大講義ᐊステーࢪ㸧

  և 参加校ཬび参加者

    長野、ୖ⏣、ୖ⏣ᰁ㇂ୣ、野ἑ໭、㣤⏣ ODIE長ጲ、ᯇ本県ケୣ

15ྡ㸦当日の一⯡来場者はྵまず㸧

ֈ ຓ言者

  JICA長野ࢹスク     ࣒ーア⨾⣖ Ặ、

     JICAᮾி 㛤発教⫱ᢸ当 㧘ᶫ 㞷Ꮚ Ặ

     JICA海外協力㝲経験者 下ᮧ ᖾ Ặ

     JICAパキンスタン事務所 中ᒣ ᏹఙ Ặ㸦パキンスタンから࢜ンライン参加㸧

։ タイ࣒スケࣗࢪール

時 間 内 容

10:30㹼 参加者ཷ付、࢜ンライン᥋⥆☜認 ➼

10:50㹼11:00 ࢜ーࢽࣉンࢢ

11:00㹼11:40 高校生による発表㸦10分×㸱チー࣒㸧・ຓ言者による࢕ࣇードࣂック

ᯇ本県ケୣ、野ἑ໭、長野ձ

11:40㹼12:10 トークセッションձ 「高校生が考える、長野の多文化共生の未来」

12:10㹼13:30 ᫨㣗ఇ᠁、JICA展示見学、㤋内参観㸦௚の分⛉会見学➼㸧

13:30㹼14:00 JICA関係者による出前講座

「ア࢝ࣜࣇでの㸰年間」

JICA海外派遣㝲員 OG ࢞࣎ン派遣 ຓ⏘ᖌ 下ᮧ ᖾẶ

14:00㹼14:50 高校生による発表㸦10分×㸲チー࣒㸧・ຓ言者による࢕ࣇードࣂック

長野ղ、ୖ⏣、長野ճ、長野մ

15:00㹼15:30 トークセッションղ 「多文化共生を“じぶんごと”にするには㸽」

15:30㹼15:40 クࣟーࢪンࢢ

生徒発表テーマ

No. 学校ྡ 発表タイトル

㸯 県ケୣ ␃学生と日本の学生が交流できる場をつくる㸟

㸰 野ἑ໭ Bridging the Educational Gap Between Japan and Cambodia

㸱 長野 長野県の日本ㄒ教⫱㸟

㸲 長野 異文化をもっと㌟㏆なものにするには

㸳 ୖ⏣ 来日外国人に日本のルールを知ってもらうには

㸴 長野 長野県から考える多文化共生

㸵 長野 多文化共生社会を実現するには㸽
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２ 実施報告

  【参加者の感想】

・ハードルを下げる。一回話してみたら意外といけるということが多い。自分から積極

的に。知る。周りを巻き込む。  

・「違う高校の人々と自分が思うことを話し合えて有意義な時間となりました。いろんな

視点に気付けたし、今まで気が付かなかったことも知ることができました。

・「2050年の長野県の未来」について話をした。友達も私も将来長野に居ない気がする。

若者の流出が心配だと感じた。

・自分の考えを相手に伝えたり、テーマがあることによってより自分の中で多文化共生

について考えることができたりしてよかったです。  

・日本で『あたりまえ』のことは世界では『あたりまえではない』、『私たちにできるこ

とは何かある』、考えさせられました。とても分かりやすい講義でした。

・本当に世界中にいる人の立場で考えるためには、現地に足を運ぶべきだと思いました。

今日の話を聞けたことはモチベーションに、自分の将来に繋げたいです。  

・みんなすごい『多文化共生』について考えているんだなと感じた。共生するには、   

相手を巻き込んだり、勇気を出して“会話”をしたりしてみるといった主体的に、『自

ら』を大事にすることがいいと思った。

【成果と今後の展望】

本イベントは、長野県内の高校生や教員、JICA海外派遣経験者など多様な参加者が集

まり、国際協力や多文化共生について主体的に学び合う貴重な機会となった。生徒によ

る発表や JICA関係者とのトークセッション、出前講座、体験展示を通じて、異なる視点

や価値観に触れ、国際社会の課題を自分ごととして捉えるきっかけを得られた。JICAパ

キスタン事務所の派遣員とライブで繋ぎ、現地の現状を会場に届けていただいた。

参加生徒のアンケート結果からは「積極的に発言する」「相手を知る勇気を持つ」「自

分の考えを伝える」といった主体的な姿勢への変化や、国際協力への関心の高まりがみ

られた。また、日本の常識が世界では必ずしも通用しないことに気づき、現地で実際に

体験する重要性を認識できたとの生徒の変容も見られた。同年代の仲間との交流を通じ

て、共生社会の実現に向けた意識を高めるとともに、高校生同士の具体的なアクション

が共有された。参加した生徒たちには、この学びをさらに広げ、地域社会にも還元して

いくことを期待したい。
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２ 実施報告 

࢜ンラインᤵᴗ等にࡿࡼ学習ᶵ఍の๰ฟ

  ᑗ᮶、県内の生徒が学⛉や学校、地域や国の㐪いを㉸えて、ᕼᮃする学びと多様な他⪅との

༠ാ的な学びの機会をா受できる環境ᩚഛの構築にࡅࡴ、各校のඛ進的な教育実㊶を共有する

ᡭẁとしてのオンラインの有ຠ活用について研究を⾜ࡗた。 

⑴ ➨㸶ᅇ໭㝣᪂ᖿ⥺࣑ࢧット  

   実施校 上⏣高校

   ᮇ ᪥ 㸴᭶��᪥（ᅵ） 

   ཧຍ校 （県内）㛗㔝高校、屋௦高校、ఀ㑣北高校、ᯇ本県ୣࢣ高校 ィ㸶名 

                      上⏣高校ཧຍ⪅ ��名 

（県外）௝台ᇛ༡高校、౎成学ᅬዪᏊ高校、᪂₲県立୕᮲高校、 

㔠ἑ大㝃ᒓ高校、▼ᕝ県立୐ᑿ高校、⚟஭県立⨾方高校 ィ��名 

   内 容 

ᇶㄪㅮ₇：,QsSire +iJK ௦表取⥾ᙺ ᮡᾆ ኴ୍Ặ 

分⛉会助ゝ⪅ 

➨㸯分⛉会：ྜྷᮧ∾Ặ（㛗㔝県環境㒊ゼロカー࣎ンᡓ␎推進ㄢ）、 

ሯ℩進Ặ（㛗㔝大学環境ツーリࢬム学㒊㛗） 

➨㸰分⛉会：᳃ಇஓẶ（㛗㔝大学企業᝟報学㒊㛗） 

➨３分⛉会：୹㔝ഔྐẶ（㛗㔝大学♫会⚟♴学㒊大学教育ࢭンター㛗） 

      ᒸᐑ⨾ᶞẶ（㛗㔝ᕤ業高等ᑓ㛛学校ㅮᖌ） 

➨㸲分⛉会：$my ZDX�上⏣高校グローࣂルㅮᖌ）、%DiOey 'DYid�上⏣高校$/7） 

   【ཧຍ者のឤ᝿】 

・自分とは全ࡃ␗なࡗた視点を提♧ࡃ῝、ࢀࡉឤᚰしました。自分の視㔝の⊃ࡉを③ឤ

し、もࡗと自分にఱができる࠿、高校生の今ఱが出᮶る࠿をᨵめて考えるいい機会に

なࡾました。 

・リࣔートཧຍ校の発表が⪺き取ࡾにࡗ࠿ࡃた。 

・㐠Ⴀ生徒の方が校内を᱌内してࢀࡃたࡾ、分⛉会も୎ᑀに進⾜してもࡗࡽたࡾ、本ᙜ

にⰋࡗ࠿たです。 

【ᡂᯝ・௒ᚋのᒎᮃ】 

県内・県外・海外の高校生同ኈが、対面ཬびオンラインにࡼるពぢ交᥮を㏻ࡌて学び

の㍯を広げ、グローࣂルㄢ㢟について議ㄽし、ㄢ㢟ゎỴのために自分たࡕにఱができる

を提ゝにまとめて発信する。「環境ၥ㢟」「教育᱁ᕪ・㈋ᅔ」「地域活ᛶ໬」をテー࠿

࣐にした３分⛉会と、ⱥ語にࡼる発表・ディスカッションが⾜ࢀࢃ、ཧຍ生徒にࡼる活

発なពぢ交流が⾜ࢀࢃた。 

県内外の高校生の発表交流を㏻して、多ࡃの᪂しいẼ௜きをᚓて、今後の高校生や  

ᑗ᮶のᒎᮃをពḧ的にとࡽえる生徒が多ࡃぢࢀࡽた。また、対面・オンラインを㏻して
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２ 実施報告 

ึ対面のேとのコ࣑ࣗࢣࢽーションを㏻して、機会をᤊえて⮫機ᛂኚに対ᛂするス࢟ル

を㌟に╔ࡅる㈗㔜な機会となࡗていた。 

ཧຍした様ࠎな学校の高校生の実㊶内容にゐࢀることにࡗࡼて、㝈⏺をタࡎࡅにᣮᡓ

をすることの大ษࡉにẼ௜き、自分もఱ࠿⾜動を㉳こしたいと多ࡃの生徒が๓向きにと

 。えていたࡽ

対面とオンラインのࣁイࣈリッࢻ㛤ദにక࠺、㡢ኌの共有の面で༑分でない面が㢧ᅾ

໬していたので、ḟ年度へ向ࡅ関連機器やシステムの充実をᅗるためにດຊしたい。 

 ⑵ ୖ⏣高校ࣟࢢーࣝࣂス࢕ࢹࢱー（6*）ࢬሗ࿌఍ 

   本活動は、㸰年生が*6ϩに࠾いて㐙⾜したㄢ㢟研究の成ᯝ発表ཬびウ議等の㐣⛬を㏻ࡌて、

㸯年㛫の探究活動の⥲ᣓを⾜࠺ことを目的としている。㸯年生は、㸰年生にࡼる成ᯝ発表の

⫈ㅮ୪びにウ議へのཧຍを㏻ࡌて、ḟ年度の*6ϩㄢ㢟研究に対する主య的な取ࡾ組ࡳጼໃの

㔊成をᅗる。௨下に有ᚿ生徒にࡼるⱥ語プレゼンテーションを⾜ࡗた(QJOisK 5oom  分⛉

会について報告する。 

   

  実施校 上⏣高校 ���教ᐊ 

   ᮇ ᪥ 㸯᭶��᪥（Ỉ）��:��ࠥ��:�� 

発表⪅ 上⏣高校㸰年㸶名 

ཧຍ⪅ 上⏣高校�年生��名 ࠿࡯地ඖ中学生、本校⫋ဨ  

 、シリテーター：$/7３名、-7(㸯名࢓ࣇ

   発表テー࣐： 

䞉㼃㼔㼥 㼍㼞㼑 㼒㼑㼞㼙㼑㼚㼠㼑㼐 㼒㼛㼛㼐㼟 㼓㼛㼛㼐 㼒㼛㼞 㼥㼛㼡㼞 㼔㼑㼍㼘㼠㼔㻫 

䞉㻰㼑㼟㼕㼓㼚㼕㼚㼓 㻺㼍㼠㼡㼞㼑 㼕㼚㼠㼛 㻹㼛㼐㼑㼞㼚 㻿㼛㼏㼕㼑㼠㼥㻦 㻾㼑㼕㼙㼍㼓㼕㼚㼕㼚㼓 㻺㼍㼠㼡㼞㼑㻙㻵㼚㼏㼘㼡㼟㼕㼢㼑 㼁㼞㼎㼍㼚 㻰㼑㼟㼕㼓㼚 

䞉㻾㼑㼍㼘㼕㼦㼕㼚㼓 㼠㼑㼘㼑㼙㼑㼐㼕㼏㼕㼚㼑 㼤 㻱㼘㼕㼙㼕㼚㼍㼠㼕㼚㼓 㼠㼑㼏㼔㼚㼛㼘㼛㼓㼕㼏㼍㼘 㼓㼍㼜㼟 

䞉㻰㼛㼑㼟 㼙㼡㼟㼕㼏 㼕㼙㼜㼞㼛㼢㼑 㼏㼛㼚㼏㼑㼚㼠㼞㼍㼠㼕㼛㼚㻫 

䞉㻴㼛㼣 㼏㼍㼚 㼣㼑 㼞㼑㼐㼡㼏㼑 㼒㼛㼛㼐 㼣㼍㼟㼠㼑 㼍㼠 㼒㼍㼞㼙 㼟㼔㼛㼜㼟 㼍㼚㼐 㼍㼠 㼔㼛㼙㼑㻫 

䞉㼀㼔㼕㼚㼗㼕㼚㼓 㼍㼎㼛㼡㼠 㼐㼕㼟㼍㼟㼠㼑㼞㼟 㼐㼡㼑 㼠㼛 㼓㼘㼛㼎㼍㼘 㼣㼍㼞㼙㼕㼚㼓㻦 㻳㼘㼛㼎㼍㼘 㼣㼍㼞㼙㼕㼚㼓 㼍㼚㼐 㼐㼕㼟㼍㼟㼠㼑㼞 㼙㼕㼠㼕㼓㼍㼠㼕㼛㼚 

   【ཧຍ⏕ᚐのឤ᝿】 

・この経験で自信がついた。今後も同様のイ࣋ントにཧຍしたい。

・ディスカッションの᫬㛫は࠺ࡻࡕどⰋࡗ࠿たが、㉁␲ᛂ⟅の᫬㛫がᑡし▷ࡗ࠿た。 
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２ 実施報告 

 

・練習を重ねたから当日の発表がうまくいった。 

・発表者の話し方がとても明瞭で流暢だった。 

・発表者がとても魅力的だった。 

・最初は緊張したけど、日本語のところより英語の方が楽しかった。 

 

   【ALTファシリテーターの感想】 

・The students’ research exceeded my expectations. 

・I was amazed that the students could handle the Q&A time so well. 

・I think the low-pressure and relaxed atmosphere made it easy for students to open   

up and talk. 

・I appreciated changing seats after the 1st session and talking to a variety of students. 

 

   【成果・今後の展望】 

本校グローバル担当講師と県内高等学校所属の外国語指導助手（ALT）４名がファシリ

テーターとして参加し、テーマごと課題についてディスカッションを行った。今年度は平

日実施ということもあり、ALTファシリテーターの調整や１年生の参加者募集等に課題を

残したものの、参加者の満足度は非常に高く、発表のみならず、英語による対話を通じた

学びの深化につながった。 

本報告会は県内高等学校にも公開するとともに、今年度は地元中学生も招待することで、

高校生による探究学習活動の実際の様子を体験的に理解できる機会となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑶ 専門科目「福祉」におけるオンライン同時双方向授業 

今年度は、教育課程委員の協力により、阿南高校と塩尻志学館高校の３年生による「福祉」

授業オンライン合同授業を実施した。本年度の教育課程研究の重点テーマ「主体的・対話的で

深い学びの実現に向けたICTの効果的な活用」について研究の一環として、福祉を学ぶ両校の

生徒がGoogle MeetとCanvaを活用し、オンラインで合同授業を実施した。授業の概要と当日の

流れは以下の通り。 

実施校：阿南高校 ３年生 地域探究（福祉系）９名 

塩尻志学館高校 ３年生「介護福祉基礎」選択者13名  

科 目：阿南高校：「こころとからだの理解」（１単位） 
     塩尻志学館高校：「介護福祉基礎」（４単位） 
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２ 実施報告 

内 容： 

事๓‽ഛ：➨㸯ᅇ࣑ーティング（��᭶��᪥）アイスࣈレイク、自ᕫ⤂௓ 

➨㸰ᅇ࣑ーティング（��᭶��᪥）ពぢ共有、ディスカッション⦎習 

ᑟ  ධ：本᫬の目ᶆ、ワークシートཬび&DQYD࣍ワイト࣎ーࢻへのアクࢭス☜ㄆ 

ᒎ  㛤： 

・᪂タබᅬᩚഛ予定地の視察をもとに、㞀がいのある方にとࡗて฼用しやすいබ

ᅬについて発表。�㜿༡高校� 

・┣ᑟ≟ࣘーࢨーと実施した校内ࣂリアࣇリーㄪᰝを報告。（ሷᑼᚿ学㤋高校） 

・୧校の発表内容について「共ឤしたこと」「㉁ၥしたいこと」「᪂たなアイデア」

を&DQYD࣍ワイト࣎ーࢻにධຊし、ディスカッションを実施。 

ま と め：ディスカッション内容の᣺ࡾ㏉ࡾと୧校の教ဨࡽ࠿のࣇィーࣂࢻック。 

【⏕ᚐのឤ᝿】 

・ᬑẁ関ࡽࢃない高校とディスカッションできてᴦしࡗ࠿た。 

・自分たࡕとは㐪࠺視点で学習していることが興味῝ࡗ࠿た。 

・オンラインで⪺きにࡃい㒊分もあࡗたが、せ点をఏえ合いពぢ交᥮できてⰋࡗ࠿た。 

・同ࡌテー࣐でもアプローࢳが␗なࡾ、᪂しい学びや発ぢが多ࡗ࠿た。 

・他校のពぢや発表を⪺ࡃことで自分の視㔝が広がࡗた。 

・ඛ生と生徒ではなࡃ、生徒同ኈで授業を進めることで共ឤや᪂たな発ぢにつながࡗた。 

・こࢀまでබᅬと⚟♴を⤖びつࡅて考えたことがなࡗ࠿たが、᪂しい視点をᚓࢀࡽた。 

・┤᥋会ࡗて交流する機会もᣢࡕたいとឤࡌた。 

【ᡂᯝと௒ᚋのᒎᮃ】 

今ᅇの取組に7&,、ࡾࡼを活用することで、遠隔地の生徒同ኈが主య的࠿つ対ヰ的に学び

合࠺機会を創出できた。特に、県内でも㑅ᢥ⪅が多ࡃない⚟♴等のᑓ㛛教⛉の授業や中山㛫

地域のᑠつᶍ校に࠾いて、他校の生徒との交流や多様な他⪅とのពぢ交᥮を㏻ࡌて、自分と

は␗なる視点や考え方を学ࡪ機会がᚓࢀࡽたことは大ኚព⩏῝ࡃ、学びをもࡗと῝めたいと

ᕼᮃする生徒の学習機会のಖドにも有┈であることが᫂࠿ࡽとなࡗた。今後は、本取組につ

いて広ࡃ県内の教ဨと共有していきたい。また、遠隔地の学校同ኈにࡼる同᫬཮方向ᆺ授業

のࡽࡉなる実施や、外㒊ㅮᖌにࡼるㅮᗙの共同㛤ദなどを㏻ࡌて、県内の全ての高校生に等

しࡃ学びの機会を提供できる࠺ࡼດめたい。こࢀにࡾࡼ、各校に࠾いて教ဨ自㌟が,&7活用の

研㛑を῝め、生徒の主య的な学びをಁす授業࡙ࡾࡃに取ࡾ組ࡴことを、県教育ጤဨ会として

ᘬき⥆きᨭ᥼していきたい。 
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２ 実施報告 

提供校５校の取組 

実施機関では、今年度も５校の提供校と連携し、本県の個別最適な学習環境の構築と高度な学

びの提供に資する取組として、県内の高校の特色ある教育活動や学習プログラムの共有について

研究を進めた。 

 下記に、本事業で掲げる主な３項目について、各校の取組を報告する。 

【提供校の主な取組】 

１ 蘇南高等学校 【資料スライド１〜６】 

⑴ 自校のカリキュラム共有・学習コンテンツ等の提供等（スライド２） 

・Wi-Fi 機器を活用した探究発表や学年発表会をオンライン配信。発表スタイルの向上とク

リアな収録を実現。 

・発表内容は「まなび助ポータルサイト」に今後掲載予定。 

・全県への Zoom 配信や、地域住民・中学校生徒を招いた発表会も実施し、地域連携・中高

連携を推進。 

⑵ 学校の枠を超えた学び、多様な他者との協働的な学び（スライド３）

・名古屋外国語大学とのグループディスカッションや「好きなこと会議」など、大学生と高

校生が交流する機会を創出。 

・生徒が自分の興味や経験を発表し合い、多様な視点や考え方を吸収し、進路の幅を広げて

いる。 

⑶ AL ネットワーク拡充に向けた取組（スライド４～６） 

・台湾「臺中市立西苑高級中學」とのオンライン交流や、海外語学研修でのプレゼンテーシ

ョンを実施。 

・北海道や山梨県の高校との連携・視察、遠隔授業の受信、探究発表会の発信依頼など、県

外・海外とのネットワーク拡充を積極的に推進。 

取組１：自校のカリキュラム共有・学習コンテンツ等の提供等  

keywords : デジタルコンテンツ教材、ポータルサイト、動画作成、 

オンライン配信 等   

取組２：学校の枠を超えた学び、多様な他者との協働的な学び 

keywords : 他校との合同授業（オンライン・対面）、合同発表会、他校（県内・県外・

海外）との連携企画 等 

取組３：AL ネットワーク拡充に向けた取組  

Keywords : 他校との連携：県外高校、海外の姉妹校などの関係校、機関等との連携 
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２ 実施報告

㸰 ఀ㑣໭高等学校 【資料スライド㸵～10】

⑴ 自校のカリキュラム共有・学習コンテンツ等の提供等（スライド㸶）

コラ࣎ᤵᴗࠖ実㊶㢼ᬒを᧜ᙳし、まなび助ポータルサイトࠕ・ for Teachersにᢞ✏。  

教⛉ᶓ᩿ᤵᴗを通じて、県内教⫋ဨの教材研究に㈨する᝟報を提供。

・生徒ࡽ࠿はࠕ教⛉のᯟを㉸࠼た学びࡀ面ⓑいࠖࠕ新しい学びࡀでࡁたࠖなど高ホ౯。

⑵ 学校の枠を超えた学び、多様な他者との協働的な学び（スライド㸷～10）

・台湾国❧⮹༡➨୍高⣭中学との対面交流やオンライン交流を実施。ᆓ୺めࡃりやᢡり㭯స

りなどの文化体験を通じて海外࡬の⯆࿡・関ᚰを高めた。

・カン࣎ジア研修では、学ᖺやクラスを㉺࠼たつなࡀりやಶࠎの成㛗ࡀ見ࢀࡽた。ཧຍ生徒

は⌧地のᏊどもたࡕとの交流を通じて新たなどⅬやᗈいど㔝を⋓ᚓ。

⑶ ALネットワーク拡充に向けた取組（スライド㸷～10）

・台湾やカン࣎ジアなど海外の学校との交流を✚ᴟ的に実施。オンラインや対面での交流を

通じて、異文化理解やከᵝな౯್ほにฟ会࠺。

㸱 㔝ἑ໭高等学校 【資料スライド㸸11～16】

⑴ 自校のカリキュラム共有・学習コンテンツ等の提供等（スライド 12～13）

探究ࢽミࠕ・ dayࠖやࠕ探究ᇶ♏ࠖとࠕ探究ࠖの連携を強化し、探究サイクルの⤒験を㔜

ど。

・海外研修報告会（㡑国、カン࣎ジア、࣐レーシア等）を LHRで඲校向ࡅにプレゼン、WWL

関ಀ校向ࡅに配信。

・生徒の࣐インドኚᐜや༠ാの⤒験を㔜どし、ኻᩋࡽ࠿学ࡪጼໃを⫱成。

⑵ 学校の枠を超えた学び、多様な他者との協働的な学び（スライド 14～15）

・ᬑ通⛉探究発表会や理ᩘ⛉課題研究発表会を県内外の会ሙで実施し、他校生徒と交流。

・඲国高校生࢛ࣇーラムや᪥㡑高校生交流など、他校との合同発表やディスカッションを

✚ᴟ的に実施。

⑶ ALネットワーク拡充に向けた取組（スライド 16）

・㡑国の高校生との交流や、௒ᚋのࢳョンࢯン高等学校との交流ィ画など、海外校とのネッ

トワーク拡充を推進。

㸲 ᯇᮏ┴ୣࢣ高等学校 【資料スライド 17ࠥ20】

⑴ 自校のカリキュラム共有・学習コンテンツ等の提供等（スライド 18）

・探究⛉課題探究発表会や඲国高校生࢛ࣇーラムオンライン報告会を同᫬཮᪉向で実施。

・ಖㆤ⪅や中学生、教ဨ、企ᴗなどከᵝなཧຍ⪅ࡀ発表にཧຍし、進㊰意ḧや学び࡬の関ᚰ

を高めた。

・英語での発表や㉁␲ᛂ⟅も実施し、国際的な発信力を⫱成。

⑵ 学校の枠を超えた学び、多様な他者との協働的な学び（スライド 19）

・ᯇᮏ⨾㡲ୣࢣࠎ高校とのオンライン合同ᤵᴗや、⬟Ⓩ⮫海実習で▼ᕝ県の高校と交流。

・㔠ἑ኱学や⬟Ⓩ㔛海教⫱研究ᡤなどと連携し、実習・発表会を実施。
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２ 実施報告

⑶ ALネットワーク拡充に向けた取組（スライド 20）

・小論文講座や国際理解講座（ペルー編）など、海外や地域の機関と連携した講座を実施。

・動画をデジタルコンテンツとしてまなび助ポータルサイトに提供。異文化理解や発信力の

向上を図る。

５ 上田高等学校 【資料スライド 21～30】

⑴ 自校のカリキュラム共有・学習コンテンツ等の提供等（スライド 23～26）

・生成 AIプロンプトハンズオン研修をデジタルコンテンツ化。生徒の AI活用スキルの向上

のための教材として活用。

・台湾研修旅行事前学習ワークショップをオンラインで実施。動画と教材をセットで提供。

⑵ 学校の枠を超えた学び、多様な他者との協働的な学び（スライド 27～29）

・北陸新幹線サミットを対面・オンラインのハイブリッドで開催し、県内外・海外の高校生

と意見交換や発表交流を実施。

・グローバル課題について議論し、課題解決の提言をまとめて発信。

⑶ ALネットワーク拡充に向けた取組（スライド 25～30）

・台湾研修や県外高校との交流を通じて、国際的なネットワーク拡充と異文化理解を推進。

・アカデミックプレゼンテーション等のオンライン配信、他校との合同企画グローバルプロ

グラム等の実施により他校との連携を強化。

・グローバルスタディーズ（GS）報告会では、ALTをメンターとして招聘し、英語によるプ

レゼンテーション及びディスカッションを実施。

・GS報告会を地元中学生にも公開することで、中学生に高校での高度な学びや探究的な学

びを体験する機会を提供。
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信

し
て

授
業

を
行

っ
て

い
た

。
該

当
教

科
に

つ
い

て
は

C
la

s
s
ro

o
m

上
の

M
e
e
tを

用
い

て
授

業
を

受
信

し
て

お
り

、
授

業
コ

マ
が

少
な

い
教

員
が

監
督

、
接

続
を

行
っ

て
い

た
。

交
渉

後
の

取
り

組
み

‣本
校

探
究

発
表

会
を

発
信

す
る

依
頼

（今
年

度
は

日
付

が
合

わ
ず

、
良

い
返

事
を

得
ら

れ
な

か
っ

た
）。

‣北
海

道
の

高
校

の
発

表
に

オ
ン

ラ
イ

ン
で

参
加

を
依

頼
。

�

A
L
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
拡
充
に
向
け
た
取
組

～
k
e

y
w

o
rd

s
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他

校
と

の
連

携
：
県

外
高

校
、
海

外
の

姉
妹

校
な

ど
の

関
係

校
・
機

関
等

と
の

連
携

等
～
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の
大
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学
校
設

定
科
目
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イ
ヌ
文
化
』を

学
べ

る
全

国
唯
一

の
学

校
」

オ
ン
ラ

イ
ン

で
授
業

を
受

信
す

る
た

=
の

教
室

��
�

校
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全
国
募
集
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域
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ら
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留

学
」に

よ
り

、
町
支
援
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寮
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ヌ
文
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週
１
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開
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信
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築
に
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け
た
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究
開
発
事
業
取
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報
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5
～
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7
）
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高
等
学
校
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イ

ヌ
文
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（各
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年

１
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位
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は
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平

取
町

の
職

員
（ま

ち
づ

  
 

く
り

課
）に

地
域

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

を
依

頼
し

、
学

校
内

の
担

当
者

  
２

名
（教

務
主

任
、
推

進
係

）と
連

携
す

る
こ

と
で

授
業

を
展

開
し

て
い

る
。

‣「
総

合
的

な
探

究
の

時
間

」で
は

、
１
年

次
に

北
海

道
大

学
（山
中
康

裕
教

授
）に

よ
る
講
話
や

、
探

究
の
基
礎

的
な
ス

キ
ル

に
関

し
て

学
ぶ

。

交
渉

後
の

取
り

組
み

‣本
校

探
究

発
表

会
を

発
信

す
る

依
頼

（今
年

度
は

日
付

が
合

わ
ず

、
良

  
 い

返
事

を
得

ら
れ

な
か

っ
た

）。

‣北
海

道
の

高
校

の
発

表
に

オ
ン

ラ
イ

ン
で

参
加

を
依

頼
。

‣教
員
数
減

を
想

定
し

て
、
遠

隔
授

業
を

受
け

ら
れ

る
教
室

を
設
置

。

  
 地

域
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
が
常
駐

し
、
探

究
教
室

に
し

て
い

く
計
画

。
（遠

隔
で

情
報
・英
語
・数

学
な

ど
を

受
信
準
備
中

）

‣教
育
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程
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カ

リ
キ
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総

合
探

究
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位
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を
増
や
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卒

業
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。
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等
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 デ
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イ
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画
作
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築
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～
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）
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È
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台
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国
立

臺
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®
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高
級

中
学

�
高

�
�
と
の

交
流

£
主

=
く

り
や
�
Y

地
に
�

る
{

り
�
[

り
等

を
W

っ
た

。
過

去
Å

年
で
l

の
対
§

交
­

。
交
­

後
も

や
り

取
り

を
�

け
る

生
徒

も
。

生
身

の
対

話
を

通
�

て
、
<

外
へ

の
J
¥
C
s

が
高

ま
っ

た
様
^

。

信
州
W
W
L
個
別
最
適
な
学
習
環
境
の
構
築
に
向
け
た
研
究
開
発
事
業
取
組
報
告
（R
5
～
R
7
）

�


�
高
等
学
校

�
��

M
ラ
W

J
デ

ィ
ン
と
の

交
流

オ
ン
ラ

イ
ン

で
の

交
­

を
通
�

て
、
V

い
の

国
の
文
化

を
o
;

し
あ

っ
た

。
�

本
文
化

を
4

語
表
U

に
�

き
A

え
て
�

え
る

こ
と
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N
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し
な

が
ら

も
、

¦
知

の
文
化
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r
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、
多

様
な
7
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B

な
7
�
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受
«

す
る

こ
と

の
k

¬
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@
�

る
生

徒
た
�

。

学
校
の
枠
を
超
え
た
学
び
、
多
様
な
他
者
と
の
協
働
的
な
学
び

～
k
e

y
w

o
rd

s
 :
 他

校
と

の
合

同
授

業
（
オ

ン
ラ

イ
ン

・
対

面
）
、
合

同
発

表
会

、
他

校
（
県

内
・
県

外
・
海

外
）
と

の
連

携
企

画
等

～

�

_
¼

Í
高

�
�

�
カ
ン
Y

Q
E
}

�

信
州
W
W
L
個
別
最
適
な
学
習
環
境
の
構
築
に
向
け
た
研
究
開
発
事
業
取
組
報
告
（R
5
～
R
7
）
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�
高
等
学
校

学
校
の
枠
を
超
え
た
学
び
、
多
様
な
他
者
と
の
協
働
的
な
学
び

～
k
e

y
w

o
rd

s
 :
 他

校
と

の
合

同
授

業
（
オ

ン
ラ

イ
ン

・
対

面
）
、
合

同
発

表
会

、
他

校
（
県

内
・
県

外
・
海

外
）
と

の
連

携
企

画
等

～

:
足

度
は
�
�
�
�
�
�

（�
名

が
�
�
�

、
�

名
が
�
�
�

）。
海
�
�
%
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�
�
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っ
た

こ
と

に
つ

い
て

は
�
�

が
「と

て
も

よ
か

っ
た

」�
�

が
「よ

か
っ

た
」と
�
7

。
事
+

学
&
や

交
<
・発

表
、
�

日
間
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し
て

生
徒

ど
う

し
の
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や

ク
ラ
ス

を
�
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た

つ
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が
り
や
 
�

の
成
4
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れ

た
�
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を
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�
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っ
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え
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<
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の
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受
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\
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U
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^

2
も
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と
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く
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で
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よ

か
っ

た
。

１
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供
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キ
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等
の
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、
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イ
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動
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作
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イ
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～
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校
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リ
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ュ
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ム
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習
コ
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テ
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の
提
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～
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 :
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ジ
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ル
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テ
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ツ

教
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、
ポ

ー
タ
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サ

イ
ト

、
動
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作
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、
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イ
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信
州
W
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最
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学
習
環
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の
構
築
に
向
け
た
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究
開
発
事
業
取
組
報
告
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5
～
R
7
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�
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&

�
当

た
@
前

3
は

5
"

*
と
を
学

D
だ

」
「
f

外
3
¹
く
の
も
"

"
と
思

0
た
」

¸
マ
イ
ン
ド
の
変
容

バ
ン
グ
ラ
デ

シ
ュ
現

°
の

学
¤

と
の

交
流

D
�
il
y
��
u
n
��
y
�
u
tu
b
�
チ
ャ
ン
ネ
ル

１
３

ｖ

学
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、
多
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び
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イ
ン

・
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、
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と
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携
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イ
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州
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個
別
最
適
な
学
習
環
境
の
構
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に
向
け
た
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究
開
発
事
業
取
組
報
告
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5
～
R
７
）
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○
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築
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ク
拡
充
に
向
け
た
取
組

～
k
e

y
w

o
rd

s
: 
他

校
と

の
連

携
：
県

外
高

校
、
海

外
の

姉
妹

校
な

ど
の

関
係

校
・
機

関
等

と
の

連
携

等
～

�
�
	
�
�
!
�
	
�
+

信
州
W
W
L
個
別
最
適
な
学
習
環
境
の
構
築
に
向
け
た
研
究
開
発
事
業
取
組
報
告
（R
5
～
R
7
）

�
�
�
高
等
学
校

±
³
�

年
１
Â
R
Â
Ã
�

(9
)

ソ
ン

イ
ル
q

Î
高

等
学

校
生

徒
È

名
と

本
校

生
徒
È

名
の

交
­

本
校

¡
員

が
�
D

教
¡

員
交
­

会
(1

1
/8

 ½
¼¹
·�
¶¸
¿¶
文
化
º¾
»µ

主
催

)に
参

加
し

た
こ

と
を

き
っ

か
け

に
交
­

が
ス

タ
ー

P

今
後

(±
³
Ç

年
Ä
R
1
X

) 
-

ン
ソ

ン
高

等
学

校
と

の
交
­

も
P

画
中

１
�
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提
供
校
の
取
組

�
�
�
�
�
高
等
学
校

１
�

自
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
共
有
・学
習
コ
ン
テ
ン
ツ
等
の
提
供
等

～
k
e

y
w

o
rd

s
 :
 デ

ジ
タ

ル
コ

ン
テ

ン
ツ

教
材

、
ポ

ー
タ

ル
サ

イ
ト

、
動

画
作

成
、
オ

ン
ラ

イ
ン

配
信

等
～

探
究
'
(
C

探
究

発
表

会
�
I

�
B
Q
向

6
>
A
オ
ン
ラ
イ
ン
�

全
国

高
�

¤
�
�
ー
ラ
 
オ
ン
ラ
イ
ン
Ì
告

会

�
`

�
：
Â

�
�

、
¯

h
 

、
教

\
、
教

[
Y

\
会

、
企

業
、
Ä

校
探

究
a

×
、
Ù

»
�

`
�

の
j

¦
：

・
�

=
-

:
1

Æ
Ð

@
s

%
j

)
�

Ó
�

~
の

Z
Î

#
高

9
/

-
（
¯

h
 

）
・
発

表
6

]
$

�
9

?
-

（
教

\
）

・
¯

h
校

の
�
総

合
°

な
h

�
の

�
k

�
;

高
校

の
探

究
6

0
な

#
>

h
8

と
な

>
<

 
、
�

校
の

�
¢

"
=

h
8

、
±

Ð
(

-
�

（
¯

h
校

教
É

）

b
¬

探
究

合
À

会
の

Ì
�

¤
�

高
校

 
R

C
ー

ラ
U

²
º

の
発

表
の

Ì
�

f
�

º
�

：
Ñ

Õ
Ú

»
×
|



�

º
（
v

）
�

£
�

�
x

«
：
対

面
�

�
（
同

�
¥

Ã
�

6
<

>
オ

ン
ラ

イ
ン

）
�

�
内

Ë
：
^

�
2

発
表

、
,

の
�

�
p

_
´

@
�

�
�

`
�

�
：
教

¶
9

2
&

連
Ï

%
.

'
�

（
�

	
�



-


	
-�

�
�

	
）

Ý
ß

ß
Þ

T
ー

テ
A

ン
E

ÜÛ
と

Q
J

コ
ー

P
@

!
®

=
+

(
9

*

信
州
W
W
L
個
別
最
適
な
学
習
環
境
の
構
築
に
向
け
た
研
究
開
発
事
業
取
組
報
告
（R
5
～
R
7
）

	
�
�
�
�
高
等
学
校

１
�

学
校
の
枠
を
超
え
た
学
び
、
多
様
な
他
者
と
の
協
働
的
な
学
び

～
k
e

y
w

o
rd

s
 :
 他

校
と

の
合

同
授

業
（
オ

ン
ラ

イ
ン

・
対

面
）
、
合

同
発

表
会

、
他

校
（
県

内
・
県

外
・
海

外
）
と

の
連

携
企

画
等

～

�
1
-

�
6
$
(
A
オ
ン
ラ
イ
ン
合
I

�
u

K
G
U

f
�
>

�
Ö

Ù
X
年
W

�

信
州
W
W
L
個
別
最
適
な
学
習
環
境
の
構
築
に
向
け
た
研
究
開
発
事
業
取
組
報
告
（R
5
～
R
７
）

○
○
高
等
学
校

×
�

`
校

：
�

Ä
県

F
q

高
校

�
Ä

¾
�

�
F

q
高

校

Ø
�

�
x

«
：

同
�

¥
Ã

�
6

<
>

オ
ン

ラ
イ

ン

Ù
授

業
�

・
�

�
等

授
業

�
：
�

Ä
県

F
q

高
等

h
校

教
É

¡
È

Ê
©

Ô
�

Ä
¾

�
�

F
q

高
等

h
校

教
É

`
µ

y

�
  

 �
：
信

�
大

h
教

[
h
部

�
島
恒
煕
氏

４
�

`
�

�
Ä

県
F

q
高

等
h

校
�
際

探
究

a
Ø

»
�

Ä
¾

�
�
家

q
高

等
h

校
普
通

a
Ù

»

５
j

¦
等

：
・
オ

ン
ラ

イ
ン

2
話

(
合

�
#
難

(
"

/
-
け

ど
、
自
分

の
Z
見

、
E

ル
ー
プ

の
Z
見

@
簡
潔

6
9

と
:

、
伝
え

=
?

-
。

・
無
言

の
�

k
#

�
り

0
0

;
、
新

-
な

Z
見

#
出

-
と

$
6
は

、
み
ん

な
2
共

j

*
>
こ

と
#

2
$

、
相
互

6
Z
見

@
聞

$
、
考
え

、
討
論

*
>
こ

と
#

2
$

-
。

・
相
手

の
Z
見
は
新

(
�
視
点

#
多

%
1
勉

s
6

な
/

-
。

・
!
互

�
の

Z
見

6
0

�
1

�
問

(
会
え

>
�

k
#

�
?
ば

;
/

と
面
白

,
 

。

×
連

携
・
協

Ð
v
沢
大

h
環

º
Ä

海
域
環
境
研

究
セ

ン
タ

ー
、

能
登
里

海
教

[
研

究
所

石
川

県
立
二
水

高
校

石
川

県
立
七
尾

高
校

の
と

海
洋
ふ

?
�

�
セ

ン
タ

ー
能
登
里

海
T
ュ

ー
ジ
ア

U

Ø
�

�
内

Ë

（
×
）
  
事

£
�
義

  
Ä

校
2

�
�

（
Ø

）
能
登
研
修

  
の

と
海
洋
ふ

?
�

�
セ

ン
タ

ー
2

�
�

・
�
義

・
磯
採
集

�
�

�
際

6
海

6
入
り

海
洋

 
物

の
 

«
@
観
察

(
、
分
類

�
�
や

探
究

活
動

2
使

用
*

>
 
物

@
採
取

・
探

究
�
験

終
º

�
験

等
探

究
活

動
・
発

表
会

�
�

の
成
果

@
発

表
。
二
水

高
校

、
七
尾

高
校

と
交
流

信
州
W
W
L
個
別
最
適
な
学
習
環
境
の
構
築
に
向
け
た
研
究
開
発
事
業
取
組
報
告
（R
5
～
R
7
）

	
�
�
�
�
高
等
学
校

事
前

講
義

の
様

⼦

合
同

発
表

会
の

様
⼦

１
�

A
L
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
拡
充
に
向
け
た
取
組

～
k
e

y
w

o
rd

s
: 
他

校
と

の
連

携
：
県

外
高

校
、
海

外
の

姉
妹

校
な

ど
の

関
係

校
・
機

関
等

と
の

連
携

等
～

?
V

É
講
7

「
&
M
=
E

」
�
ィ
ー
ル
ド
%
ー
K
ゼ
�

国
8
T
)
講
7
�
ル
ー
P

の
*

�

e
a
O
�
�対
§

に
て
e
a

e
a
F

j
�Â
R
Å
�

�木
�´
Æ
�

�L
�

参
加

�
�本

校
生

徒
、
�
	
��
�

�
�
o

生
徒

教
Z
�
«
�動

画
を
#
�

タ
ル

コ
ン
"

ン
!

と
し

て
�
I

R
A

ー
ル

P
ワ

ー
ク

の
Ì

�
（
Ñ

Õ
５

»
度

）
ペ

ル
ー
編

�
座

f
�

�
の
集

合
写
真

�
�

x
«

：
対

面
6

1
�

�
�

�
：
J
IC
A
駒

F
根
井
上
清
可

'
9

（
ペ

ル
ー
出
身

）
 
徒

の
j

¦
：

・
伝
え

-
�

内
Ë

、
対
象

6
<

/
1
伝
え

>
Ã
法
や
技
術

@
変
え

>
こ

と
#
必
要

6
な

>
。
何

@
伝
え

>
"

2
は

な
%
何

@
得

1
持
ち
帰

/
1
ほ

(
�

"
。
最

;
適
切

な
Ã
法

@
適
宜
変
え

1
�

%
こ

と
。
探

究
発

表
の
際

6
と

1
;
役
立

0
と
思

/
-
。

・
好

$
な
人

6
発

信
*

>
の

2
は

な
%

、
嫌

�
な
人

6
;
伝
え

<
 

と
*

>
姿
勢

#
大

切
.

な
/

1
思

/
-
。

信
州
W
W
L
個
別
最
適
な
学
習
環
境
の
構
築
に
向
け
た
研
究
開
発
事
業
取
組
報
告
（R
5
～
R
7
）

	
�
�
�
�
高
等
学
校
２
�
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提
供
校
の
取
組

	
�
高
等
学
校

２
１

W
W
L個
別
最
適
な
学
習
環
境
の
構
築
に
向
け
た
研
究
開
発
事
業

令
和
７
年
度
事
業
取
組
報
告

⻑
野
県
上
⽥
⾼
等
学
校

２
２

①
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信
に
よ
る
学
習
機
会
の
創
出

取
組
１
⽣
成
Ａ
Ｉ
プ
ロ
ン
プ
ト
ハ
ン
ズ
オ
ン
研
修

実
施
期
間
：
令
和
７
年
４
⽉
23
⽇
（
⽔
）
・
30
⽇
（
⽔
）
13
:4
5〜
15
:4
5

場
所
・
対
象
⽣
徒
：
⻑
野
県
上
⽥
⾼
等
学
校
２
学
年
HR
教
室

２
学
年
⽣
徒
全
員
（
８
ク
ラ
ス
、
３
２
０
名
）

実
施
形
態
：
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
⽤
し
た
４
ク
ラ
ス
⼀
⻫
配
信
授
業

講
師
・
授
業
者
：
NT
T東
⽇
本
の
担
当
者

*
:
+
8
9
7
D
�

�
j
i
��
�
 

�
5
<
=
5
3
)
=
/
4
(
:
=
-
�
\
m

�
5
<
=
5
3
Y
i
@
b

	
E
`
5
<
=
5
3
2
,
4
1
,
�
c
C

＜
内
容
・
成
果
と
課
題
な
ど
＞

B
t
w
I
�
2
�
6
N
#
�
n
x
�
�
j
i
��
'
R
A
}
�
F
�
�
�
u
�

&
2
�
6
�
k
|
�
�
�
!
&
�
�
�
�
�
J
s
}
�
^
%
o
"
�
k
M
'

q
W
}
�
o
"
�
�
&
�
�
�
�
�
&
$
�
�
�
&
�
�
'
�
�
~
�
.
�

;
�
k
|
�
�
�
�
P
a
 
�
�
�
�
#
�
F
�
0
+
;
'
g
�
y
�
&
�

�
'
�
}
�
�
�
l
�
�
v
�
]
�
$
&
U
H
�
\
m
@
b
'
T
�
�
�

�
P
a
�
�
�
�
�
�
�
 
�
{
Y
O
�
G
K
�
�
�
!
!
�
L
�
X
Q
�

&
�
�
 
�
�
�
�
�
�
�
S
d
�
v
�
�
e
?
'
z
f
�
P
a
'
T
�
�



%
�
Z
�
~
>
V
 
�
S
�
�
e
?
�
_
�
[
r
}
�
P
a
'
h
#
&
�

�
'
p
|
�
�
�
&
�

２
３

２
４
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①
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信
に
よ
る
学
習
機
会
の
創
出

取
組
�
��
#
!
'
研
修
&
�
�
 
�
�
�
�
�
	
�
�
プ

実
施
期
間
：
令
和
７
年
11
⽉
12
⽇
（
⽔
）
・
1�
⽇
（
:
）
13
:4
5〜
14
:4
0

場
所
・
対
象
⽣
徒
：
⻑
野
県
上
⽥
⾼
等
学
校
２
学
年
HR
教
室

２
学
年
⽣
徒
全
員
（
８
ク
ラ
ス
、
３
２
０
名
）

実
施
形
態
：
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
⽤
し
た
８
ク
ラ
ス
⼀
⻫
配
信
授
業

講
師
・
授
業
者
：
�
�
講
師
�
�
!
�
�
 

1回
⽬

：
学

校
交

流
で

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

⼒
を

⾼
め

よ
う

2回
⽬

：
W

ha
t

is 
cu

ltu
re

?

＜
内
容
・
成
果
と
課
題
な
ど
＞

２
学

年
で

実
施

し
た

台
湾

研
修

旅
⾏

の
事

前
研

修
と

し
て

、
GS

Ⅱ
の

時
間

を
活

⽤
し

、
オ

ン
ラ

イ
ン

で
⾏

っ
た

授
業

を
ま

と
め

ま
し

た
。

講
座

の
動

画
と

使
⽤

教
材

を
セ

ッ
ト

し
て

提
供

す
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

昨
年

度
実

施
し

た
内

容
を

ベ
ー

ス
に

よ
り

コ
ン

パ
ク

ト
に

ブ
ラ

ッ
シ

ュ
ア

ッ
プ

し
た

内
容

と
な

っ
て

い
ま

す
。

２
�

２
６

$
�
�

�
�


�
"
�
�
の
�
 
�
!
会
�
の
取
組

取
組
１
"
�
�

$
%
�
�
�
�
�
�
ト

実
施
⽇
：
令
和
７
年
�
⽉
21
⽇
（
e
）

場
所
：
⻑
野
県
上
⽥
⾼
等
学
校

実
施
形
態
：
対
p
$
オ
ン
ラ
イ
ン
'
)
*
2
イ
3
5
0
1
<
K

講
師
・
授
業
者

X
�
l
J
�
�


�
	��
��
	�
�
�
¤
x
�
«

�
I

�
H
s

分
科

会
助

⾔
者

第
１

分
科

会
吉

村
牧

⽒
（

⻑
野

県
環

境
部

ゼ
ロ

カ
ー

ボ
ン

戦
略

推
進

課
）

,塚
瀬

進
⽒

（
⻑

野
⼤

学
環

境
ツ

ー
リ

ズ
ム

学
部

⻑
）

第
２

分
科

会
森

俊
也

⽒
（

⻑
野

⼤
学

企
業

情
報

学
部

⻑
）

第
３

分
科

会
丹

野
傑

史
⽒

（
⻑

野
⼤

学
社

会
福

祉
学

部
⼤

学
教

育
セ

ン
タ

ー
⻑

）
岡

宮
美

樹
⽒

（
⻑

野
⼯

業
⾼

等
専

⾨
学

校
講

師
）

第
４

分
科

会
Am

y Z
au

(上
⽥

⾼
校

GI
）

、
Ba

ile
y D

av
d(

上
⽥

⾼
校

AL
T）

２
�

県
内

・
県

外
・

海
外

の
⾼

校
⽣

同
⼠

が
、

対
⾯

及
び

オ
ン

ラ
イ

ン
に

よ
る

意
⾒

交
換

を
通

じ
て

学
び

の
輪

を
広

げ
、

グ
ロ

ー
バ

ル
課

題
に

つ
い

て
議

論
し

、
課

題
解

決
の

た
め

に
⾃

分
た

ち
に

何
が

で
き

る
か

を
提

⾔
に

ま
と

め
て

発
信

す
る

。
「

環
境

問
題

」
「

教
育

格
差

・
貧

困
」

「
地

域
活

性
化

」
を
テ

ー
マ

に
し

た
３

分
科

会
と

、
英
語

に
よ

る
発
表

・
デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

を
⾏

う

$
�
�

�
�


�
"
�
�
の
�
 
�
!
会
�
の
取
組

取
組
１
"
�
�

$
%
�
�
�
�
�
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２ 実施報告

信州 WWLルーブリックに基づく生徒アンケート分析

自分の強みを知る自己分析- What’s my greatest strength?-

１ 調査の目的

  本事業は、信州 WWL ルーブリックに示される３つの柱に基づく資質・能力を備えた生徒の育成を目

的として、令和２年度より研究を進めてきた。具体的には、「社会の創造者としての力」「自分らしく

生きる力」「グローカルなマインドセット」という３つの資質・能力の育成を目標とし、これまで整備

してきた学びのプラットフォームを、県内のどの学校の生徒も参加できる形に再構築することを目指

して取り組んできた【スライド２】。

令和２年度から６年間の研究期間を経て、本事業を通じて生徒にどのような資質・能力を育成できた

のかを検証することを目的として実施したアンケートの結果を、下記に報告する。

WWL事業により育成を目指す生徒の資質・能力（３つの柱と 11の項目）

⑴ 社会の創造者としての力

①課題発見力

②協働力

③最適解を創り出す力

④アクションを自ら起こす力

⑤新しい価値や社会を創造する力

⑵ 自分らしく生きる力

⑥自らの行動を振り返る力・レジリエンス

⑦人生を構想する力

⑶ グローカルなマインドセット

⑧地域に根差したアイデンティティー

⑨グローバルなマインドセット

⑩世界に通じる教養

⑪世界に通じるコミュニケーション力

２ アンケート調査の概要

実施期間：令和７年 10月〜12月

対  象：長野県内の高校生 181 名（延べ数）

内  容：「WWLルーブリック」に基づく 44項目の質問（事前・事後比較）

方  法：Googleフォームによる

本事業では、信州 WWL ルーブリックに基づき、育成を目指す資質・能力を「社会の創造者としての

力」「自分らしく生きる力」「グローカルなマインドセット」の３つの柱に整理した【スライド 5】。

令和３年度に作成したルーブリックを今年度ブラッシュアップし、県教育委員会の実施する様々な事業

と紐付けて活用した。
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２ 実施報告

アンケートㄪᰝは、県内高校生 181名をᑐ㇟に、11 の資質・能力を㸲つのフ࢙ーࢬに分㢮した 44項

目の質問を用いて、プログラム参加前後で実施した。Googleフォームを用い、自ᕫホ価（できる㸻３・

どࡕらでもない㸻２・できない㸻㸯の３ẁ㝵）を㞟ィした【スライド㸴,㸵,㸶】。

【スライド 7,8】では、WWL ルーブリックの඲体ീとアンケート内ᐜをᥖ㍕している。ᕥഃに「育て

たい資質・能力」の３つの柱と 11 項目、ྑഃにࡑれらをルーブリックにⴠとし㎸んࡔ具体的なホ価基

り、事前・事後でྠじ質問に࠾に分けてタィされてࢬ示されている。44項目の質問は㸲つのフ࢙ーࡀ‽

ᅇ⟅することで成長度を ᐃした。

３ アンケート⤖ᯝにぢる生徒の自己ㄆ㆑

アンケート結果より、඲ての項目で成長ᖜは኱ᑠ࠶るものの、⫯ᐃ⋡（「できる」とᅇ⟅した๭ྜ）

はቑ加した。≉に「地域に根ࡊしたアイデンティティー」「新しい価値や社会を創造する力」「課題発

見力」でఙび⋡ࡀ高かࡗた。୍᪉、「グローバルなマインドセット」「協働力」はもともと高Ỉ‽で࠶

。たࡗたため、ఙびᖜはᑠさかࡗ

⑴ 11項目の資質・能力にࡅ࠾る⫯ᐃ⋡のኚ໬とලయ的な成㛗内容

アンケートの結果については、11 項目の資質・能力ࡈとの⫯ᐃ⋡のኚ໬をᲬグラフやᢡれ⥺グラ

フで示した。「課題発見力」は事前 �����Ѝ事後 76.1%、「地域に根ࡊしたアイデンティティー」は

事前 �����Ѝ事後 62.0%、「新しい価値や社会を創造する力」は事前 �����Ѝ事後 65.1%と、いࡎれも

኱きなఙびࡀ見られ、すべての項目でᖹᆒ値᪼ୖࡀしている。【スライド 11,12,16,17】

「地域に根ࡊしたアイデンティティー」では、地域の人や活動に✚ᴟ的に加ࢁࢃうとするጼໃࡀ㢧

ⴭにఙびた。アンケートのྛ項目でも、地域㈉⊩やࢿット࣡ークのᣑ኱、地域社会との協働などで前

ྥきなኚ໬ࡀ見られた。「新しい価値や社会を創造する力」では、自分のアイデアを実㝿に社会や㌟

㏆な人たࡕの୰でヨしてࡳようとする行動力の項目ࡀఙびている。ᮍ᮶࡬の౑࿨ឤやᙜ事者ព㆑な

ど、୺体的なጼໃについても⫯ᐃ的なᅇ⟅ࡀቑ加した。「課題発見力」については、㌟㏆な問題を自

分の生活や学校での経㦂と結びつける力ୖྥࡀし、本質的な問いを❧てたり、ከゅ的などⅬで課題を

タᐃしようとしたりするጼໃࡀ見られた【スライド 13,14,15】。

11 項目について、プログラムの実施前後での比較結果では、඲ての項目で「できる」と⟅えた生

徒の๭ྜ᪼ୖࡀしたࡀ、≉に「最適解を創り出す力」「地域に根差したアイデンティティー」「新し

い価値や社会を創造する力」については、プログラム後も「できる」と自ᕫホ価する生徒の๭ྜは௚

の項目よりややపめの数Ꮠとなࡗた【スライド 16,18】。

⑵ 生徒のࠕ強みࠖとࠕ஌り㉺࠸ࡓ࠼ቨࠖ

【スライド 28】には、生徒のアンケートᅇ⟅に基づき、生徒ࡀ自㌟の「ᙉࡳ」と「課題」をどの

ようにㄆ㆑しているかについて示した。ᙉࡳとしては「課題発見力」（76.1%）、「グローバルなマ

インドセット」（73.3%）、「自ᕫ理解・レジリエンス」などࡀᣲࡆられ、「ఱ事にもᣮᡓするマイ

ンドࡀ㌟についた」「グループ活動に自信ࡀᣢてるようになࡗた」といࡗたコ࣓ントࡀ見られた。୍

᪉、課題としては「ࢮロから 1を生ࡳ出す創造力」「アクションの⥅⥆力」「地域㈉⊩࡬の具体的な

行動力」などࡀᣲࡆられ、「ᅔ㞴に┤㠃したときにやりᢤく力࡬の自ᕫ⫯ᐃឤࡀపい」「地域の人や
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２ 実施報告

活動に✚ᴟ的に加ࢁࢃうとするጼໃはఙびたࡀ、実㝿の行動にはまࡔ課題ࡀṧる」といࡗたコ࣓ント

。見られたࡀ

⑶ ಶࠎの生徒のኚ容

【スライド 29】では、生徒 A のಶู事౛を示した。協働力は ����Ѝ����（+2.00pt）、レジリエン

スは ����Ѝ����（+1.50pt）、人生を構想する力は ����Ѝ����（+1.00pt）と኱きくఙびている。「ఱ

事にもᣮᡓするマインドࡀ㌟についた」「ㄒ学࡬の㛵ᚰࡀ高まࡗた」などのコ࣓ントࡀ≉ᚩ的でࡗ࠶

た。

【スライド 30】では、生徒 B の事౛を示した。人生を構想する力は ���Ѝ���（Ѹ2.0pt）、地域に

根ࡊしたアイデンティティーは ���Ѝ���（Ѹ2.0pt）、課題発見力は ����Ѝ����（+1.50pt）など、項

目によࡗては自ᕫホ価ࡀ下ࡗࡀているものも࠶る。「ᾏእ研ಟを通じて自分の▱㆑の୙㊊やできない

ことを再ㄆ㆑し、࣓ࢱㄆ▱ୖྥࡀした」「社会で活㌍したいというព㆑ࡀ高まࡗた」といࡗたコ࣓ン

トࡀ見られた。

㸲 ⪃ᐹ

本事業を通じて、඲体として生徒の資質・能力にྥୖࡀ見られた。≉に「地域に根ࡊしたアイデンテ

ィティー」「新しい価値や社会を創造する力」「課題発見力」で㢧ⴭなఙびࡀ見られた。これは、プロ

グラムを通じて生徒ࡀ地域や社会との㛵ࢃりをព㆑し、୺体的に課題を発見し、解Ỵにྥけて行動する

力ࡀ育まれた結果で࠶ると⪃えられる。

୍᪉で、「最適解を創り出す力」「ࢮロから㸯を生ࡳ出す創造力」「アクションの⥅⥆力」など、自

ᕫ⫯ᐃឤやᣢ⥆的な行動力に㛵する項目では、౫↛として課題ࡀṧる。これは、ᣮᡓやኻᩋを⧞り返す

୰で自ᕫホ価୍ࡀ᫬的に下ࡀる⌧㇟や、グローバルな経㦂を通じて自分の㝈界をㄆ㆑することࡀᙳ㡪

していると⪃えられる生徒㹀の事౛のように、ᾏእ研ಟを通じて自ᕫㄆ㆑ࡀ῝まり、࣓ しୖྥࡀ▱ㄆࢱ

た結果、自ᕫホ価ࡀప下するケースも見られた。

今後の課題としては下記にᣲࡆる３つの㡿域の取組を඘実さࡏることࡀᚲせで࠶る。【スライド

28,29,30】。

学びのプラットフォームでᥦ౪したㅮᗙを整理すると、「新しい▱㆑を⋓ᚓし、価値ほࡀኚᐜするㅮ

ᗙ（ࣃラࢲイムシフト）」、「リアルな⌧ሙでの学びや自ᕫ理解を῝めるㅮᗙ（リアリティショック）」、

「学んࡔことをアクションにつなࡆるア࢘トプットᆺのㅮᗙ（アクション）」など、ẁ㝵的な成長プロ

セス᫂ࡀ☜に見えてくる。

これらのㅮᗙを、県教育委員会としてពᅗ的にࣃッケージ໬し、学び࡬の動ᶵづけࡀ高まࡗた生徒

ྛ、ࡀ 学校の取組を通じてさらに学びを῝められるようにすることも᭷用で࠶る。今後は、学校と県教

育委員会の┦஫作用によࡗて生徒の成長をಁす௙組ࡳを構築していきたい。

【３つのアࣉローࢳ】

１ ୡ⏺࡛ᚓࡓ知ぢࡸグローࣂルなάືをᆅᇦㄢ㢟に㑏ඖするࠕグローࣂルな᥈✲ࢧイクルࠖのᵓ⠏

２ 成㛗ࣉロセスをホ౯しࠊ生徒の実⾜力を㧗ࠊࡵᏛᰯࡸᵝࠎなሙ㠃࡛の᥈✲άືをᨭ᥼యไの☜❧

３ Ꮫᰯのᯟを㉸ࡓ࠼Ꮫࡧのሙづくりとࠊከゝㄒ࡛ୡ⏺にⓎ信࡛きるࢽ࣑ࣗࢥケーࣙࢩン力の強໬
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２ 実施報告

㸳 ࡵとࡲ

今ᅇのアンケートから、県教育委員会ࡀᥦ౪する学びのプラットフォームに参加した県内高校生ࡀ、

ከ様なプログラムを通じて自らの資質・能力のྥୖを実ឤしていること᫂ࡀらかになࡗた。≉に「地域

に根ࡊしたアイデンティティー」「新しい価値や社会を創造する力」「課題発見力」に࠾いて㢧ⴭな成

果ࡀ見られる୍᪉、創造力やᣢ⥆力、社会参⏬ព㆑のさらなる῝໬ࡀ今後の課題で࠶る。

これまで本事業では、≀理的なプラットフォームや࣏ーࢱルࢧイト、動⏬コンテンࢶの整備を進めて

きたࡀ、今後はこれらを᭷ᶵ的に㐃ᦠさࡏ、生徒の成長ẁ㝵にᛂじた体⣔的な学び࡬と進໬さࡏること

⌧る。具体的には、ㅮᗙやプログラムを「新しい▱㆑の⋓ᚓ」「価値ほのኚᐜ」「リアルな࠶㔜せでࡀ

ሙでの学び」「自ᕫ理解の῝໬」「ア࢘トプット・アクション」といࡗたプロセスに整理し、生徒ࡀ⯆

࿡・㛵ᚰや課題ព㆑にᛂじて最適な学びを㐃⥆的に㑅ᢥできる௙組ࡳを構築することで、学びのプラッ

トフォームの再構築をᅗりたい。

アンケート結果からは、プラットフォームの学びࡀ▱㆑・ᢏ能の⩦ᚓࡔけでなく、自ᕫ理解や社会参

⏬ព㆑、自ᕫຠ力ឤやレジリエンスのྥୖにもᐤ୚していることも☜ㄆできた。今後は、こうした成長

㐣⛬を教員ࡀ適ษにホ価し、学校と県教育委員会ࡀ㐃ᦠして、生徒のᣮᡓやヨ行㘒ㄗを⫯ᐃ的にᨭえる

⎔ቃづくりを進めていくᚲせ࠶ࡀる。

また、本事業で㛤発した学⩦プログラムは教員研ಟとしても᭷ຠで࠶る。᮶年度はእᅜㄒ教員ྥけ研

ಟやึ௵者研ಟの㑅ᢥ研ಟとしても活用をணᐃして࠾り、教員自㌟ࡀグローバルなどⅬや᥈究的な学

びを体㦂し、ࡑの成果を教育実㊶に㑏ඖできる体ไの構築をᅗりたい。

さらに、学校のᯟを㉸えた学びのሙの創出、ከゝㄒでの発信力の育成、グローバルな経㦂を地域課題

の解Ỵに生かすᚠ⎔の構築など、これからの社会でồめられる資質・能力の育成に資する取組を、本事

業の成果を基に᥎進していきたい。加えて、᮶年度㸲月に㛤タする㐲㝸教育㓄信センࢱー（௬⛠）では、

࣏ーࢱルࢧイトや動⏬コンテンࢶを活用し、地理的・᫬間的ไ⣙を㉸えた学びのᶵ会ᣑ኱をᅗること

で、ಶู最適な学⩦⎔ቃの実⌧をさらに進めていきたい。

６年間にࢃたる研究成果を基┙とし、県教育委員会の施⟇と学校の୺体的な取組との᭷ᶵ的㐃ᦠを

῝めることで、すべての生徒ࡀ能力を最኱㝈に発᥹できる学⩦⎔ቃの構築にᘬき⥆き取り組んでいき

たい。
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が
上
昇
。
（
事
前
→
事
後
）

・
特
に
伸
び
が
大
き
い
項
目

〇
地
域
に
根
差
し
た
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
：
+
1
8
.8
ポ
イ
ン
ト

〇
新
し
い
価
値
や
社
会
を
創
造
す
る
力
：
+
1
8
.3
ポ
イ
ン
ト

〇
課
題
発
見
力
：
+
1
8
ポ
イ
ン
ト

・
事
前
か
ら
高
水
準
だ
っ
た
項
目

〇
グ
ロ
ー
バ
ル
な
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
：
+
0
.7
ポ
イ
ン
ト
（
高
止
ま
り
）

（２
）

定
性
的
成
果
（生

徒
の
記
述
回
答
か
ら
）

・
「
問
い
を
立
て
る
力
」
＋
「
対
話
す
る
力
」
の
向
上
を
実
感
す
る
生
徒
像
。

・
生
徒
の
学
ぶ
姿
が
「
受
け
手
」
か
ら
「
発
信
者
・
実
践
者
」
へ
転
換
。

・
海
外
研
修
・
高
度
な
学
び
を
通
し
て
、
主
体
的
な
進
路
選
択
や
人
生
を
構

想
す
る
力
が
内
在
化
。

・
多
様
な
他
者
と
の
学
び
を
通
し
て
、
社
会
的
参
画
意
識
や
使
命
感
へ
の
意
識

が
向
上
。

３
見
え
て
き
た
課
題

・
地
域
と
の
具
体
的
な
協
働
・
行
動
段
階
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
視
点
に
比
べ
相
対
的
に
弱
い
。

・
独
創
的
な
解
を
生
み
出
す
力
（
ゼ
ロ
か
ら
の
創
造
）
に
課
題
を
感
じ
て
い
る
。

・
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
す
局
面
で
、
「
や
り
抜
く
力
」
へ
の
自
己
肯
定
感
が
低
下
す
る
傾
向
。

２
主
な
成
果

※
生
徒
の
自
己
分
析
に
よ
る
回
答
デ
ー
タ
か
ら
分
析

※
肯
定
率
＝
各
質
問
に
対
し
て
、
「
で
き
る
」
と
回
答
し
た
割
合
を
算
出
。

４
今
後
の
方
向
性

・
世
界
で
得
た
学
び
を
地
域
課
題
に
還
元
す
る
「
グ
ロ
ー
カ
ル
な
探
究
サ
イ
ク
ル
」
構
築
。

・
成
果
で
は
な
く
成
長
プ
ロ
セ
ス
を
評
価
す
る
伴
走
型
支
援
の
強
化
。

・
学
校
の
枠
を
超
え
た
学
び
の
場
の
創
出
。

・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
学
び
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
の
持
続
的
展
開

・
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
等
の
遠
隔
授
業
配
信
セ
ン
タ
ー
で
の
活
用
。

４
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探究CAN-DOリスト

NAGANO ＷＷＬ KEY COMPETENCIES

課題発見力

「社会の創造者」に関する資質・能力

「社会の創造者」に関する資質・能力

混沌とした社会の中にある課題を見抜いて、テーマを設定し、チームとして協働しつつ、対立やジレ
ンマを乗り越えて解をみつけ、アクションを通じて新しい価値や新しい社会を主体的に創造していく
ことができる

1
世の中の事象から課題
を見つけ出し、自分ご
ととして設定すること
ができる

課題発見力 ２ 協働力

人と協働してともに活動
することができる

「社会の創造者」に関する資質・能力

３ 解をつくり
出す力

試行錯誤を繰り返す中から最適
な解をつくりだすことができる

4 アクションを自ら
起こす力

問題解決のために、アクションを起こす
ことができる

ら 5 新しい価値や社会
を創造する力

課題解決を通じて、新しい価値や社会を創し、
世の中を良くしようという志を持っている

「社会の創造者」に関する資質・能力

「自分らしく生きる力」を培う資質・能力

社会（世界）との関わりの中で、「一度しかない人生を自分はどう生きたいか」という自分の人生を
構想する力

７ 人生を構想する力
課題に取り組む中で、自分の人生や生き
方を構想することができる

6 自らの行動を振り返
る力、レジリエンス

自らの取組を評価し、失敗しても試行錯誤を繰り
返し、努力し続けることができる

「社会の創造者」に関する資質・能力

「社会の創造者」に関する資質・能力

グローカルマインドを育む資質・能力

信州に根ざした豊かなアイデンティティと世界に通じる広い視野、資質・能力

９
世界を見る視野を持ち、
他者の多様な考えや価値
観を理解し、受け入れる
ことができる

グローバルな
マインドセット

11

自分の考えを書いたり話したりする
ことで伝え、人の考えを書物や対話
を通して理解し、恐れず対話をする
ことができる

世界に通じる
コミュニケーション

力

10

幅広い知識と教養を
身につけ、生涯にわ
たり学び続けること
ができる

世界に
通じる教養

資質・能力
教養

創造者」
ト ーション

８

地域と積極的に関わる
ことができる

地域に
根差した
アイデンティティ

「社会

学び応援キャラクター「信州なび助」
©長野県教育委員会
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育成したい力 具体的な生徒の姿 S A B C 学びP 各校発

課題発見力

世の中の事象から課題を見
つけ出し、自分ごととして捉
え、主体的に設定することが
できる。

課題を自らの生き方と結び
つけて設定することができ
る。

見つけた課題を自分の身の
回りの事象と結びつけて設
定することができる。

事象を多角的に見て、オリジ
ナルの課題を見つけること
ができる。

課題を設定できるが、オリジ
ナリティが感じられず、一面
的である。

協働力
他者と共に活動し、チーム
ワークを発揮することがで
きる。

学校の外の人とつながり、
協働することができる。

自ら仲間を探し、協働するこ
とができる。

グループの人と協力するこ
とができる。

自主的に人と協力する姿勢
が見えない。

解をつくり出す力
試行錯誤を重ねながら最適
な解を導き出すことができ
る。

自らつくり出した解を試行
錯誤を重ねて改善していく
ことができる。

自分が取り組む課題にふさ
わしい解をつくり出すことが
できる。

一般的に知られている解を
組み合わせて自分の解とす
ることができる。

インターネットや書物などか
ら、一般的に知られている
解を見つけることができる。

アクションを自ら起こ
す力

課題解決のためにアクション
を起こすことができる。

起こしたアクションを改善し
つつ継続することができる。

自ら必要なアクションを起こ
すことができる。

指示によりアクションを起こ
すことができる。

アクションプランがプランに
とどまっている。

新しい価値や社会を
創造する志

課題解決を通じて新しい価
値や社会を生み出し、世の
中をよりよくしようという志
を持っている。

自ら生み出した新しい価値
や考え方を実社会に応用し
ようとしている。

新しい価値や社会を生み出
そうとしている。

新しい価値や社会を創り出
すことに関心を持っている。

考えが現状にとどまってい
る。

育成したい力 具体的な生徒の姿 S A B C 学びP 各校発

自らの行動を振り返
る力・レジリエンス

自らの取組を評価し、失敗し
ても試行錯誤を繰り返し、努
力し続けることができる。

失敗を省みて試行錯誤を繰
り返しながら、改善に取り組
みより良い解にたどり着い
ている。

失敗を省みて改善に取り組
んでいる。

失敗を省みて改善に取り組
もうとする。

失敗を省みることができる。

人生を構想する力
課題に取り組む中で自分の
人生や生き方を構想するこ
とができる。

自分の人生や生き方を構想
している。

高校卒業後の将来の自分に
ついて考えている。

短い期間の将来の自分につ
いて考えている。

考えが現状にとどまってい
る。

育成したい力 具体的な生徒の姿 S A B C 学びP 各校発

地域に根ざしたアイ
デンティティ

地域と積極的に関わろうと
している。

課題に取り組む中で広く地
域と関わり、輪を広げてい
る。

課題に取り組む中で広く地
域と関わっている。

部分的ではあるが、課題に
取り組む中で地域と関わろ
うとしている。

自分の考えに固執している。

グローバルなマインド
セット

世界を見る視野を持ち、他
者の多様な考えや価値観を
理解し受け入れようとして
いる。

十分に他者の多様な考えや
価値観を理解し自らに取り
入れている。

十分に他者の多様な考えや
価値観を理解し受け入れよ
うとしている。

他者の多様な考えや価値観
を理解し受け入れようとす
るが不十分である。

自分や自分の価値観に固執
している。

世界に通じる教養
幅広い知識と教養を身につ
けている。

学んだことを更に深め、実社
会に活かそうとしている。

課題解決のために必要な知
識を身につけている。

課題解決のために必要な基
本的な知識を身につけてい
る。

基本的な知識を一部身につ
けているが、不十分である。

世界に通じるコミュニ
ケーション力

自分の考えを書いたり話す
ことで伝え、人の考えを書物
や対話を通して理解し、恐れ
ず対話をすることができる。

他者と十分に意思疎通を
図った上で、対話を通じて
新しい考えを生み出すこと
ができる。

十分に他者の考えを理解
し、また、自分の考えを伝え
ることができる。

おおまかに他者の考え理解
したり、自分の意見を伝える
ことができる。

十分ではないが、他者の考
えを理解したり、自分の意見
を伝えようとしている。

信
州
つ
ば
さ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

海
外
新
進
学
留
学
講
座

大
学
先
取
り
履
修

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

学びのMENU

北
陸
新
幹
線
サ
ミ
ッ
ト

探
究
交
流
会

（
関
係
校
発

）

学びのMENU

学びのMENU

海
外
研
修

留
学
生
受
け
入
れ

国
際
理
解

海
外
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流

WWL　　ルーブリック

混沌とした社会の中にある課題を見抜いて、テーマを設定し、チームとして協働しつつ、対立やジレンマ
を乗り越えて解を見つけ、アクションを通じて新しい価値や新しい社会を主体的に創造していくことが
できる

社会（世界）との関わりの中で、「一度しかない人生を自分はどう生きたいか」とういう自分の人生を構
想することができる

信州に根ざした確かなアイデンティティと世界に通じる広い視野をもち、個人と社会のウェルビーイン
グを実現することができる

マ
イ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

探
Q
カ
フ
ェ

長
野
県
高
校
生
探
Q
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

科
学
エ
キ
エ
キ
ス
パ
ー
ト
講
座

J
I
B
U
N
発
旅
す
る
ラ
ボ

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

令和４年度作成を基に改訂
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できる＝３，どちらでもない＝２、できない＝１で回答 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長野県教育委員会学びの改革支援課作成
３つの

柱

育成したい

資質・能力
フェーズ

質問

番号
質問事項

【基礎的な問題の発見】 質問１ 私は、みんなが興味をもちそうなテーマの中から、自分なりの視点で課題を見つけることができます。

【多角的な視点による独自の課題設定】 質問２ 私は、いろいろな角度から物事を考えて、自分にしか思いつかないようなオリジナルの課題を見つけることができます。

【身近な問題への応用】 質問３ 私は、見つけた課題を、自分の生活や学校での経験とつなげて考えることができます。

【本質的な問いと自己の将来】 質問４ 私は、課題を、自分の将来の夢や生き方、社会への関心と深く結びつけて、高校を卒業したあとも考え続けたいテーマとして設定できます。

【個人の活動を優先】 質問５ 私は、チームで協力するのは少し苦手ですが、自分の力で活動を進めることはできます。

【身近な集団での協力】 質問６ 私は、クラスや学年など、あらかじめ決められたグループのメンバーと、協力して活動することができます。

【主体的な仲間づくりと目標達成】 質問７ 私は、学年や所属を超えて、自分から仲間を見つけて、一緒に目標を立てて活動することができます。

【多様な集団との社会的な協働】 質問８ 私は、地域の方、専門家や年齢が異なる方など、いろいろな方と協力して、大きな目標に向かって活動することができます。

【情報の収集・模倣】 質問９ 私は、インターネットや本などで調べた一般的な方法を使って、課題を解決する方法を考えることができます。

【既存の解の組み合わせ】 質問１０ 私は、調べたいくつかの方法を参考にして、自分なりに組み合わせて課題を解決する方法を考えることができます。

【オリジナルの解の創出】 質問１１ 私は、これまでのやり方にとらわれず、自分で新しい方法を考えて、課題に合ったオリジナルの解決策を提案することができます。

【実行と継続的な改善】 質問１２ 私は、自分で考えた方法を実際に試してみて、結果をふり返りながら、もっと良くなるように工夫し続けることができます。

【思考で停止】 質問１３ 私は、行動にうつすのはまだ難しいこともありますが、活動の計画を立てるところまでは進めることができます。

【指示による実行】 質問１４ 私は、先生などから具体的な指示があれば、それに従って行動することができます。

【自律的な行動の開始】 質問１５ 私は、誰かに言われなくても、自分で必要なことを考えて、行動を始めることができます。

【完遂と継続的な改善】 質問１６ 私は、自分で始めた行動をふり返りながら、やり方を工夫して、最後までやり遂げることができます。

【関心の芽生え】 質問１７ 私は、社会を良くするアイディアや考え方に興味をもって、自分でも考えてみることができます。

【当事者意識の形成】 質問１８ 私は、単に関心を持つだけでなく、「私が作ろう、良くしよう」という意識をもって物事に取り組むことができます。

【価値の創出と社会での試行】 質問１９ 私は、自分で考えたアイディアや人の役に立つ工夫を、実際に社会や身近な人たちの中で試してみようと行動することができます。

【未来への強い使命感】 質問２０
私は、身のまわりの問題を解決しながら、新しい仕組みやアイディアを考え出して、社会をもっとよくしていきたいという強い気持ちを持って行動

することができます。

【原因の理解（内省の開始）】 質問２１ 私は、失敗したときに立ち止まって、「なぜうまくいかなかったのか」を考えることができます。

【改善に向けた意欲の芽生え】 質問２２ 私は、失敗の理由を振り返ったうえで、「次はもっとよくしたい」と前向きな気持ちになることができます。

【教訓の実践と改善行動の開始】 質問２３ 私は、失敗から学んだことをもとに、次に向けて具体的な改善方法を考え、実際に行動を始めることができます。

【粘り強い再挑戦と成果への到達】 質問２４ 私は、失敗しても落ち込むばかりでなく、それを乗り越えて、やり方を見直しながら何度でも挑戦し、より良い結果につなげることができます。

【現状認識の段階】 質問２５ 私は、今の自分の気持ちや学校・自分の生活のことなどまわりのことについて考えることができます。

【近未来の展望】 質問２６ 私は、数ヶ月〜1年くらい先のこと（学習や自分の進路のことなど）について、目標を立てて考えることができます。

【長期的な進路設計】 質問２７ 私は、高校を卒業したあとの進路や仕事など、これからの自分の未来について、具体的に考えることができます。

【自身の生き方構想・社会的使命への気づき】 質問２８ 私は、日々の課題に取り組みながら、「自分はどう生きたいか」「社会の中で何ができるか」を考えて、実際に行動することができます。

【地域への興味・身近な関心】 質問２９ 私は、自分の住んでいる町や、近くの出来事について、気にしたり、考えたりすることができます。

【地域との接点】 質問３０ 私は、課題に取り組む中で、地域の人や活動に、できるところから関わってみようとすることができます。

【地域社会との協働】 質問３１ 私は、地域のことを自分ごととして考え、地域の人たちと関わって行動することができます。

【地域貢献・ネットワーク拡大】 質問３２ 私は、課題解決を通じて広く地域の人たちと深く関わり、地域のために行動しながら、仲間と一緒に活動を広げていくことができます。

【身近な世界への意識】 質問３３ 私は、学校、家や友達との関係など、いつも身近にあることや地域のことについて興味関心をもって考えることができます。

【受容への努力】 質問３４ 私は、いろいろな国や地域、文化の考え方に触れながら、自分と違う意見や価値観を理解しようとすることができます。

【積極的な理解と応用】 質問３５ 私は、いろいろな人の考え方や価値観を理解し、それを自分の考えや行動に活かすことができます。

【視野の拡大と自己変容】 質問３６ 私は、世界の様々な考え方に触れ、それを自分の中に取り入れて、自身の行動を広げたり、自分をよりよく変えていくことができます。

【基礎知識の不足】 質問３７ 私は、知らないことが多いと感じながらも、課題の解決に必要なこと基本的な知識について学ぼうとすることができます。

【知識の習得と活用】 質問３８ 私は、目の前の課題を解決するために、自分で必要なことを調べ、身に付けた基本的な知識を活用することができます。

【知識の幅と深さ】 質問３９ 私は、課題に必要なことだけでなく、いろいろな分野の知識や教養を身に付けて、それらを結びつけながら深く考えることができます。

【社会への還元】 質問４０
私は、世界に目を向けて、多様な考えや価値観を前向きに取り入れながら、自分の知識や教養を深め、それを社会や身近な場面で活かして行動す

ることができます。

【伝える努力の段階】 質問４１ 私は、言葉や文化の違いがある中で、まだ十分ではないと感じながらも、相手の考えを理解しようと努力し、自分の意見を伝えることができます。

【意見の交換の実践】 質問４２ 私は、言語や文化の違いがあっても、相手の考えを大まかに理解した上で、自分の意見を伝えることができます。

【相互理解と明確な発信】 質問４３ 私は、言葉や文化が違っていても、相手の考えをしっかり理解して、自分の考えをはっきりと、わかりやすく伝えることができます。

【協働的創造と新価値の共創】 質問４４
私は、言語や文化の違いに関わらず、相手との対話を大切にし、そのやり取りの中で、自分ひとりでは思いつかない新しい考えや価値を、一緒に生

み出すことができます。

自由記述（質問45）
事業・講座・ワークショップなどに参加する前の自分と比べて、何か変化（物事の捉え方、考え方、行動、学びに向かう姿勢など）はありましたか？

（あった場合は）それはどんな変化でしたか？

自分の強みを知る自己分析 44の質問　ーWhat 's my greatest strength?ー
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１１

世界に通じる

コミュニケー

ション力

６

自らの行動を

振り返る力

レジリエンス

７

人生を構想す

る力

５

新しい価値や

社会を創造す

る力

８

地域に根差した

アイデンティ

ティー

９

グローバルな

マインドセット
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３ 運営指導委員会

  検証会議の記録

学び応援キャラクター「信州なび助」

©長野県教育委員会
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令和７年度長野県 WWLコンソーシアム構築支援事業

（個別最適な学習環境の構築に向けた研究開発事業）

運営指導委員・カリキュラムアドバイザー・検証委員

区分 氏名 役職

運営指導委員 村松 浩幸 (座長) 信州大学教育学部 教授

運営指導委員 坪谷 ニュウエル 郁子（副座長） 東京インターナショナルスクール 理事長

運営指導委員 江幡 智広 KDDI株式会社 経営戦略本部 副本部長

運営指導委員 佐藤 和紀 信州大学教育学部 准教授

運営指導委員 杉浦 太一 株式会社 Inspire High CEO

カリキュラム

アドバイザー

小村 俊平 ベネッセ総合教育研究所

教育イノベーションセンター センター長

検証委員 清水 唯一朗 慶應義塾大学総合政策学部 教授
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令和７年度長野県 WWLコンソーシアム構築支援事業

「個別最適な学習環境の構築に向けた研究開発事業」第１回運営指導委員会 議事録

期 日 令和７年７月 30日（水）14時 30分から 16時 30分まで

形 態 オンラインによる（Zoom会議）

参加者 (敬称略 50音順)

○運営指導委員

  村松浩幸（座長）、江幡智宏、杉浦太一  ※坪谷委員、佐藤委員は所用により欠席

○カリキュラムアドバイザー

小村俊平

○学校関係者

【提供校】 上田、野沢北、伊那北、松本県ケ丘、蘇南

【被提供校】須坂、篠ノ井、屋代、上田染谷丘、諏訪清陵、諏訪二葉、飯田、飯田風越、

伊那弥生ヶ丘（管理職及び担当者）

○実施機関

長野県教育委員会 教育次長以下４名、総合教育センター情報産業部専門主事２名

１ 開会行事

  実施機関挨拶（清水教育次長）

  出席者紹介

  資料・日程確認

２ 議事

⑴ 今年度の事業計画について（実施機関）

WWL事業概要、今年度事業推進計画について説明

⑵ 提供校からの報告（野沢北高校：澤田教諭、御子柴教諭）

   「佐久エリアコンソーシアム構築と運営について～WWL実践事例報告～」

  〇報告内容

   ・佐久エリアコンソーシアム構築と運営の軌跡

   ・令和２年度から協働体制を構築。

   ・地域連携コーディ―ネーター（令和７年度 31名、卒業生 30名）

   ・サポーター増員→組織化→効果的活用→探究の深化

   ・サポーター会議「ゆるい繋がり」の確認

   ・効果的活用：プレゼンコンテスト、本物に尋ねるワークショップ、地域課題ワークショ

ップ

   ・ミニ探究 dayの取組

   ・サポーターから専門の方をつなげてもらう。

   ・大学生(卒業生）サポーターの参画
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 㹏：࣑ࢽ探究 '$< のලయ的な内容について、ධ学┤後の㸯年生が対㇟とのことࡔが、ㄢ㢟の提

♧方ἲなどを教えていたࡔきたい。（上⏣高校：ΎỈ教㢌）

 㸿：・㸲᭶の最ึに㸯᪥ࡅ࠿て実施。

   ・ㄢ㢟は「✵きᐙၥ㢟」または「⅏ᐖ対⟇」の㸰つࡽ࠿㑅ᢥ。

   ・生徒は㸲ࠥ５ேのグループで活動。「$i *row」とい࠺ $, にࡼるẼ㉁デ᩿をもとにࣂラ

ンスࡃࡼ⦅成。

   ・༗๓中は᝟報収㞟と分ᯒ、༗後はスライࢻ作成と発表。 

   ・発表は教ᐊࡈとに㸶グループが㞟まࡾ、᣺ࡾ㏉ࡾを⾜い⤊஢。

３ 㐠Ⴀᣦᑟጤဨにࡿࡼᣦᑟ・ຓゝ 

【ᮧᯇᗙ㛗】  

 Ẽ㉁の分ᯒを㋃まえ、㸯᪥ࡅ࠿て㠀ᖖに୎ᑀにᒎ㛤ࢀࡉていることが、今の࠾ヰࡃࡼࡽ࠿⌮ゎ

できました。あࡾがとࡊࡈ࠺いました。 

ࡽ⛣後༙に、ࡤࢀࡅၥ㢟がな。࠿࠺ࡻいますでしࡷしࡗࡽる方はいࢀࡉ発ゝをᕼᮃࡈ、の他ࡑ 

 。きますࡔていたࡏ

 。たいとᛮいますࡾに、ពぢ交᥮の᫬㛫にධ࠺ࡼましたࡾ᱌内があࡈども࡯では、後༙はඛࢀࡑ 

 今年度の事業ィ画ࡼ࠾びඛ࡯どのࡈ発表を受ࡅ、カリ࢟ࣗラムアࣂࢻイࢨーなࡽびに㐠Ⴀᣦᑟ

ጤဨのⓙ様୍࠾、ࡽ࠿ேࡎつࡈᣦᑟ・ࡈ助ゝをいたࡤࢀࡅࡔとᏑࡌます。また、こࢀまでのࡈ報

告等に関してࡈ㉁ၥがࡊࡈいましたࡏే、ࡽて࠾㢪いいたします。 

 。࠿࠺ࡻ㢪いできますでし࠾、ーのᑠᮧ様ࢨイࣂࢻでは、最ึにカリ࢟ࣗラムアࢀࡑ 

【ᑠᮧ࢔ドࣂイࢨー】 

 本᪥も、大ኚ充実した取組のࡈ発表をあࡾがとࡊࡈ࠺いました。 

 ୍学ᮇが⤊ࡗࢃてࡽ࠿、教育ጤဨ会や学校に࠾招きいたࡃࡔ機会が多ࡃ、ඛ᪥も名古屋市、  

රᗜ県、オンラインでは⚟஭、௝台୕高、ᓥࣨୣなど、⚾がጤဨをົめている学校の会議にཧຍ

してࡾ࠾ます。こ࠺した他地域の動向も㋃まえ、㸰点࡯ど⏦し上げます。 

 まࡎ㸯点目ですが、名古屋市の市立高校ᨵ㠉ጤဨ会にて、⚾も࣓ンࣂーとしてཧຍしてࡾ࠾ま

す。名古屋市には市立高校が �� 校あࡾ、今ᅇの高校↓ൾ໬の流ࢀの中で、県立高校や⚾立高校と

のᕪ別໬について議ㄽが⾜ࢀࢃました。ࡑの中で、市立高校 �� 校のネットワークを活用するとい

ことが大きなコンࢭプトとなࡾました。  

 この考え方は、本᪥の WW/ ネットワーク構築とも㠀ᖖに㔜なる㒊分があるとឤࡌなが࠾、ࡽヰ

をఛࡗてࡾ࠾ました。市立高校では、༢఩஫᥮やኟఇࡳの合同ㅮᗙの㛤ദなどを㏻ࡌて、学校㛫

で生ࡌるリࢯースの᱁ᕪに対ᛂし࠺ࡼとしています。 

 本᪥の࠾ヰをఛࡗていてẼになࡗた点として、$/ ネットワークࡽ࠿のཧຍがῶᑡしていること

です。ネットワークの౯್が、各校に࠾いて༑分にఏࡗࢃている方と࠺ࡑでない方との㛫にࣕࢠ

ップがあるのではない࠿とឤࡌました。 
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ᨵࡵて、ࡇうࡓࡋネットワークをᣢつࡇと࡛、ྛ校༢⊂࡛はᅔ㞴なࡇとが容᫆に実⌧࡛ࡁるࡇ

と、リソースのඹ᭷によࡗて௜ຍ౯್が㧗ࡲるࡇとな࡝を、関係者のⓙᵝに࿘▱ࡋていࡃᚲ要が

ࡤࢀࡅていかな࠼かりとఏࡗࡋ㝿にはࡓのようなእ部の❧ሙの者も、Ẽ࡙い⚾。ࡍࡲるとᛮい࠶

とឤࡓࡋࡲࡌ。

２Ⅼ┠࡛ࡍが、もࡋ⌧᫬Ⅼ࡛࠼⪄࠾がࡤࢀ࠶教࠼ていࡓࡁࡔࡓいの࡛ࡍが、㏵୰のࡈⓎ⾲の୰

࡛、WWLは᪂つເ㞟を⾜ࡎࢃ、DXࣁイスクーࣝࡋ⾜⛣࡬ていࡃという࠾ヰが࠶りࡓࡋࡲ。

WWLが DXࣁイスクーࣝࡍ⾜⛣࡬る㝿には、活ືの┠的が大ࡃࡁ␗なるとឤࡌていࡍࡲ。⚾は⚟

井県とරᗜ県࡛ DX 委員をົࡵて࠾りࡍࡲが、DX ࡛はデࢪタࣝேᮦの育ᡂࡸデࢪタࣝᢏ⾡の活用

が主┠的となࡗて࠾り、ᅜ㝿協働をテー࣐とࡍる WWLとはᛶ㉁が␗なりࡍࡲ。

実施機関࡬のࡈ㉁ၥになるかもࢇࡏࡲࢀࡋが、DXࣁイスクーࣝ࡬の⛣⾜をぢᤣࡓ࠼㝿に、࡝の

ような‽ഛをࢀࡉているのか、࡝、ࡓࡲのような取組が活ືの実⦼とࡋてホ౯ࢀࡉるのか、⌧᫬

Ⅼ࡛のࡈぢゎを࠾⪺かࡏいࡤࢀࡅࡔࡓとᛮいࡍࡲ。

࠙ᮧᯇᗙ長ࠚ

WWLから。ࡓࡋࡲࡁࡔࡓ㉁ၥいࡈᚋ᭱。ࡓࡋࡲいࡊࡈりがとう࠶ DXࣁイスクーࣝࡋ⾜⛣࡬てる

というࡇと࡛、ࡑもࡑもࡑの事業のࢀࡒࢀࡑの≺いがᑡࡋ␗なࡗているの࡛はないか、ࡑの㎶࡝

うなのかについて࡛ࢀࡇ。ࡍは、事ົᒁに࠾㢪いࡋてよい࡛ࡻࡋうか。

࠙実施機関ᢸᙜࠚ

協議。ࡍ࡛ࢁࡇඛ日の協議会にてᩥ部⛉学┬から本௳のఏ㐩をཷ᱆と。ࡍࡲいࡊࡈりがとう࠶

会࡛の説明によࡤࢀ、WWL事業とࡋては、カリキュラム㛤ⓎᣐⅬ校ࡸ、᫖年度から᪂ࡓにጞࡓࡗࡲ

。ࡍと࡛ࡇているとのࢀࡉ⥆⥅ーバࣝேᮦ育ᡂᆺ᥇ᢥ校の◊究はࣟࢢ

てࡏࡉらに඘実ࡉの୰࡛、ᾏእとの学びをࡳなᯟ組ࡁと、DXຍ㏿化推進事業という大ࢀのὶࡇ

いࡃという方ྥᛶ࡛ᤊ࠼てよいのか。一方、⌧ᅾ取り組࡛ࢇいる事業も、࢜ンラインの活用を㏻

て、学校のࡌ DX化を進ࡵながら学びの㑅ᢥ⫥をᗈげていࡃというⅬ࡛は、方ྥᛶとࡋては一⮴ࡋ

ているようにឤࡌて࠾りࡍࡲ。

⌧ẁ㝵࡛は、本県に࠾いて教育の DX化とࣟࢢーバࣝ教育の推進を࡝のように関連࡙࡝、ࡅのよ

うに進ࡵていࡃかについて、事ົᒁ内࡛も⤫一ࡓࡋぢゎをᣢてて࠾りࢇࡏࡲ。本日はࡇのⅬにつ

いて「ᐟ題」をいࡔࡓいࡓとཷࡅṆࡵ、今ᚋの᳨ウ課題とࡋて取り組ࡲ࡛ࢇいりࡓいと⪃࠼て࠾

りࡍࡲ。

࠙ᑠᮧアࣂࢻイࢨーࠚ

ఱ。ࡍࡲるの࡛はないかとᛮいࢀࡉがᙧᡂࡳいᯟ組ࡋる୰࡛、᪂ࡃ今ᚋ情報が出て、ࡃらࡑ࠾

か᪂ࡋい情報がධりࡓࡋࡲら、ᨵࡵてࡈ報告ࡏࡉてい࠶。ࡍࡲࡁࡔࡓりがとうࡊࡈいࡓࡋࡲ。

࠙ᮧᯇᗙ長ࠚ

ものࡑもࡑ、ているもののࡋというⅬ࡛はඹ㏻「ࡃ学びをᗈげてい」。ࡓࡋࡲいࡊࡈりがとう࠶
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出ⓎⅬの㐪いが、今ᚋ࡝のようにᩚ理ࢀࡉていࡃのかについて、ࡦࡐ小村ᵝからも情報提供をい

。ࡍࡲとᛮいࡤࢀࡅࡔࡓ

は᭱ࡎࡲ。ࡍࡲとᛮいࡤࢀࡅࡔࡓពぢをいࡈて運営指導委員のⓙᵝからもࡋࡲࡁ⥆、は࡛ࢀࡑ

ึに、江幡ᵝ、࠾㢪い࡛ࡻࡋ࡛ࡍࡲࡁうか。

࠙Ụᖭ委員ࠚ

はい、࠶りがとうࡊࡈいࡍࡲ。今ᮇの取組につࡋࡲࡁても、๓༙の࠾ヰの୰࡛、いࡃつか᪂ࡋ

い取組がスタートࡋているࡇとを▱るࡇとが࡛ࡁ、⚾⮬㌟も㠀ᖖにከࡃの学びが࠶りࡓࡋࡲ。

実㝿、฼┈を୰ᚰとࡍる⤒῭活ືとは大ࡃࡁ␗なる活ື࡛࠶るࡑ、ࡵࡓの内容のᛴ㏿なኚ㠉は

㠀ᖖに㞴ࡋい㠃が࠶るとឤࡌていࡍࡲ。

一方࡛、生ᚐに౯್を提供ࡍるࡇとはもࢇࢁࡕ㔜要࡛ࡍが、⌧ᅾの活ືを地㐨に⥅⥆ࡋていࡃ

上࡛も、関ࢃる௰㛫࡙ࡃりは㠀ᖖに㔜要࡛࠶るとឤࡌていࡍࡲ。教職員の方ࠎ、教育委員会のⓙ

ᵝ、ࡋࡑて生ᚐࡕࡓが、内ഃからつながࡗていࡇࡃと。ࡉらに、≉ᐃの㸯校の⊂❧ࡓࡋ取組から

県内඲体ࡉ、࡬らには県እの௰㛫とのつながり࡬とᗈがࡗていࡇࡃとは、ᡂ果とࡋて㠀ᖖに大ࡁ

なព࿡をᣢつの࡛はないかとᛮいࡇ。ࡍࡲうࡓࡋつながりがᗈがるࡇと࡛、関ࢃる方ࠎの⇕㔞が

㧗ࡲり、ࢀࡑが活ືの୰࡛実ឤ࡛ࡁるࡇとはとても㔜要ࡔと⪃࠼ていࡍࡲ。

もう㸯Ⅼ、ඛ࡝࡯の小村ᵝとྠᵝに、今ᮇの᭱⤊的な活ືが次年度以㝆の活ືに࡝のようにつ

ながࡗていࡃのか、ࡓࡲ、DXࣁイスクーࣝとの関ࢃりが࡝のようにᒎ㛤ࢀࡉていࡃのかについて

も関ᚰが࠶りࡇ。ࡍࡲのⅬについては、今ᚋ DXࣁイスクーࣝのල体的な内容を確認ࡋながら進ࡵ

ていࡇࡃとになるかとᛮいࡍࡲの࡛、ࡓࡲ機会が࠶りࡓࡋࡲら、ࡑのࡓ࠶りの࠾ヰもఛࡤࢀ࠼と

ᛮࡗて࠾り࠶。ࡍࡲりがとうࡊࡈいࡓࡋࡲ。

࠙ᮧᯇᗙ長ࠚ

の㔜要ᛶについて、㠀ᖖ「りࡃ௰㛫࡙」ࡓࡋࡲり࠶ヰに࠾の࡝࡯ඛ。ࡓࡋࡲいࡊࡈりがとう࠶

に大ษなどⅬをࡈ指᦬いࡓࡋࡲࡁࡔࡓ。

。うかࡻࡋ࡛ࡍࡲࡁ㢪い࡛࠾、て、杉浦ᵝࡋࡲࡁ⥆、は࡛ࢀࡑ

࠙ᮡᾆ委員ࠚ

はい、インスࣃイアࣁイの杉浦࡛ࡍ。ⓙᵝ、ࡈⓎ⾲い࠶ࡁࡔࡓりがとうࡊࡈいࡓࡋࡲ。

令和７年度とࡋては➨㸯ᅇとなりࡍࡲの࡛、ᨵࡵてよ࠾ࡃࡋࢁ㢪いいࡍࡲࡋࡓ。

⚾からは、ຓゝࡸ指導という❧ሙ࡛はᜍࢀከいの࡛ࡍが、ᑡࡋ㉁ၥというᙧ࡛࠾ヰをఛࡤࢀ࠼

とᛮいࡍࡲ。

県教育委員会(実施機関）と野沢北㧗校、ࢀࡒࢀࡑに࠾ఛいࡓࡋいⅬがࡊࡈいࡍࡲ。

WWL。ࡍࡲ᰿本的なၥいになりࡋが、ᑡࡍて࡛ࡋ県教育委員会ᵝにᑐ、ࡎࡲ が┠指ࡋている

「Society 5.0」ࡸ「ࣟࢢーバࣝேᮦの育ᡂ」というコンセプトは、㠀ᖖにᗈࡃゎ㔘࡛ࡁるもの࡛

ࢀࡒࢀࡑ、る୰࡛࠶てྛ校という㸱つのレイࣖーがࡋࡑ、り、ᩥ部⛉学┬、WWL、県教育委員会࠶

が┠指ࡋている方ྥᛶのつながりが、⚾の୰࡛はࡔࡲ明確にᩚ理࡛ࡁていないとឤࡌて࠾りࡍࡲ。

。ࡍࡲࡁࡔࡓていࡏࡉに㉁ၥࡵࡓるࡵ理ゎを深、ࡵࡓのࡑ
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 WW/ については、ඛ࡯ど⏦し上げた㏻ࡾでࡼいとᛮ࠺のですが、㛗㔝県教育ጤဨ会としては、

「まなび助ポータルサイト」の拡充や฼用ಁ進を目ᣦしてࢀࡽ࠾ます。ࡃ࠿ࡗࡏ⣲ᬕࡽしいルー

方向ᛶがあ࠺の活用や฼用㢖度を高めていきたいといࡑ、ࡽ࠿ているのですࢀࡉリックが作成ࣈ

ると⌮ゎしています。୍方で、๓年度ࡽ࠿も࠺ࡑですが、探究に対してඛ進的に取ࡾ組まࢀてい

る学校の事౛がこのሙで共有ࢀࡉ、ཧຍࢀࡉたඛ生方が「㔝ἑ北高校ࢇࡉがこࢀࡉ࠺ているࡽ࠿、

自校でも取ࡾධࢀて࠺ࡼࡳ」とᣢࡕᖐࢀࡽているのࡔとᛮいます。この࠺ࡼな学校ഃの事౛発表

とい࠺レイࣖーと、県教育ጤဨ会が目ᣦしているポータルサイトの活用、北㝣᪂ᖿ⥺サ࣑ットの

充実、オンライン事業の推進などの取組との関係ᛶについて、WW/ と県教ጤのつながࡾは୍᪦⨨い

てࡃ࠾としても、県教ጤと各校が WW/ に対してどの࠺ࡼに連携し、共に動いているの࠿とい࠺「୍

యឤ」の࠺ࡼなものが、⚾の中ではまࡔ༑分に⌮ゎできていない≧ἣです。 

 ₍↛とした㉁ၥでᜍ⦰ですが、県教育ጤဨ会のᙺ๭、各校のᙺ๭、ࢀࡒࢀࡑがどの࠺ࡼに連携

しながࡽ㸯つの目ᶆに向ࡗ࠿て進ࢇでいࡃの࠿について、も࠺ᑡしჶࡳ○いたᙧでࡈㄝ᫂いたࡔ

 。࠿࠺ࡻがでし࠿がたいです。いࡾるとあࡅ

【ᮧᯇᗙ㛗】 

 ではこࡽࡕについては事ົᒁの方で、県教ጤの方で࠾㢪いできますでし࠿࠺ࡻ。 

【ᐇ᪋ᶵ㛵】 

 あࡾがとࡊࡈ࠺います。ࡈ㉁ၥいたࡔいた点についてですが、まࡉに、本事業の᰾ᚰをついた

 。ますࡾ࠾てࡗいたとᛮࡔ㉁ၥをいたࡈ

 今ᅇの関係資ᩱの中で、㛗㔝 WW/ Key &omSeWeQFies とい࠺本事業をと࠾して生徒に㌟に௜ࡅて

もࡽいたい３つの資㉁⬟ຊを連ࡡたᅗをࡈ用ពࡏࡉていたࡔいてࡾ࠾ます。こࢀは㛗㔝県の WW/

にࡼる学びを㏻して生徒たࡕに㌟につࡅてもࡽいたい資㉁、⬟ຊの３つのᰕになࡾます。ࡑもࡑ

もこࡽࡕは、ᖹ成 �� 年に㛗㔝県教育ጤဨ会が目ᣦす᪂たな高校࡙ࡾࡃ「高校ᨵ㠉㹼ክにᣮᡓする

学び㹼」の方㔪のな࠿でᡴࡕ出した「ࠗ 探究県࠘㛗㔝の学び」を㏻して本県が育成したい、育てた

い資㉁、⬟ຊの３本ᰕです。 

 こࡽࢀのຊを育成するために、本ㄢでいえࡤ、ඛ࡯どࡈ⤂௓しました「学びのプラット࢛ࣇー

ム」とい࠺ものがあࡗたࡅࢃです。 

ࡽ࠿┬⛉の後、௧࿴ඖ年にᩥࡑ  WW/ 事業の構᝿が発表ࢀࡉた᫬、まࡉにこࢀは本県が目ᣦして

いる学びのプラット࢛ࣇームの構築と目的を同ࡃࡌするものであࡾ、㛗㔝県が目ᣦす生徒の育成

のために、ᩥ⛉┬の研究事業にཧ画することで本県の学びのプラット࢛ࣇームをࡾࡼⰋいものに

෌構築していࡃことをㅻい、本事業᥇ᢥを受ࡅたのが௧࿴㸰年度のことでした。 

い࠾各校に、ࡃ࡭ための探究を᰾とした学びを実現すࡴして、県が♧す３つの資㉁⬟ຊを育ࡑ 

ては探究活動のࡳなࡎࡽ、各教⛉にࡅ࠾る探究的アプローࢳにࡼる「主య的、対ヰ的で῝い学び」

を実㊶しているとこࢁです。また、県立高校にࡅ࠾る３つの方㔪やスクール࣑ッションにᇶ࡙き、

特色ある学びの実現にࡅࡴ、教育ㄢ⛬の研究や授業ᨵၿに࠾取組ࡳいたࡔいているとこࢁです。 

 県教育ጤဨ会としましては、この大きな目ᣦすとこࢁを♧しながࡽ、実施機関では、༢⊂校で

は実現が㞴しい事業、ㅮᗙなどの学びの機会を提供してཧࡾます。また、各学校に対しては、県
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とࡋて┠指ࡍ方ྥᛶについて、本課のࡳならࡎ௚課とも連携をࡍるࡇと࡛ࡑの方ྥᛶをศかりࡸ

。ࡍࡲり࠾てࡌるとឤ࠶とが課題࡛ࡇࡃていࡋ♧ࡃࡍ

今ᚋは、本課がᒎ㛤ࡍるᵝࠎな事業の㊃᪨と、ࢀࡑにより生ᚐの࡝のようなຊの育ᡂに繋がる

のかについて、ྛ校のඛ生方にࡈ理ゎいࡅࡔࡓるよう࿘▱のᅾり方をぢ┤ࡍとともに、事業内容

の඘実ᨵၿというほⅬからも「学びのプラット࢛ࣇームの෌構築」をᅗࡗて参りࡓいとᛮいࡍࡲ。

࠙ᮡᾆ委員ࠚ

て㠀ᖖࡋが「Ⅼ」とࢀࡒࢀࡑ、県教育委員会の取組も、ྛ校の取組も。ࡍࡲいࡊࡈりがとう࠶

に⣲ᬕらࡋいものࡔとឤࡌて࠾りࡍࡲ。

のかとࡃい࡛ࢇて進ࡗのようにⅬとⅬを⤖び、㸯つの方ྥᛶ、㸯つの࣋クトࣝにྥか࡝らがࢀࡑ

いうⅬについては、もうᑡࡋ「合ゝ葉」ࡸ「ඹ㏻のどⅬ」な࡝が࠶ると、学校༢఩࡛のᡂ果と県教

委のᡂ果がバラバラにᏑᅾࡍるの࡛はなࡃ、WWL とࡋての⤫一的なᡂ果とࡋてᩚ理࡛ࡁるの࡛は

ないかとឤࡓࡋࡲࡌ。

もࢀࡒࢀࡑ、ࢇࢁࡕの❧ሙࡸ活ື⠊ᅖが␗なる୰࡛のࡇとࡔとᛮいࡍࡲの࡛、ࢀࡑ࡛ࡲࡇ࡝を

「⥺」に繋げらࢀるかというⅬは㠀ᖖに㔜要な課題ࡔとᛮいࡍࡲ。

一方࡛、ྛ校のඛ進的な事例がࡇのようにඹ᭷ࢀࡉるࡇと⮬体が、㠀ᖖに౯್の࠶るࡇとࡔと

ᨵࡵてឤࡌてࡇ。ࡍࡲうࡓࡋスタンス࡛も、⚾⮬㌟もᘬࡁ⥆ࡁ学ࡏࡤていࡓࡁࡔࡓいとᛮࡗて࠾

りࡍࡲ。

もう㸯Ⅼ、野沢北㧗校ᵝにも࠾ࡦࡐఛいࡓࡋいとᛮࡗて࠾りࡍࡲ。

地域をᕳࡁ㎸ࡳ、サポーターの方ࠎと連携ࡋながら探究活ືを進ࡵて࠾らࢀるⅬは、㠀ᖖに⣲

ᬕらࡋいとឤࡌながらᣏ⫈ࡋて࠾りࡓࡋࡲ。

⮳にࡇࡇ、る一方࡛、当↛ながらࡌいとឤࡋと⮬体が⣲ᬕらࡇているࢀࡉの取組をなࡅࡔࢀࡇ

る࡛ࡲの㐨のりはỴࡋて平ᆠ࡛はなかࡓࡗの࡛はないかと࠾ぢཷࡋࡅて࠾り࡛ࡇࡑ。ࡍࡲ、㏫に

「㞴ࡋかࡇࡓࡗと」ࡸ「⌧ᅾも課題とࡋてṧࡗているࡇと」な࡝がࡊࡈいࡓࡋࡲら、ࡦࡐ௚校と

もඹ᭷࡛ࡁるとⰋいの࡛はないかとᛮいࡍࡲ。

もࡑ、ࡤࢀ࠶࡛⬟ྍࡋうࡓࡋⅬについてࡈ教♧いࡻࡋ࡛ࡍࡲࡅࡔࡓうか。

࠙野沢北高校 澤田教諭ࠚ

はい、࠶りがとうࡊࡈいࡍࡲ。㞴ࡋいⅬはከ࠶ࠎりࡎࡲ。ࡍࡲ、ඛࡋ⏦࡝࡯上げࡓ「ゆるいつ

ながり」という関係ᛶを築ࡇࡃと⮬体が、当ึは㠀ᖖに㞴ࡋかࡍ࡛ࡓࡗ。  

౫㢗ࡓࡋ以上、ఱかを࠾㢪いࡋなࡤࢀࡅというࡇと࡛、᭱ึはࡑのⅬ࡛ⱞປࡓࡋࡲࡋ。担当教

員の㈇担も増࠼るの࡛ࡍが、ࢀࡒࢀࡑの⾜事について報告を⾜うࡇとも、「ゆるいつながり」の一

つのᙧとࡋて、ᑡࡎࡋつ理ゎをᚓらࢀるようになࡗてࡓࡁとឤࡌていࡍࡲ。

もう㸯Ⅼ、⌧ᅾも㞴ࡋいとឤࡌているのが、サポーターとの࣐ッࢳンࡍ࡛ࢢ。⌧ᅾ、サポータ

ーは 31名࠾りࡍࡲが、生ᚐの探究テー࣐に「ドンࣆシࣕ」࡛合⮴ࡍるケースはࡲ࠶りከ࠶ࡃりࡲ

の専門ศ野ࠎሙ合、サポーターの方ࡓࡵなテー࣐࡛生ᚐを㞟ࡁという大「ቃ⎔」ࡤ࠼とࡓ。ࢇࡏ

と᏶඲に一⮴ࡍる࡛ࡅࢃはないの࡛、専門እの㡿域࡛も大ேのどⅬからアドバイスをいࡅࡔࡓる
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よう、会議➼࡛サポーターのⓙᵝに࠾㢪いࡋていࡍࡲ。

サポーターのேᩘを増ࡤࡏࡸ、より࣐ッࡍࢳるྍ⬟ᛶも㧗ࡲるかもࢇࡏࡲࢀࡋが、⌧ᅾの学校

つᶍ࡛は 30 名程度が運営上の㝈⏺ࡔと⪃࠼て࠾り、ࡑの୰࡛ࡸりࡃりをࡋているのが⌧≧࡛ࡍ。

࠙ᮡᾆ委員ࠚ  

探究活ືに࠾いて専門ᛶのレイࣖー࡛ྛศ野の方ࠎにࡈ協ຊいࡇࡔࡓうとࡍると、ࡓと࠼サポ

ーターが 30名いても、࠶るいは 100名いࡓとࡋても、生ᚐの探究テー࣐に᏶඲に一⮴ࡍる方をぢ

つࡅるのは㞴ࡋいのࢁࡔうとᛮいࡍࡲ。

ࡗィードバックのどⅬといࣇ、ࡸጼໃࡴのものというよりも、ఱかに取り組ࡑは、専門ᛶࢀࡇ

。ࡓࡋࡲࡌとが㔜要なの࡛はないかとឤࡇるࡅࡔࡓよりᢳ㇟度の㧗いレイࣖー࡛ຓゝをい、ࡓ

にࠎり方については、サポーターの方ࢃ関ࡸのᢳ㇟度の㧗いレイࣖー࡛のຓゝの௙方ࡑ、ࡔࡓ

よࡗても㐪いが࠶るとᛮࢀࢃ、ඹ㏻化ࡍるࡇと⮬体が㞴ࡋいの࡛はないかと᝿ീࡍࡲࡋ。

㈗㔜な。ࡓࡋࡲࡌてឤࡵるとᨵ࠶い課題࡛ࡋとは、㠀ᖖに㞴ࡇࡃていࡋント࣓ࢪらを࣐ネࢀࡑ

。ࡓࡋࡲいࡊࡈりがとう࠶ヰを࠾

࠙野沢北高校：澤田教諭ࠚ

㸯Ⅼ、⿵㊊ࡏࡉていࡍࡲࡁࡔࡓ。サポーターの方ࠎには、生ᚐの探究テー࣐に「ドンࣆシࣕ」

࡛合⮴ࡍる専門ᛶを࠾ᣢࡕの方ࡤかり࡛は࠶りࡑ。ࢇࡏࡲのࡤࢀ࠶࡛⬟ྍ、ࡵࡓ、ᑡ࡛ࡋも関連

ᛶの࠶るศ野の方をࡈ紹介いࡅࡔࡓるよう࠾㢪いࡋていࡑ。ࡍࡲうࡍるࡇと࡛、テー࣐とのࣕࢠ

ップをᑡ࡛ࡋもᇙࡵらࢀるようにᕤኵࡋているとࡍ࡛ࢁࡇ。

࠙ᮡᾆ委員ࠚ

⣲ᬕらࡋい࡛ࡍね。࠶りがとうࡊࡈいࡍࡲ。

࠙ᮧᯇᗙ長ࠚ

のࡃከࡃらࡑ࠾、は「の課題ࢢンࢳッ࣐」ࡓいࡔࡓ説明いࡈᚋに᭱。ࡓࡋࡲいࡊࡈりがとう࠶

学校にඹ㏻ࡍるᝎ࠶࡛ࡳり、㠀ᖖに㔜要なࡈ指᦬ࡓࡗࡔとᛮいࡍࡲ。ᨵࡵてឤㅰ⏦ࡋ上げࡍࡲ。

ࡓいࡔࡓ運営委員のⓙᵝからいࡸアドバイザー࡛ࡲࢀࡇ、の࡛ࡍの機会࡛ࡃかࡗࡏ、は࡛ࢀࡑ

とࡤࢀࡅࡔࡓいࡏᐤ࠾を࡝ឤ᝿なࡈ、いているඛ生方からもࡔࡓ参ຍいࡈ今日、࠼ࡲពぢを㋃ࡈ

ᛮいࡎࡲ。ࡍࡲは上田㧗校の清水教㢌ඛ生、いかが࡛ࡻࡋうか。

࠙ୖ田高校：Ύ水教㢌7）ࠚ月 23日開ദの WWL࣭ SGH࣡ࢺࢵࢿーࢡ඲ᅜ㐃⤡༠議会の参加報告ྵࡴ）

はい、本日は࠶りがとうࡊࡈいࡓࡋࡲ。⚾は今ᅇึࡵて参ຍࡏࡉていࡓࡋࡲࡁࡔࡓが、ࡲࡔࡲ

。ࡓࡋࡲࡁとが࡛ࡇの学びをᚓるࡃてከࡌを㏻࡝野沢北㧗校ᵝの取組な、ࡃຮᙉ୙㊊なⅬがከࡔ

７᭶、ࡓࡲ 23日に㛤ദࡓࢀࡉ WWL合ྠ連⤡協議会にも参ຍいࡓࡋࡲࡋࡓの࡛、ࡑの報告とឤ᝿

をᑡ࠾ࡋヰࡏࡉࡋていࡍࡲࡁࡔࡓ。

ඛ࡝࡯実施機関からの資料にも࠶りࡓࡋࡲが、༗๓୰は代⾲校による取組Ⓨ⾲が࠶りࡓࡋࡲ。
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⟃Ἴ大学㝃ᒓ坂ᡞ㧗校、ᐑᓮ大ᐑ㧗校、ࡋࡑてᗈᓥ大学の㸱校からのⓎ⾲をᣏ⫈ࡓࡋࡲࡋ。

⟃Ἴ大学㝃ᒓ坂ᡞ㧗校࡛は、大学との連携が㠀ᖖに඘実ࡋて࠾り、ᾏእ◊ಟに大学生と一⥴に

参ຍࡍるという取組が紹介ࡓࡋࡲࢀࡉ。ᐑᓮ大ᐑ㧗校もᐑᓮ大学と連携ࡋ、ྠᵝの取組を⾜ࡗて

いるとのࡇと࡛ࡓࡋ。

⥆いて、専門ᐙセミࢼー࡛は、ᮾி大学総長の藤井㍤ኵẶのㅮ₇が࠶り2027。ࡓࡋࡲ年⛅に᪂

タࢀࡉる「College of Design」という᪂ࡋい学部について説明が࠶り、ᩥ理⼥合ᆺの学部という

㑅ᢤ方ἲになるࡓࡋを㔜ど࡝㧗校生活࡛の活ື≧ἣなࡸ㠃᥋ࡃな࡛ࡅࡔと࡛、ධヨは学ຊヨ㦂ࡇ

とのࡇと࡛ࡓࡋ。

༗ᚋのࣝࢢープワーク࡛は、「ࣟࢢーバࣝேᮦ育ᡂ」ࡸ「ICT機ჾを活用ࡓࡋ探究的・ᩥ理ᶓ᩿

的・実践的な学び」について、ྛ県の≧ἣを㋃ࡓ࠼ࡲディスカッションを⾜いࣟࢢ」。ࡓࡋࡲーバ

ࣝேᮦ育ᡂ」に関ࡋては、࡝の学校もྠᵝの課題をᢪ࠼ているとឤࡓࡋࡲࡌ。≉に、᫖今の෇Ᏻ

のᙳ㡪により、ྛ校が⊂⮬に計画ࡋているᾏእ◊ಟに࠾いてΏ⯟㈝が㧗㦐ࡋて࠾り、ⱞປࢀࡉて

いるᵝᏊがඹ᭷ࡓࡋࡲࢀࡉ。

「ᩥ理ᶓ᩿的な学び」については、࠶る学校が地理と地学を⼥合ࡓࡏࡉ「SSH地⌫⛉学」という

学校タᐃ⛉┠をタࡅ、地理と地学の教員が協ຊࡋて᪂ࡋい⛉┠をᒎ㛤ࡋているという事例も紹介

。ࡓࡋࡲࢀࡉ

今ᅇの協議会は⚾にとࡗてึࡵての参ຍ࡛ࡓࡋが、㠀ᖖに᭷ព⩏࡛、学びのከい機会となりࡲ

。ࡍ以上࡛。ࡓࡋ

࠙ᮧᯇᗙ長ࠚ

඲ᅜ協議会のᵝᏊというࡇと࡛、ඛ進的に取り組ࢀࡲてる学校、ࢀࡑからࡓࡲⰍࠎな࠾ᝎࡳ➼

のඹ᭷ྵࡈࡵ報告࠶りがとうࡊࡈいࡓࡋࡲ。

。うかࡻࡋ࡛ࡍࡲࡁ㢪い࡛࠾、は、次に飯田風越㧗校のຍ藤ඛ生࡛ࢀࡑ

࠙㣤田㢼㉺高➼学校 加⸨教諭ࠚ

飯田風越㧗校のຍ藤࡛ࡍ。本日は、⣲ᬕらࡋいࡈⓎ⾲のᩘࠎを࠶りがとうࡊࡈいࡓࡋࡲ。大ኚ

参⪃になりࡓࡋࡲ。⚾からは、飯田風越㧗校࡛７᭶ 18日に実施ࡓࢀࡉ「風越ࣟࢢーバࣝキࣕンプ」

についてࡈ報告いࡍࡲࡋࡓ。

て㛤ദࡋーシップのⓙᵝと協ຊ࢙ࣟࣇは、本校がẖ年、␃学「ーバࣝキࣕンプࣟࢢ風越」のࡇ

学␃、ࡁࡔࡓ᮶校いࡈにࠎ名の学生の方ᩘࡓࢀࡉᾏእ進学を⤒㦂ࡸᾏእ␃学。ࡍている⾜事࡛ࡋ

体㦂をඹ᭷ࡋていࡃࡔࡓイ࣋ントとなࡗて࠾りࡍࡲ。

今年度は、本校から 38名、㏆㞄の飯田㧗校から㸳名の生ᚐが参ຍࡓࡋࡲࡋ。⤊஢ᚋには、生ᚐ

参ຍ者の୰には୰学校᫬代のྠ⣭生との෌会、ࡓࡲ。ࡓࡋࡲࢀるጼもぢらࡍが✚ᴟ的に㉁ၥࡕࡓ

も࠶り、௚校生との஺ὶのሙにもなࡗていࡓよう࡛ࡍ。

᮶年度以㝆は、୰学生にも㛤ᨺࡍるணᐃ࡛計画を進ࡵて࠾りࡉ。ࡍࡲらに、卒業生ࡸ地域の方ࠎ

にもࡈ協ຊいࡁࡔࡓながら、よりᗈがりの࠶る取組とࡋてᒎ㛤ࡋていࡇࡃとも᳨ウࡋて࠾りࡍࡲ。
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࠙ᮧᯇᗙ長ࠚ  

。ࡓࡋࡲいࡊࡈりがとう࠶報告ࡈ

␃学⤒㦂を⮬校の生ᚐࢇࡉとのඹ᭷࡛ࡅࡔなࡃ、୰学生にも㛤ᨺࡋていࡃという࠾ヰが࠶りࡲ

。かࡍࡲいࡷࡋࡗていら࠼⪄࡛ࢪのようなイ࣓ー࡝、が、ල体的にはࡓࡋ

࠙㣤田高校ࠚ

今はࡔࡲアイディアẁ㝵࡛ࡍが、㏆㞄の୰学校の方にも࠾▱らࡏをࡋていࡃというឤࡻࡋ࡛ࡌ

うか。ᩘ年๓に、୰学生も参ຍࡇࡓࡋとが࠶りࡋࡲて、⤖構ዲホ࡛ࡓࡋの࡛ࡇういう⣲ᬕらࡋい

機会を、本校の生ᚐ࡛ࡅࡔはなࡃて、௚校の生ᚐにも一⥴に体㦂ࡋてもらうࡇとを⪃࠼ていࡍࡲ。

࠙ᮧᯇᗙ長ࠚ

てࡅ実⌧にྥࡦࡐ、の࡛ࡍࡲឤ度が㧗い୰学生もいるとᛮいࡸពḧ。ࡓࡋࡲいࡊࡈりがとう࠶

取り組࡛ࢇいࡤࢀࡅࡔࡓとᛮいࡍࡲ。

࠙ᮧᯇᗙ長ࠚ

。ࡍࡲとᛮいࡤࢀࡅࡔࡓていࡏࡉヰを࠾ࡋてᑡࡋとࡵとࡲは、⚾の方から࡛ࢀࡑ

本日は、事ົᒁからࡇの事業がఱを┠指ࡍのかについて説明が࠶りࡓࡲ。ࡓࡋࡲ、江幡ᵝから

は、学⛉を越ࡓ࠼ඛ生方ࡸ生ᚐの஺ὶᣑ大が௰㛫࡙ࡃりにつながり、㠀ᖖにព⩏深いと࠾ヰいࡓ

。ࡓࡋࡲࡁࡔ

⚾は県内㧗校の෌⦅に関ࡗࢃていࡍࡲが、ඛ日⚟井県࡛」ᩘの職業⣔学⛉を෌⦅ࡓࡋ㧗校の事

例をఛいࡓࡋࡲ。෌⦅はᅔ㞴もከいものの、␗なる学⛉が㞟ࡲるࡇと࡛生ᚐが生ࡁ生ࡁとࡍると

いうヰが༳㇟的࡛ࡓࡋ。

野沢北㧗校のⓎ⾲࡛♧ࡓࢀࡉ「ゆるい繋がり」は、↓理なࡃ஺ὶを進ࡵるࡵࡓに㔜要ࡔとឤࡌ

㧗校෌⦅の事例からも、学校。ࡍࡲࡋ⬟と࡛、஺ὶはより㐺ษに機ࡇࡴ生ᚐ主体࡛取り組。ࡍࡲ

㛫の஺ὶࡸ協働にはඹ㏻Ⅼが࠶るとᛮいࡓࡋࡲ。

探究の〈野ᣑ大については、県のポータࣝサイトとྛ校の取組事例を࡝う⤖びつࡅるかが今ᚋ

の課題࡛ࡻࡋうか。ࡓࡲ、ከᵝな௚者とのᑐヰの㔜要ᛶについて、上田㧗校の⥅⥆的なサミット

アイデアが生ࡸいどⅬࡋと࡛᪂ࡇるࡍ運営ഃを⤒㦂。ࡍࡲり࠶ඹྠ運営の取組は㠀ᖖにព⩏がࡸ

もの㝃ᒓ学校࡛も࡝⚾。ࡍࡲいとᛮいࡓࡁࡔࡓていࡵ進ࡦࡐඹྠ運営は、ࡵࡓるࢀࡲ STEAM 探究

をᕷ❧長野㧗校ࡸ屋代㝃ᒓ୰学校と連携ࡋ、௻画・運営を学校ࡈとに㡰␒࡛担当ࡋ、生ᚐ主体࡛

進ࡵていࡇ。ࡍࡲうࡍるࡇと࡛年度ࡈとに≉Ⰽが出て、ྛ校が⮬ศ事とࡋてᤊ࠼らࢀるようにな

。ࡍࡲ࠼⪄とࡔのⅬ࡛もඹྠ運営は㠀ᖖに㔜要ࡇ。ࡍࡲࡁていࡗ

小村ᵝからは、ALネットワークᣑ大と DXࣁイスクーࣝ事業࡬の⛣⾜についてヰが࠶りࡓࡋࡲ。

今ᚋ、ᅜの方㔪を㋃࠼ࡲ、事業のཎⅬを෌確認ࡋ、「生ᚐのࡵࡓにఱを┠指ࡍのか」をᨵࡵて議ㄽ

を進ࡵてもらࡤࢀ࠼とᛮいࡍࡲ。学⛉⤫合の事例࡛も、生ᚐがኚࢃるࡇと࡛ඛ生方もኚࢃるとゝ

。ࡍとが㔜要࡛ࡇるࡍ方ྥをඹ᭷ࡁ࡭ࡴ進、ࡋᶆを明確に┠。ࡍࡲࢀࢃ

ネットワークの᭱㐺化については、ネットワークにຍࢃる౯್を࡝う⮬ศ事とࡋてᤊ࠼らࢀる

か、今ᚋᕤኵがᚲ要࡛࠶り、ࡇのⅬについても今ᚋ一⥴に議ㄽ࡛ࡤࢀࡁとᛮいࡍࡲ。
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野沢北㧗校ᵝのⓎ⾲࡛は、サポーター制度と「ゆるい繋がり」の㔜要ᛶが♧ࡓࡋࡲࢀࡉ。ᚋ༙

のミニ探究 DAY は、生ᚐが探究を体㦂ࡍるⰋい機会࡛、௚校にもᗈࡓࡵい取組࡛ࡍ。大学生サポ

ーターの活用もὀ┠࡛ࡓࡲ。ࡍ、杉浦ᵝからは、ᡂຌ事例࡛ࡅࡔなࡃ「ኻᩋのඹ᭷」が㔜要との

。ࡓࡋࡲࡁࡔࡓຓゝもいࡈ

杉浦ᵝから課題とࡋてࡈ指᦬いࡓࡋࡲࡁࡔࡓが、学校༢఩࡛࡛ࡇࡓࡁとࡸ඲体࡛ඹ᭷࡛ࡁるࡇ

とをᩚ理ࡋ、「ࢀࡇは඲体とࡋてⰋかࡓࡗ」というඹ㏻化をᅗるࡇとについて࡛ࡇ。ࡍのࡇとにつ

いては、次ᅇ࡛ࡲのᐟ題とࡋて⚾も⪃ࡓ࠼いとᛮいࡍࡲ。

DXを活用ࡋながら、࡝のように生ᚐの学びをより一ᒙᗈげていࡃのかという WWLのキーコンセ

プト、ࡇのⅬはᦂるがないとはᛮいࡍࡲ。今ᚋは ALネットワークの方ྥᛶについての情報ᩚ理が

ᚲ要࡛ࡻࡋうか。ALネットワークをᣢつࡇとの౯್、ALネットワークに参画ࡍるࡇとのព⩏、ࡑ

るかのᕤኵが今ᚋの課題になるとᛮい࠼てもらࡋ協ຊ、࠼てᤊࡋのように⮬ศ事と࡝てྛ校がࡋ

。ࡍࡲ

上田㧗校からは඲ᅜ連⤡協議会のࡈ報告とࡋて、ᾏእΏ⯟㈝の㧗㦐が඲ᅜ的な課題࡛࠶るࡇと、

ᩥ理ᶓ᩿の学びの事例について࠾ヰいࡓࡋࡲࡁࡔࡓ。

ᩥ理ᶓ᩿の学びについては、ಙᕞ大学教育学部࡛は᫖年度から地域ᯟをྵࡴ総合㑅ᢤを導ධࡋ、

今年度は㸯年生を㏄ࡓࡋࡲ࠼。⤖果とࡋて、学生のពḧが㠀ᖖに㧗ࡃ、Ⰻい取組ࡔとឤࡌていࡲ

ても、今ᚋࡋ大学と。ࡍ取組が㔜要࡛ࡸには、㧗校ẁ㝵࡛の学びࡵࡓ学生を育てるࡓࡋうࡇ。ࡍ

総合㑅ᢤのᯟをࡉらにᣑ大ࡋ、探究に✚ᴟ的に取り組ࡔࢇ生ᚐが大学࡛も活㌍࡛ࡁる㐨をᗈげࡓ

いと⪃࠼ていࡍࡲ。

飯田風越㧗校の㧗校࡛の取組を୰学生࡬㛤ᨺࡋていࡃという࠾ヰは、探究の᭦なる活ᛶ化に繋

がるもの࡛ࡕࡓ⚾。ࡍも㧗校生ྥࡅに「My探究」ㅮ座を実施ࡋ、県内እからከࡃの参ຍが࠶りࡲ

り、生ᡂ࠶࡛「方ࡵ進」課題は「ၥいの❧て方」と。ࡓࡋ AIを活用ࡓࡋᨭ᥼ࡸ、専門ศ野のඛ生

による探究の進ࡵ方のㅮ⩏を⾜ࡗていࡇ。ࡍࡲうࡓࡋ大学の関ࢃりは WWL 事業にも㈉⊩࡛ࡁると

ឤࡌていࡍࡲ。

探究のၥいがᮍ᮶を㛤ࡃというどⅬ࡛、ࡇの事業を進ࡵていࡓࡁいとᛮいࡍࡲ。資料は県教委

を㏻ࡌてྛ校に㏦௜ࡍࡲࡋの࡛、ࡦࡐ参⪃にࡋてࡉࡔࡃい。

本年度の事業がࡉらに඘実ࡋていࡇࡃとを㢪ࡗて࠾りࡍࡲ。

カリキュラムアドバイザーᵝ、委員のⓙᵝ、本当に࠾ᛁࡋい୰࠶りがとうࡊࡈいࡓࡋࡲ。

ࡲいとᛮいࡓࡋࡋᡠ࠾は進⾜を事ົᒁに࡛ࢀࡑ。ࡓࡋࡲいࡊࡈりがとう࠶、参ຍ校のⓙᵝ、ࡓࡲ

。ࡓࡋࡲいࡊࡈりがとう࠶協ຊࡈ。ࡍ

࠙㐍行ࠚ

村松ᵝ、スムーࢬな議事進⾜、࠶りがとうࡊࡈいࡓࡋࡲ。

。ࡍࡲり࠶実施機関から㏣ຍ説明が、࡛ࡇࡇ

࠙実施機関ࠚ

ⓙᵝ、活Ⓨなࡈពぢ、本当に࠶りがとうࡊࡈいࡓࡋࡲ。実施機関からの説明について⿵㊊ࡏࡉ

ていࡍࡲࡁࡔࡓ。
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本県の ALネットワークの参画校࡛ࡍが、ࡑのᩘはῶࡗては࠾り࡛ࢇࡏࡲ、令和２年度当ึより

も増࠼て、⌧ᅾ 18校の連携校࡛構ᡂࡋて࠾りࡍࡲ。一方࡛、ඛࡋ⏦࡝࡯上げࡓࡋࡲ北㝣᪂ᖿ⥺サ

ミットをはࡵࡌᵝࠎな WWL に関ࡍる事業ࡸイ࣋ントについて、以๓はもうᑡࡋ連携校からの参ຍ

がࡓࡗ࠶の࡛ࡍが、᭱ ㏆はᑡࡎࡋつῶࡗてࡁているឤが࠶るというࡇと࡛ࡊࡈいࡍࡲ。ᘬࡁ⥆ࡁ、

ከࡃの連携校が AL ネットワークに参画ࡋている࣓リットをឤࡌらࢀるように事業をᒎ㛤ࡋて参

りࡓいとᛮいࡍࡲ。よ࠾ࡃࡋࢁ㢪いい࠶。ࡍࡲࡋࡓりがとうࡊࡈいࡓࡋࡲ。

㛢会行事

・学びのᨵ㠉ᨭ᥼課 ๓ᒣ主ᖿ指導主事からᚚ♩の挨拶

・事ົ連⤡（事業担当者連⤡会）
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令和７年度長野県 WWLコンソーシアム構築支援事業

「個別最適な学習環境の構築に向けた研究開発事業」第２回運営指導委員会 議事録

期 日 令和８年１月 27日（火）14時 00分から 16時 00分まで

場 所 教育委員会室  オンライン併用

参加者 (敬称略 50音順)

○運営指導委員

  村松浩幸（座長）、坪谷ニュウエル郁子（副座長）、

江幡智宏、佐藤和紀、杉浦太一

○カリキュラムアドバイザー

小村俊平

○学校関係者

【 提 供 校 】上田、野沢北、伊那北、松本県ケ丘、蘇南

【被提供校】須坂、篠ノ井、屋代、上田染谷丘、諏訪清陵、諏訪二葉、

飯田、飯田風越、（管理職及び担当者）

○実施機関

長野県教育委員会 教育長以下６名、総合教育センター情報産業教育部専門主事２名

１ 開会行事

  実施機関挨拶（武田教育長）

  出席者紹介

  資料・日程確認

２ 議事

⑴ 今年度の事業報告について（実施機関）

今年度の重点項目に関する下記の事業報告について説明

  【報告概要】

・ICT活用で学校・教員・生徒・外部機関をつなぐ学びのネットワークを推進

・オンライン講座やフォーラムで探究活動の裾野拡大・発信力強化

・全国高校生フォーラムやグローバルカフェ等で多様な交流・発表の場を提供

・海外進学・留学支援や現役海外大学生によるメンタリングを実施

・オンライン合同授業や ICT教材共有を推進

・新しい教員研修や遠隔教育配信センター整備に着手

・ALネットワーク最適化・プログラム伝播、ルーブリックの見直しを実施

⑵ 関係高等学校からの報告（提供校）

  蘇南高校、伊那北高校、野沢北高校、松本県ケ丘高校、上田高校から今年度及び３年間の

事業に係る取組について報告。
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  【報告概要】ͤヲ⣽ࡣ「提供校㸳校のྲྀ⤌」࣌ーࢪグ㍕のࢫライࢻ㈨ᩱ参↷

・ྛ校ࡀ≉Ⰽ࠶る教育実㊶をᒎ㛤し、県ෆ外・海外の学校や機関࡜㐃ᦠして学⩦ࢥンࢸ

ンࢶを提供。

・オンライン配信や࣏ータルࢧイトを活用しࡓ発表・教材提供を実施。

・௚校や大学、海外校࡜の交流・合同授業・発表会を✚ᴟⓗに⾜い、多様な学びや༠ാ

を推進。

・海外研修や国㝿交流を㏻ࡌて␗ᩥ化理ゎやグローバルなど野を育ᡂ。

・AI活用やࢪࢹタル教材、ⱥㄒによる発表な࡝、ඛ進ⓗな学びの機会ࡶ提供。

և 㸱年㛫の事業研究のᡂᯝ࡜ㄢ㢟について（実施機関）ͤヲ⣽ࡣ pp.    の㈨ᩱ参↷

WWL 事業で育ᡂしࡓい生徒ീにᇶ࡙いてసᡂしࡓルーブリックによる生徒アンケートの

ศᯒ⤖ᯝからᚓらࡓࢀᡂᯝやㄢ㢟、事業ᡂᯝの今ᚋの活用について説明。

㸱 運営指導委員にࡿࡼ指導࣭ຓゝ

【ᮧᯇᗙ長】

本年度のᡂᯝや今ᚋのㄢ㢟について、生徒のࢹータや様子を交࠾ࡓ࠼ヰをい࡜ࡀࡾ࠶、ࡁࡔࡓ

指導やࡈカリキュラムアドバイザーのⓙ様からの࡜運営指導委員、ࡣからࡇࡇ。ࡓしࡲいࡊࡈ࠺

。すࡲ㢪いし࠾坪谷様、ࡎࡲ。すࡲᛮい࡜いࡓし࡜ຓゝ、ព見交᥮の᫬間ࡈ

【ᆤ㇂๪ᗙ長】

長野県の教育活動の඘実ࡾࡪ、ྛ 学校࠾よびඛ生᪉のࡈດ力࡜実⾜力に῝ࡃឤ㖭をཷࡲࡅしࡓ。

イト等を活用してࢧータル࣏、ࡎらࡲ࡝࡜県ෆにࡦࡐ、から࡜ࡇているࡗࡀ上ࡀのᡂᯝ࡝࡯ࢀࡇ

日本全国に長野県の取組を発信するᕤኵをࢀࡉる࡜ࡇで、県外や日本全యにᑐしてࡶⓙ様の活動

本事業ࡶのの、௚国にࡶる࠶ࡣらに、ゝㄒのㄢ㢟ࡉ。すࡲᛮい࡜のになるࡶなព⩏をᣢつࡁ大ࡀ

の取組を発信していࡓࡁࡔࡓい࡜ឤࡲࡌしࡓ。

ࡕ力ࠖに関する点に強い関ᚰをᣢࡃᢤࡾやࠕに≉、ࡕ࠺ㄢ㢟のࡓていࢀらࢀ報告でゐࡈ、ࡓࡲ

ࡾやࡀ生徒、࠼のか、支援యไを整ࡃにゎỴしてい࠺のよ࡝のㄢ㢟をࡇࡀ今ᚋ、長野県。ࡓしࡲ

ᢤࡃ力を育ᡂしていࡃのか、ὀ目してࡲࡾ࠾す。ࡣࢀࡇ㠀認▱⬟力に関ࢃるࡶのでࡾ࠶、㏆年、

現代の子供ࡕࡓにやࡾᢤࡃ力ࡀᙅࡃなࡗてࡁているࡶ࡜ࡇㄢ㢟の一つ࡜なࡗていࡲす。今ᚋ、長

野県࡝ࡀのよ࠺に取ࡾ組ࢇでいࡃのか、ᘬࡁ⥆ࡁὀどしてࡲいࡲࡾす。⚾⮬㌟、ࢀࡇらの活動の

一➃に関ࢃるࡀ࡜ࡇで࡜ࡇࡓࡁをගᰤにᛮいࡲす。以上です。

【ᮧᯇᗙ長】

指ࡈ力ࠖについてのࡃᢤࡾやࠕຓゝ、≉にࡈ報告や、発信の᪉ἲに関するࡈでの実㊶のࡲࢀࡇ

᦬をいࡊࡈ࠺࡜ࡀࡾ࠶、ࡁࡔࡓいࡲしࢀࡑ。ࡓでࡣ、江幡委員、よࢁし࠾ࡃ㢪いいࡓしࡲす。

ࡈࡶ力ࠖ等ࡃᢤࡾやࠕして発信の᪉ἲからࡑ、での実㊶のヰࡲࢀࡇ。ࡓしࡲいࡊࡈ࠺࡜ࡀࡾ࠶

ຓゝいࡲࡁࡔࡓしࡲࡁ⥆。ࡓして、江幡委員、いかࡀでし࠺ࡻか。
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【Ụᖭ委員】

๓༙のࡈ報告をཷࡅ、学校ෆでの学び࡜い࠺ᇶ♏学力の重せᛶࡣゝࡲ࠺でࡀࢇࡏࡲࡾ࠶ࡶ、௚

校や大学生、ᆅᇦの௻業の᪉࡜ࠎの交流を㏻ࡌて、学校ෆࡅࡔでࡣᚓらࢀない▱見にゐࢀる機会

しࡓ認㆑いࡃの重せᛶを強࡜ࡇⓗに機⬟する⥆⥅ࡀイクルࢧな࠺のよࡑ、࡜ࡇているࢀらࡅタࡀ

てࡗ会ேにな♫、ࡀㄢ㢟についてです࡜での活動のᡂᯝࡲࢀࡇࡓࢀら࡭ᚋ༙で㏙、ࡓࡲ。ࡓしࡲ

のඛのࡑ、ࡀる程度ྍ⬟です࠶ࡣ࡜ࡇして理ゎする࡜す。▱㆑ࡲࢀらࡅ見ཷࡃ多ࡀ同様のㄢ㢟ࡶ

い࡜出す力ࡳや、ᣢ⥆ⓗに⾜動する力、最ึの一Ṍを㋃ࠖ（出すࡾロから㸯を๰ࢮ）ࢳロイࢮࠕ

現ࡀるの࠶な力でࡕࡀ୙㊊しࡶいて࠾同᫬に、♫会ேに࡜る࠶るே材ീでࡵồࡀ௻業、ࡣ点ࡓࡗ

≧です。しࡗࡀࡓて、ࢀࡇらのㄢ㢟にᑐしてࡣ、ᘬࡁ⥆ࡁ♫会活動࡬のཧຍをಁすな࡝、生徒の

活動をᚋᢲしするᕤኵをなࡉる࡜Ⰻいのでࡲ࠼⪄࡜ࡣす。ᚲࡎしࡶ新ࡓにプロࢪェクトを❧ࡕ上

、ているのかࡁఱに㈉⊩でࡀで、⮬㌟࡜ࡇ᫬間をᣢつࡃ⨨ᆅᇦの活動に⮬ら㌟を、ࡃなࡣるᚲせࡆ

ఱࡀでࡁるのかを⪃࠼るዎ機࡜なるのでࡣないでし࠺ࡻか。ࡓࡲ、๓ᅇの会㆟でࡶヰ㢟࡜なࡓࡗ

༞業生࡜の交流について、ྛ校の༞業生ࡀ現ᅾ࡝のよ࠺な活動をして࡝、ࡾ࠾のよ࠺にᡂ長して

いるのかを▱るࡵࡓのインタࣅューや情報ࡤࢀ࠶ࡀ、現役高校生にࡗ࡜て࡜てࡶཧ⪃になる࡜ᛮ

いࡲしࡓ。以上です。

【ᮧᯇᗙ長】

๓に進ࡴ力や新ࡓなࡶのを๰出する力、ࡑしてᣢ⥆力ࡣ、௻業に࠾いてࡶồࡵらࢀる重せな資

㉁・⬟力で࠶る࡜のࡈ指᦬をいࡊࡈ࠺࡜ࡀࡾ࠶、ࡁࡔࡓいࡲしࡓࡲ。ࡓ、༞業生の㏣㊧や交流に

関するࡈ提᱌ࡶいࡲࡁࡔࡓしࢀࡑ。ࡓでࡣ、⥆いて佐藤委員、࠾㢪いいࡓしࡲす。

【బ⸨委員】

高校のඛ生᪉による実㊶ࡣ多ᒱにࡾࡓࢃ、取組の多様ࡉやᗈࡾࡀを強ࡃឤࡲࡌしࡓ。高校生に

≉、の୰でࡑ。すࡲࡾ࠾てࡌឤ࡜ないかࡣのでࡓࡗ࠶ⓗで、ពḧをႏ㉳する取組で่⃭ࡶてࡗ࡜

に༳㇟にṧࡓࡗ取組ࡀᗄつかࡲࡾ࠶しࡓ。

一つࡣ、伊那北高校にࡅ࠾るࢥラ࣎授業です。教⛉の見᪉・⪃࠼᪉を一つのࢶール࡜して活用

し、多様など点から探究を῝ࡵていࡃ実㊶ࡣ、様ࠎな見᪉や⪃࠼᪉をാかࡏなࡀら学びを῝ࡵる

点で、㠀ᖖにඃࡓࢀ取組で࠶る࡜ឤࡲࡌしࡓ。

日ᖖ生ࡣࡕࡓ⚾、ࡀすࡲᛮいࡣ࡜る࠶ࡶない場㠃ࢀらࡅ㑊ࡀでの指導ࡾ教⛉の⦪๭ࡶして࠺࡝

活の୰で、≉ᐃの᫬間࡜ࡈに一つの教⛉の見᪉や⪃࠼᪉ࡅࡔを用いて生ࡁているࡅࢃでࡲࡾ࠶ࡣ

᪉をྍ࠼⪄・見᪉、࡜る࠼ࡲを㋃࡜ࡇ᪉を用いて生活している࠼⪄・日㡭から多様な見᪉。ࢇࡏ

⬟な㝈ࡾ教⛉ᶓ᩿ⓗに活用し、教⛉で⩦ᚓしࡓ学びを探究に生かしてい࡜ࡇࡃで、よࡾオーセン

の点で、大ኚព⩏῝いࡑ。すࡲ࠼⪄࡜ないかࡣのでࡃていࡗࡀック（本≀の）な学びにつな࢕ࢸ

取組で࠶る࡜ឤࡲࡌしࡓ。

生ᡂࡣ上田高校で、ࡓࡲ AIを活用しࡓ実㊶࡜ࡓࢀࢃ⾜ࡀの࡜ࡇですࡀ、⚾⮬㌟ࡶ県ෆで高校生

をᑐ㇟に生ᡂ AIに関する講⩏や講座を⾜࠺機会ࡲࡾ࠶ࡀす。ࡑの୰で、生ᡂ AIの活用ࡀ今ᚋ๓

提࡜なࡗていࡃ一᪉で、౛ࣁࡤ࠼ルࢩネーࣙࢩンやエࢥーࢳェンバー、フ࢕ルターバブル࡜いࡗ
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、ࡵࡓのࡑ。すࡲࡾ࠾༴᝹して、ࢀらࡅ見ཷࡶ༑ศでない≧ἣࡀ高校生の理ゎ、ࡣᴫᛕについてࡓ

。すࡲ࠼⪄࡜る࠶㠀ᖖに重せでࡀ࡜ࡇࡪᴟⓗに学✚ࡀ生徒ࡶෆᐜについてࡓし࠺ࡇ

全య࡜して、探究を重どしࡓ取組ࡣ大ኚ⣲ᬕらしいࡶの࡜ࡔឤࡲࡌしࡓ。一᪉で、今ᚋのㄢ㢟

す。探究の取組にࡲᛮい࡜いࡓࡆ᪉について一つ提᱌を⏦し上ࡾして、取組の整理や表現のᅾ࡜

ついてࡣよࡃ理ゎでࡲࡁしࠕ、ࡀࡓಶู最適な学⩦⎔ቃࠖ࡜い࠺ほ点࠺ࡶ、ࡀ一Ṍ明確に♧ࢀࡉ

てࡶよいのでࡣないか࡜ឤࡲࡌしࡓ。

探究にࡣ一ᩧ探究やグループ探究、ಶே探究な࡝様ࠎなᙧែࡲࡾ࠶ࡀすࠕ、ࡀಶู最適な学びࠖ

࠶ࡶ᫬間のไ⣙ࡣす。本日ࡲࢀら࠼⪄࡜る࠶ಶே探究でࡣなるの࡜୰ᚰ、࡜ほ点からする࠺い࡜

生徒一ே一ேの、ࡀすࡲᛮい࡜ࡓࡗ࠶୰ᚰでࡀ発表ࡈ全యീについてのࡣ校のඛ生᪉からྛ、ࡾ

学びに着目しࡓ場合、ࡇࡑにࡣᚲࡎ多様ᛶࢀࡒࢀࡑ、ࡾ࠶ࡀにⴱ藤やリフࣞクࣙࢩン、㑅ᢥやỴ

ᐃの㐣程ࡎࡣࡓࡗ࠶ࡀです。࠺ࡑしࡓ一ே一ேのⴱ藤や学びの㐣程ࡀ見࠼てࡃる࡜ࡇで、࡝の部

ศでಶู化ࡀᅗら࡝、ࢀのよ࠺にಶᛶࡀ発᥹ࢀࡉていࡓのか、ࡑ、ࡓࡲのࡵࡓに実㊶上࡝のよ࠺

なᕤኵやࢸࢫࢩム化ࡓࢀࢃ⾜ࡀのかࡀ明らかになࠕ、ࡾಶู最適な学⩦⎔ቃのᵓ⠏ࠖ࡜࡬つなࡀ

ど点で整理して࠺い࡜ಶู最適なࠖࠕࡾな㝈⬟ྍ、ࡣ今ᚋ。ࡓしࡲࡌឤ࡜ないかࡣのでࡃていࡗ

いࡀ࡜ࡇࡃ有ຠでࡣないかࡲ࠼⪄࡜す。

⚾からࡣ以上です。本日ࡊࡈ࠺࡜ࡀࡾ࠶ࡣいࡲしࡓ。

【村松座長】

教⛉の見᪉、⪃࠼᪉を࡝のよ࠺に⤡ࡵて࡝のよ࠺に進ࡵていࡃか、生ᡂ AIについてࡶ、ᇶ♏ⓗ

な部ศのᑐᛂࡀᚲせでࡣないか。ࡑしてಶู最適な学⩦についてのᑐᛂ、᳨ウについてࡈࡶຓゝ

いࡲࡁࡔࡓしࡓ。でࡲࡁ⥆、ࡣして杉浦委員、࠾㢪いしࡲす。

【杉浦委員】

ⓙ様のࡈ発表をᣏ⫈し、長野県の取組ࡀ㠀ᖖに進化している࡜ࡇにឤ㖭をཷࡲࡅし2022。ࡓ年

度に探究ࡀไ度化ࢀࡉる以๓から、ྛ学校で多様な取組ࡳ✚ࡀ重ࡡらࢀて࠺ࡀ࡜ࡇࡓࡁか࠼ࡀ、

日ࠎ多ࡃの学校を訪ၥする୰でࡶ、長野県の実㊶ࡣ⩌をᢤいている࡜ឤࡲࡌす。

大ࡀయ⮬࡜ࡇているࢀࡉ஫に共有┦ࡀ県教育委員会全యの≺い࡜な場で、ྛ校の取組࠺のよࡇ

ኚព⩏῝いࡲ࠼⪄࡜す。⚾なࡾに整理しࡲすࡎࡲ、࡜学校࡜ࡈに多様な取組ࡀᒎ㛤ࢀࡉているẁ

㝵ࡾ࠶ࡀ、ḟにࢀࡑらの取組ࡀ共有ࡉ、ࢀࡉらにຠᯝࡀᐃ㔞ⓗにㄪᰝࢀࡉているẁ㝵࡜࡬進ࢇで

いる࡜ឤࡲࡌしࡇ。ࡓのよ࠺にしてࣞ࣋ルࡀ上ࡗࡀていࡃの࡜ࡔᛮいࡲすࡀ、重せなのࡣ、ྛ校

ている≧ែࡵにಶᛶを活かして取組を進࡜ࡈら、学校ࡀなࡕな目ⓗにᑐするᖐᒓព㆑をᣢࡁ大ࡀ

です。ࡀࢀࡇ、බ❧高校に࠾いて、県教育委員会ྛ࡜校の関係ᛶの୰で࡝のよ࠺にᵓ⠏でࡁるか

して࡜らに⣲ᬕらしいᬒⰍࡉ、らの取組を目にしࢀࡇ。すࡲ࠼⪄࡜る࠶て重せなㄢ㢟でࡵᴟ、ࡀ

᝿ീするࡀ࡜ࡇでࡓࡁのࡀ本日の会㆟でしࡓ。

大ࡁな目ⓗ࡬のᖐᒓព㆑をࡀࢀࡒࢀࡑᣢつ࡜いࡣ࡜ࡇ࠺、ྛ校࡜ࡈのᑐヰࡾ࠶ࡀ、ಶᛶを活か

しࡓಶูの学びの目ⓗや学校の教育目ᶆ࠶ࡀるの࡜ࡔᛮいࡲすࡀ、長野県全య࡜しての大ࡁなᯟ

組ࡳやࢥンセンࢫࢧ、すなࡕࢃ合ពᙧᡂを࡝のよ࠺にᅗるかについてࡣ、やࡾࡣᑐヰなࡃしてࡣ
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実現でࡁないࡲ࠼⪄࡜す。大ࡁな目ⓗ࡬のᖐᒓព㆑を㔊ᡂするࡵࡓにࡣ、ྛ校࡜ࡈのᑐヰや合ព

ᙧᡂࡀ୙ྍḞでࡾ࠶、発表ࡅࡔでなࡃᑐヰの機会をいかにタࡅるかࡀ重せで࠶る࡜ឤࡲࡌしࡓ。

౛ࡤ࠼今ᅇ、実施機関からの報告の୰で、様ࠎな⾜事や施⟇ࡀ実施ࢀࡉていࡲすࢀࡑ、ࡀらを

全యの୰でフェー࡜ࡈࢬに࣐ッࣆングするࡀ࡜ࡇでࡁるࡲ࠼⪄࡜す。౛ࣃࡣࢀࡇࠕࡤ࠼ラࢲイム

に、県ෆで共࠺よࡓࡗい࡜るࠖ࠶ックイ࣋ントでࣙࢩ・࢕ࢸリアリࡣࢀࡇࠕるࠖ࠶フト⾜事でࢩ

㏻ゝㄒ࡜してㄒらࢀるよ࠺になࡤࢀ、ඛ生᪉ࡀ␗動によࡾ௚校࡬㉱௵ࡓࢀࡉ場合でࢀࡇ、ࡶらの

共㏻ゝㄒを㏻ࡌて長野県全యの学びの㉁࣎ࡀトムアップしてい࡜ࡇࡃにつなࡀるのでࡣないか࡜

す。３つのᰕやࡲ࠼⪄ 11の資㉁・⬟力࡜いࡓࡗᯟ組ࡳの୰で、ྛ取組࡝ࡀのࢥンࢸࣆンࢩーや教

㣴に資するࡶのかを明確にしつつࡶ、目ⓗに⦡らࢀすࡂて学びのഅ発ᛶࡀኻࢀࢃないよ࠺配៖し

なࡀら、࠺ࡇして大ࡁなࡾࡡ࠺をⓙで๰ࡾ出していࡀ࡜ࡇࡃ、㐃ᖏឤの㔊ᡂにࡶつなࡀる࡜ឤࡌ

。ࡓしࡲ

ຍ࠼て、学校࡜ࡈの≉ᚩ࡙ࡅについてࡶ重せࡲ࠼⪄࡜ࡔす。౛ࠕࡤ࠼県ケ丘࡜いࡤ࠼探究ࠖ࡜

い࠺ゝ葉ࡲࡾ࠶ࡀしࡇ。ࡓのゝ葉をཷࡅてᛮい出しࡓのࡣ、アメリカのいࡺࢃるබ❧学校、ࢫク

ールࢫ࢕ࢹトリクト࡜ゝいࡲすࡑ、ࡀの学༊の୰に࣐ࠕグネットࢫクールࠖ࡜い࠼⪄࠺᪉です。

ఱⓒ校࡜いࡓࡗ一つのࢫクールࢫ࢕ࢹトリクトの୰に学校ࡀᏑᅾしࡲすࢀࡒࢀࡑ、ࡀの学校ࡣಶ

ูに運営ࢀࡉていࡲす。ࡑのࢫクールࢫ࢕ࢹトリクト、つࡾࡲ教育委員会の୰で、ࡇࠕの学校࡜

㸤イン࢕ࢸࢩイバーࢲࡣの学校ࡇ࡜の学校ࡇࠕに強い学校ࠖࢬー࢕ࢹタࢫグローバルࡣの学校ࡇ

クルーࣙࢪンに強い学校ࠖ࡜いࡓࡗᙧで、࠶る程度≉ᚩ௜ࡀࡅなࢀࡉていࡲす。当↛なࡀら、ࡑ

の学校にࡣண⟬ࡶ配ศ࠺ࡑ、ࢀࡉしࡓ取組の推進ࡀᅗらࢀていࡲす。໅ົするඛ生᪉ࠕࡶ今⮬ศ

ࠎら日ࡀព㆑しな࡜ࠖࡔンに強いのࣙࢪ㸤インクルー࢕ࢸࢩイバーࢲࡣの学校ࡇ、にいてࡇࡇࡣ

の実㊶をࢀࡉていࡲす。ࢇࢁࡕࡶ主యࡣ生徒でࠕ、ࡾ࠶グローバルを強ࡅࡔࢀࡑࡤࢀࡵやࡤࢀい

いࠖ࡜い࡜ࡇ࠺でࢇࡏࡲࡾ࠶ࡣ。㸯ேࡾ࡜ࡦにᑐして最高の学びを提供するࡀ࡜ࡇ大ษですࡀ、

一᪉で、学校࡜ࡈにಶᛶ࠶ࡀる࡜ࡇで、ඛ生᪉ࡅྥࡀる力や取組の᪉ྥᛶࡀ明確になるഃ㠃࠶ࡶ

るのでࡣないか࡜ឤࡲࡌしࡓ。ྛ校のಶᛶࡀ明確になる࡜ࡇで、教員や生徒のព㆑や取組の᪉ྥ

ᛶࡀᐃࡾࡲやすࡃなるのでࡣないか࡜ᛮいࡲす。教育委員会ྛ࡜学校の఩⨨௜ࡅや役๭について

。ࡓしࡲᛮい࡜ないかࡣるのでࢀら࠼⪄して࡜᪉ࡾ࠶今ᚋのࡶ࡜ࡇな࠺よࡃ整理していࡶ

⚾からࡣ以上です。本日ࡣ㈗重なࡈ発表をいࡊࡈ࠺࡜ࡀࡾ࠶、ࡁࡔࡓいࡲしࡓ。

【ᮧᯇᗙ長】

合ࡓな目ⓗを目指しࡁ大、ࡓࡲ。ࡓしࡲࡁࡔࡓップについて、整理をいࢸࢫでの取組のࡲࡇࡇ

ពᙧᡂや、ᑐヰのᚲせᛶについてࡶ、ᴟࡵて重せな点で࠶る࡜ឤࡌてࡲࡾ࠾す。ࡉらに、フェー

、して࡜ḟのㄢ㢟、ࡶについてࡅᚩ௜≉ࡓいࡔࡓ指᦬いࡈングに関して、最ᚋにࣆの࣐ッ࡜ࡈࢬ

今ᚋ᳨ࡦࡐウしていࡓࡁいࡲ࠼⪄࡜す。

。すࡲしࡓ㢪いい࠾ࡃしࢁして、カリキュラムアドバイザーの小村様、よࡲࡁ⥆

【ᑠᮧアࣂࢻイࢨー】

なࡃᑡなࡀ࡜ࡇヰす࡜なる࡜最ᚋ、ࡾ࠾いてࡔࡓメントをいࢥࡓでⓙ様から大ኚ඘実しࡲࡇࡇ

࠺い࡜本当に⣲ᬕらしいࡀ長野県の取組、ࡣのࡓࡌឤࡎࡲ、㌟⮬⚾、ࡀすࡲࡾ࠶ࡶ㠃࠺ࡲてしࡗ
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。です࡜ࡇ

⚾⮬㌟ࡑࡶのよ࠺にឤࡌてࡲࡾ࠾すࡀ、௚県で委員な࡝をົࡵる୰でࡶ、長野県の取組ࡀヰ㢟に

上るࡀ࡜ࡇ多ࡃ、全国ⓗにࡶ認▱ࡀᗈࡗࡀてࡁている࡜ឤࡌていࡲす。

。すࡲᛮい࡜いࡓࡆメントを⏦し上ࢥ࡝࡯の上で、二点ࡑ

一つ目ࡣ、ḟのフェーࢬにྥࡅて、ඛ日、ᩥ 部⛉学┬ࡀ発表しࠕࡓネクࢫトࣁイࢫクールᵓ᝿ࠖ

イࣁトࢫネク、ࡶいて࠾の⮬἞యに࡝、点です。現ᅾ࠺い࡜かࡃに㐃ᦠしてい࠺のよ࡝今ᚋ、࡜

らࡵ進ࡀに活用するかについて、᳨ウ࠺のよ࡝る３年間３㸪㸮㸮㸮൨෇のண⟬をࡅ࠾クールにࢫ

。すࡲࡾ࠾ᢎ▱して࡜る࠶ている≧ἣにࢀ

遠隔教育や理ᩘ⣔ே材育ᡂ、学校間㐃、ࡣクールᵓ᝿のෆᐜࢫイࣁトࢫネク、ࡾ࠾࡜ᢎ▱のࡈ

ᦠなࡉࡲ、࡝に長野県ࡀ㹕㹕㹊事業で取ࡾ組ࢇでࡓࡁෆᐜを発ᒎࡏࡉるࡶのでࡾ࠶、ຍ࠼て、ࡇ

ル・ワーカーの育ᡂを強化ࣕࢩト・エッセンࢫアドバンࡓࡗなかࢀらࡇてࢀで༑ศに力をධࡲࢀ

する機会にࡶなࡾᚓるのでࡣないか࠼⪄࡜てࡲࡾ࠾す。

ネクࢫトࣁイࢫクールᵓ᝿にࡣ指ᐃ校のせ௳ࡀᐃࡵらࢀるഃ㠃ࡇ、ࡾ࠶ࡶの場でࡣ発ゝしにࡃ

い点࠶ࡶるか࡜ᛮいࡲすࡀ、ᕪし支࠼ない⠊ᅖでᵓいࢇࡏࡲので、ࡦࡐḟ年度以㝆、ࡇのネクࢫ

トࣁイࢫクールᵓ᝿を࡝のよ࠺に活用してい࠼⪄࠾ࡃなのか、࠾⪺かࡏい࡜ࡤࢀࡅࡔࡓᛮいࡲす。

二点目ࡣ、AI 活用に関する点です。実ࡣ⚾、᫖日ࡲで、ୡ⏺トップࣞ࣋ルの AI 学会ࢀࡉ࡜る

トリプルࠕ AI る࠶ウムでࢪン࣏ࢩࡓに教育に≉化し≉、ࡾ࠾国㝿学会にཧຍして࠺いࠖ࡜ EAAIに

。ࡓしࡲཧຍしていࡶ

㏆年、一部、ࡾ࠾࡜ᢎ▱のࡈ。ー教育の重せᛶですࢩラࢸAIリ、ࡀの一つ࡜ࡇࡓࡌの୰でឤࡑ

のࢪࢹタルඛ進国でࡣ 15ṓᮍ‶の SNS฼用をไ㝈する動ࡁなࡶ࡝見らࡲࢀすࡀ、教育࡜ SNSูࡣ

の㆟ㄽで࠶る࡜してࢪࢹ、ࡶタル全యをᚋ㏥ࡏࡉるのでࡣないか࡜い࠺ᠱᛕ࠶ࡶるか࡜ᛮいࡲす。

しかし、実㝿に学会にཧຍしてࡳる࡜、AIリࢸラࢩー教育についてࡣ、ྛ国でᘬࡁ⥆ࡁ様ࠎな実

。ࡓしࡲࡾศかࡀ࡜ࡇているࢀࢃ⾜ࡀ㊶

AIࡣ、直᥋ⓗに౑࠺場㠃ࡅࡔでなࡃ、最㏆でࡣ Googleの᳨⣴機⬟な࡝にࡶ組ࡳ㎸ࢀࡲてࡾ࠾、

目に見࠼ないࢁࡇ࡜でࡶᛴ㏿にᾐ㏱していࡲす。ࡑのࡵࡓ、AIリࢸラࢩー教育ࡀᚲせで࠶る࡜い

ࢀらࡵ進ࡣ学⩦指導せ㡿のᨵゞの୰で一部㆟ㄽࡶいて࠾日本に、ࡾ࠾てࢀࡉ国で共有ྛࡣ認㆑࠺

ていࡲすࡀ、ᨵࡵて㠀ᖖに重せな点で࠶る࡜ឤࡲࡌしࡓ。

࡝࡯の上で、ඛࡑ AIの౑い᪉に関する研修等の࠾ヰࡲࡾ࠶ࡶしࡀࡓ、⚾の༳㇟࡜してࡣ、日本

の AI教育ࡣややᢏ⾡ⓗなഃ㠃、すなࡕࢃ౑い᪉に重点ࡀ⨨かࢀているഴྥ࠶ࡀるよ࠺にឤࡌてい

ている౛ࢀධࡾ重どして取ࡾほ点をかなࡓࡗい࡜௵೔理や♫会ⓗ㈐、ࡣす。一᪉で、ㅖ外国でࡲ

。ࡓしࡲࢀ見らࡃ多ࡀ

ᢏ⾡ⓗなഃ㠃࡜೔理ⓗ・♫会ⓗなഃ㠃をูࠎにᢅ࠺のでࡣなࡃ、セットでᢅࡀ࡜ࡇ࠺ຠᯝⓗで

࠺౑ࡲࡲのࡑして࡜ールࢶ༢なる౽฼なࡣして、AI࡜⏤の理ࡑ、ࡀࡓしࡲࡾ࠶ࡶ発表࠺い࡜る࠶

のでࡣなࡃ、ᢈุⓗに理ゎしࡓ上で活用していࡀ࡜ࡇࡃ重せで࠶る、࡜い࠼⪄࠺᪉ࡀ⫼ᬒに࠶る

の࡜ࡔឤࡲࡌしࡓ。

ࡶゝ葉ࡓࡗい࡜ング࢕ࢹるオフローࡺࢃい、࠺ࡲてᛮ⪃を外部化してしࡗ㏆年、AIによ、ࡓࡲ

౑ࢀࢃるよ࠺になࡗていࡲすࡀ、౛ࢩࡤ࠼ン࣏࢞ールでࡣ、AIを౑࠺๓に⮬らヨ⾜㘒ㄗするࢸࠕ

フォー・AIࣅ・ンカリング࢕ 。すࡲ提ၐしていࡀン࣏࢞ール国❧教育研究ᡤࢩ、᪉を࠼⪄࠺いࠖ࡜
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学⩦のࡵࡓの AIの౑い᪉ࢪࣅ、ࡣネࢫにࡅ࠾る AI活用ࡓࡲࡣ࡜␗なるഃ㠃࠶ࡀる࡜ᛮいࡲすの

で、ࡇの点についてࡣ、今ᚋࡶⓙで㆟ㄽしなࡀらసࡾ上ࡆていࡃᚲせ࠶ࡀるศ野࡜ࡔឤࡌていࡲ

す。ࡦࡐ、長野県に࠾いてࡶ、様ࠎな実㊶ࡀ生ࢀࡲてい࡜ࡇࡃをᮇᚅしてࡲࡾ࠾す。以上です。

【村松座長】

ネクࢫトࣁイࢫクールᵓ᝿࡬の᥋⥆や、今ᚋのḟのࢸࢫップに関する࠾ヰ、ࡓࡲᚋ༙でいࡔࡓ

ࡓしࡲࡁ AIリࢸラࢩーに関するࡈ指᦬について、いࡶࢀࡎ㠀ᖖに重せな点をࡈ提♧い࠶、ࡁࡔࡓ

。ࡓしࡲいࡊࡈ࠺࡜ࡀࡾ

ຓࡈのࡃで、運営指導委員のⓙ様、ならびにカリキュラムアドバイザーのⓙ様から、多ࡲࡇࡇ

ゝをいࡁࡔࡓ、ㄔにࡊࡈ࠺࡜ࡀࡾ࠶いࡲしࡓ。

【村松座長】

いࡔࡓい࠾ࡓヰを㋃ࡲ࠼ࡲして、⚾の᪉からࡶᑡし࠾ヰしࡏࡉてい࡜ࡤࢀࡅࡔࡓᛮいࡲす。

ヰを࠾。ࡓしࡲいࡊࡈ࠺࡜ࡀࡾ࠶、高校のඛ生᪉、ࡁࡔࡓ発表をいࡈ⣲ᬕらしいࡣ本日、ࡎࡲ

ఛいなࡀら、資料࡜して整理ࡏࡉていࡲࡁࡔࡓしࢸ、ࡀࡓクノロࢪーを活用しࡓ学びや、学校の

ᯟを㉸ࡓ࠼オンライン授業な࡝、様ࠎなタイプの取組ࡀ見らࡲࢀしࡓ。

ࡊている一᪉で、ᆅᇦに᰿ࢀࢃ⾜ࡀのグローバルな交流や研修࡜ࠎ多様な国ࡴ海外をྵ、ࡓࡲ

しࡓ探究活動や࣑ニ探究࡜いࡓࡗ取組ࡾ࠶ࡶ、多様な▱見ࡓࢀࡉ♧ࡀ実㊶発表で࡜ࡓࡗ࠶ឤࡌて

いࡲす。ඛ࡝࡯委員のⓙ様から࠾ࡶヰࡲࡾ࠶ࡀしࡀࡓ、今ᅇの発表からࡣ、ྛ校に࠾いて年ࠎ✚

。ࡓしࡲࢀらࡌឤࡃ強ࡀᡂᯝࡓࡁてࢀらࡡ重ࡳ

しࡲࡁࡔࡓ説明いࡈてࡅアム事業について、事ົᒁから๓༙・ᚋ༙にศࢩーࢯンࢥらに、本ࡉ

ࡓࡁ確認でࡀ࡜ࡇているࡁてࢀして現࡜生徒のጼ、ࡀな取組のᡂᯝࠎでの様ࡲࡇࡇ今年度、ࡀࡓ

。すࡲていࡌឤ࡜

≉にᡂ長ࡀⴭしかࡓࡗ点࡜して、ᆅᇦに᰿ࡊしࡓ学びや、新しい౯್や♫会を๰㐀する力、ㄢ

㢟発見力࡜いࡓࡗ点ࡀᣲࡆらࡲࢀす。ࢀࡇらࡣ、今ᚋᨵゞࡀ進ࡵらࢀている学⩦指導せ㡿に࠾い

て、ḟの教育の୰で大ษにしていࡁ࡭ࡃど点࡜重なるࡶのでࡾ࠶、本事業の取組ࡉࡲࡀにࡇࡑに

↔点を当ててࡓࡁのでࡣないか࡜ឤࡲࡌしࡓ。

今ᚋの᪉ྥᛶについてࡶ、ඛ࡝࡯事ົᒁからࡈ説明いࡔࡓいࡾ࠾࡜ࡓ、ḟのࢸࢫップにྥࡓࡅ

様ࠎな᳨ウࡀ進ࡵらࢀているࡶのࡅཷ࡜Ṇࡵてࡲࡾ࠾す。

本事業のᡂᯝを、ࡲࢀࡇでの取組にࡵ࡝࡜る࡜ࡇな࡝、ࡃのよ࠺にḟにつなࡉ、ࡆらに発ᒎࡉ

ࡁࡔࡓព見をいࡈ㈗重なࡶす。委員のⓙ様からࡲ࠼⪄࡜る࠶なㄢ㢟でࡁ今ᚋの大、ࡀかࡃていࡏ

なࠎ様ࡶ今ᚋ、࡝の交流な࡜༞業生ࡣらにࡉ、や交流の඘実࡜ࡇࡃᡂᯝを発信してい、ࡀࡓしࡲ

ᙧで情報発信や情報共有をᗈࡆていࡀ࡜ࡇࡃ重せで࠶る࡜ឤࡲࡌしࡓ。

ࡃていࡆつな࡜࡬᪉を㍈に探究࠼⪄・教⛉の見᪉、ࡓࡗ࠶指᦬のࡈして࡜᪉ࡾ学びのᅾ、ࡓࡲ

らに探ࡉ、ࡵ探究の㉁を高ࡀ教⛉ᶓ᩿ⓗな取組、ࡾ࠶て重せでࡵしてᴟ࡜㑏ⓗな学び 、ࡣ࡜ࡇ

究での学びࡀ教⛉の学⩦にࡶ㑏ඖࢀࡉていࡃよ࠺な関係ᛶを⠏いていࡀ࡜ࡇࡃᚲせで࠶る࡜ᛮい

ࡀの学びࠎ生徒一ே一ேの学びのጼに着目し、ಶ、ࡶて、ಶู最適な学⩦について࠼ຍ。ࡓしࡲ

よࡲ῝ࡾるよ࠺、今ᚋࡶᘬࡁ⥆ࡁ取ࡾ上ࡆていࡀ࡜ࡇࡃ重せで࠶る࡜ឤࡲࡌしࡓ。
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生ᡂࡓࡗ࠶指᦬のࡈ佐藤委員ならびにカリキュラムアドバイザーから、ࡓࡲ AIの活用について

生ᡂ、ࡶです。大学生の様子を見て࡜ࡇ࠺い࡜る࠶重せでࡀーのほ点ࢩラࢸにリ≉、ࡣ AIࡣ᪤に

日ᖖⓗに活用ࢀࡉてࡾ࠾、高校生に࠾いてࡶ同様の≧ἣࡀᗈࡗࡀている࠼⪄࡜らࡲࢀす。࠺ࡑし

࠶୙ྍḞでࡀ࡜ࡇࡃー教育を重どしていࢩラࢸリ、࠺るよࡁで活用で࡜ࡶ୰で、ṇしい理ゎのࡓ

る࡜ᨵࡵてឤࡲࡌしࡓ。

㌟⮬⚾、ࡶ合ពᙧᡂやᑐヰの重せᛶについて、ࡾ࠾࡜ࡓいࡔࡓ指᦬いࡈらに、杉浦委員からࡉ

強ࡃ同ពするࢁࡇ࡜です。オンラインによる取組ࡣ฼౽ᛶやຠ⋡ᛶの㠃で有ຠで࠶る一᪉、᰿ᖿ

⪄࡜る࠶ᚲせでࡀ࡜ࡇࡃ㆟ㄽしてい࡜ࡾࡃࡗࡌᑐヰの୰でࡓࡵᑐ㠃をྵ、ࡣなる部ศについて࡜

࡜ࡇ機⬟するࡃࡲ࠺ࡀᑐヰࡓし࠺ࡇ、ࡀすࡲࡾ࠶ࡣㄢ㢟ࡓࡗい࡜す。多ᛁな≧ἣやᗈい県ᇦࡲ࠼

で、⥅⥆ⓗな取組࡜࡬つなࡗࡀていࡃのでࡣないか࡜ᛮいࡲす。

ている取組を整ࢀらࡡ重ࡳ✚の学校でࢀࡒࢀࡑ、ࡶについてࡅの≉Ⰽや≉ᚩ௜࡜ࡈ学校、ࡓࡲ

理し、共有していࡀ࡜ࡇࡃ今ᚋ重せになࡗてࡃるの࡜ࡔឤࡲࡌしࡓ。

ネクࢫトࣁイࢫクールᵓ᝿についてࡣ、ඛ࠾ࡶ࡝࡯ヰࡲࡾ࠶ࡀしࡀࡓ、DXࣁイࢫクールの取組

事౛࠺ࡇ、ࡵྵࡶしࡓ௙組ࡳをてࡇにしなࡀら、ಶࠎの取組にࡲ࡝࡜らࡎ、プラットフォームや

ネットワークを㏻ࡌてᗈࡆていࡀ࡜ࡇࡃ重せで࠶るࡲ࠼⪄࡜す。

い学びの実⿦ࠖ῝ࠕているࢀࡉ♧して࡜ている学⩦指導せ㡿の㦵᱁ࢀらࡵ進ࡀらに、現ᅾ㆟ㄽࡉ

多様ᛶのໟᦤࠕ ら学び、⮬ศのே生を主⮬ࡀࡕࡓ子供、ࡶࡾしてఱよࡑ、実現ྍ⬟ᛶの確ಖࠖࠕࠖ

యⓗにษࡾᣅいてい࡜ࡃい࠺᪉ྥᛶࡣ、長野県ࡀ本事業を㏻して目指して３ࡓࡁつの資㉁・⬟力

を備ࡓ࠼生徒ീやྛ取組࡜㠀ᖖに強ࡃ⤖びついている࡜ឤࡲࡌしࡓ。♫会の๰㐀者࡜して、⮬ศ

らしࡉを大ษにしなࡀら、グローバルなど野࡜ᆅᇦに᰿ࡊしࡓど点の཮᪉をᣢࡗて学ࢇでいࡇࡃ

。すࡲ࠼⪄࡜ࡃていࡗす重せになࡲすࡲ今ᚋ、ࡣ࡜ࡇࡃていࡵして実⾜ྍ⬟な力を高ࡑ、࡜

࠶㠀ᖖにព⩏῝い点で、ࡣ࡜ࡇ機会を確ಖするࡪ学࡜グローバルな多様な௚者、ࡶにࡵࡓのࡑ

る࡜ឤࡲࡌしࡓ。

学びの᪉ྥᛶࡓし࡜探究を୰ᚰࡓࡁでࢇ組ࡾで取ࡲࢀࡇࡀ長野県、࡜すࡲ࠼ࡲ点を㋃ࡓし࠺ࡇ

についてࡣ、今ᚋࡶ⮬信をᣢࡗて進ࡵていࡁ࡭ࡃでࡾ࠶、県ෆにࡲ࡝࡜らࡎ、௚ᆅᇦや海外ྵࡶ

。すࡲ࠼⪄࡜る࠶ࡀ౯್ࡃて✚ᴟⓗに発信していࡵ

ࡓࡁでᵓ⠏してࡲࢀࡇ、ࡓࡲ WWLの ALネットワークやプラットフォームについてࡶ、඘実して

活用でࡁるẁ㝵に᮶ている࡜ឤࡌていࡲす。一᪉で、࠺ࡇしࡓネットワークやプラットフォーム

⥆⥅らࡀ㔞を⥔ᣢしな⇕、ࡾ࠶なㄢ㢟でࡁ大ࡀかࡃᚋにいかにᣢ⥆ⓗに運用していࡓᵓ⠏し、ࡣ

していࡵࡓࡃのᕤኵࡀ今ᚋồࡵらࢀるࡲ࠼⪄࡜す。

探究の取組についてࡶ、≉ูな活動にࡲ࡝࡜らࡎ、最⤊ⓗにࡣ教⛉の授業࡜࡬㑏ඖࢀࡉ、教⛉

ᶓ᩿ⓗな学びやಶู最適な学⩦ࡀ日ᖖの授業の୰に᰿௜いてい࡜ࡇࡃで、よࡾ実ឤの࠶る学び࡬

。すࡲᛮい࡜ないかࡣのでࡃていࡗࡀつな࡜

て教員研修の඘実や、ண⟬㠃のࡏే࡜情報共有、ࡣにࡵࡓのࡾࡃ࡙ࡳらに、ᣢ⥆ྍ⬟な௙組ࡉ

᳨ウࡶ重せなせ⣲で࠶るࡲ࠼⪄࡜す。ຍ࠼て、長野県の取組ࡀ全国ⓗにࡶ認▱ࢀࡉつつ࠶る今ࡇ

で、取組࡜ࡇࡃていࡵして進࡜ࡳの事ົᒁࣞ࣋ルでの情報共有や交流を௙組࡜௚の㒔㐨ᗓ県、ࡑ

のᗈ࡜ࡾࡀ౯್ࡉࡀらに高ࡗࡲていࡃのでࡣないか࡜ឤࡲࡌしࡓ。
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最ᚋに、ྛ校の取組、ࡑしてࢀࡑらをඛ導してࡓࡁ事ົᒁのⓙ様のࡈᑾ力にᑐし、῝ࡃᩗពを

表しࡓい࡜ᛮいࡲす。⚾の᪉からࡣ以上です。

ḟのẁ㝵にࡅࡴ、いࡃつかのㄢ㢟をṧしࡶࡓのの、教育委員会事ົᒁを୰ᚰに、ྛ校のⓙ様の

、ࡁ⥆ࡁす。ᘬࡲࡾ࠾てࡌឤ࡜ࡓࡗ࠶事業でࡓࢀらࡆ上ࡀ㠀ᖖに⣲ᬕらしいᡂᯝ、ࡾᑾ力によࡈ

よࢁし࠾ࡃ㢪いいࡓしࡲす。

。すࡲᛮい࡜いࡓ㏉しし࠾して、事ົᒁの᪉にࡲࡁ運営につ、ࡣでࢀࡑ

【ᐇ᪋ᶵ㛵】

村松様、ࢫムーࢬな㆟事進⾜をいࡁࡔࡓ、ㄔにࡊࡈ࠺࡜ࡀࡾ࠶いࡲしࡓ。ඛ࡝࡯小村アドバイ

ザーからいࡔࡓいࡈࡓ㉁ၥについて、࠼⟆࠾いࡓしࡲす。

現ᅾ、事ົᒁ全యで᳨ウ、ࡀの᥋⥆についてです࡬クールᵓ᝿ࢫイࣁトࢫ一点目のネク、ࡎࡲ

を進ࡵているࢁࡇ࡜です。

㹕㹕㹊事業࡜の᥋⥆࡜い࠺ほ点でࡲࡃ࠶、ࡣでಶேⓗな見ゎでࡲࡾ࠶ࡣすࡀ、౛ࡤ࠼㹕㹕㹊に

し࡜ࡓࡗなかࡀクールᵓ᝿ࢫイࣁトࢫ௬にネク、ࡣる遠隔教育やオンラインの活用についてࡅ࠾

てࡶ、᮶年度以㝆、実ド研究の୰で༑ศに活用していྍࡀ࡜ࡇࡃ⬟で࠶る࠼⪄࡜てࡲࡾ࠾す。ࢮ

ロからのࢫタートでࡣなࡃ、㹕㹕㹊での取組ࡀ一つのࣄント、࠶るいࡣ材料࡜なࡗて、今ᚋの取

組ࡀ進ࢇでいࡶࡃの࡜ᤊ࠼ていࡲす。

ᬑ及して、ࡆイロット校の取組をᗈࣃ、して࡜クールᵓ᝿の一つのど点ࢫイࣁトࢫネク、ࡓࡲ

い࡜ࡃい࠺点࠶ࡀるか࡜ᛮいࡲすࡑ、ࡀの㝿にࡶ、ALネットワークにࡅ࠾るᡂᯝや⤒㦂ࡣ大いに

ཧ⪃になる࠼⪄࡜ていࡲす。一᪉で、ネットワークをᵓ⠏し、ᣢ⥆してい࡜ࡇࡃの㞴しࡉやㄢ㢟

。ࡓしࡲࡁて࠼見ࡶ

現、ࡾ࠾て࠼⪄࡜ないかࡣのになるのでࡶに資するࡾࡀ今ᚋのᬑ及やᗈ、ࡀて࡭点すࡓし࠺ࡇ

。すࡲࡾ࠾て࠼にᤊ࠺のよࡑ、≦

⥆いて、二点目の生ᡂ AIの取組についてです。生ᡂ AIに関してࡣ、リࢸラࢩーのほ点ࡀ、教

育のศ野に࠾いてࡶ大ኚ重せで࠶る࡜認㆑していࡲす。県教育委員会でࡣ、本ㄢに࠾いて今年度、

生ᡂ AIの活用に関するཧ⪃資料をసᡂし、ྛ校࡬࿘▱しࢁࡇ࡜ࡓです。今ᚋࡣ、教員研修の୰に

生ᡂࡀ生徒、࠼ࡲ点を㋃ࡓいࡔࡓ指᦬いࡈら、小村様からࡀなࢀධࡾほ点を取ࡓし࠺ࡇࡶ AIをṇ

しࡃ理ゎし、学⩦の支援࡜してຠᯝⓗに活用でࡁるよ࠺な機会を、教員࡜共にᣢつࡀ࡜ࡇでࢀࡁ

。ࡓしࡲいࡊࡈ࠺࡜ࡀࡾ࠶ㄔに、ࡁࡔࡓຓゝをいࡈす。㈗重なࡲࡾ࠾て࠼⪄࡜Ⰻいࡤ

㛢会行事

・学びのᨵ㠉支援ㄢ 一Ⰽཧ事වㄢ長からᚚ♩の挨拶

・事ົ㐃⤡（事業担当者㐃⤡会）
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３ 運営指導委員会・検証会議の記録 

 

 

令和７年度長野県 WWL コンソーシアム構築支援事業 

「個別最適な学習環境の構築に向けた研究開発事業」検証会議  

 

期日 令和８年２月 27 日（金）13 時から 17 時まで 

場所 教育委員室（長野県庁本館棟８階） 

参加者 

 〇検証委員 清水 唯一朗 氏 （慶應義塾大学総合政策学部 教授） 

 〇実施機関 長野県教育委員会 学びの改革支援課 教育幹兼高校教育指導係長 德永 佳代 

                         （担当）主任指導主事   髙野 芙美  

内容  

１ 検証資料説明（実施機関） 

 

２ 事業推進に係る検証及び評価と課題について指導・助言（清水検証委員） 

⑴ 今年度の取組について 

・従前の取組の質的向上が図られている。今後は成果を整理し、事業終了後の次段階へ確実

につなげることが重要。 

・特に、事業終了後も成果が活用され続けるよう、ポータルサイトの運用体制、コンテンツ

蓄積の仕組み、人事異動を前提とした知見継承などの基盤整理が必要。 

・ネットワークの拡大に加え、教員研修を「探究」として設計・実施されていることは新た

な柱として評価できる。（受講中心の研修から、検証・探究を重視する研修への転換） 
・ポータルサイトは、ユーザーインターフェイス（UI）改善が進み、高校生が利用しやすい

形に改善されている。 

・ポータルサイトの一元化（ワンストップ化）により、情報の信頼性が確保されるとともに、

各校の取組および成果が集約され共有されることで、地理的条件や学校規模の違いに関わ

らず、県内全域の高等学校生徒に対する学習機会の拡充および効果波及が見られる。 

 

 ⑵ ３年間の事業取組 

・当初は抽象的で捉えにくかった「新たな社会を創造する力」について、「社会の創造者とし

て生きる力」「自分らしく生きる力」「グローカルマインドセット」といった、現場で共有・

活用しやすい枠組みに整理するとともに、さらに 11 項目まで具体化した点は、３年間の取

組の中でも大きな成果である。 

・これらの取組は、育成を目指す力を明確化する「創造」の側面と、学びを支えるネットワ

ークやプラットフォームを整える「基盤」の側面という、二つの軸から整理できる。 

・学校間ネットワークの構築と、インプット→方法→アウトプットの流れを意識した教材・

講座群の整備により、教員・生徒の双方にとって「何を、どのように活用すればよいか」

が分かりやすい指針として可視化された点が評価できる。 
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㕳 ࢪࢥ౪၏࡙ࡿवՔଙආवਢ֭਋Ꭹ 

⑶ ஦ᴗのᡂᯝ

・インプット・方ἲ・ア࢘トプットの流ࢀをព㆑したカリ࢟ࣗラムやコンテンツが、報告会、

、ࢀࡉ探究、アカデ࣑ック・プレゼンテーション、ᑠㄽᩥ等のㅮᗙとしてయ⣔的にᩚഛࢽ࣑

生徒の学びや教ဨのᣦᑟに活用しやすいᙧで充実した点がホ౯できる。 

・学校㛫ネットワークが実㉁的に機⬟し、取組の共有や┦஫่⃭が生まࢀていることにຍえ、

こ࠺したᶓ連携が教ဨ␗動後も⥅⥆しᚓるᅵ台となࡗている。 

・オンライン上のࣕࢳット等を㏻ࡌて教ဨコ࣑ࣗࢽティがᙧ成ࢀࡉ、⣙ �� 名がཧຍするネッ

トワークが構築ࢀࡉたことは、今後の実㊶や▱ぢ共有をᨭえる㔜せな資⏘になる。 

・-,&$ や K'', 等との外㒊連携をはࡌめ、外㒊ே材との༠ാや対ヰを㔜視した῝い学びの実

㊶が進ᒎしている。 

・教ဨ研修を「受ࡅる研修」ࡽ࠿「探究する研修」へ㌿᥮する取組や、教育ㄢ⛬研究༠議会で

の研究等への広がࡾなど、事業のᯟを㉸えたἼཬຠᯝ（プログラム外への広がࡾ）もホ౯

できる。 

ֈ ௒ᚋに向けたㄢ㢟 

・ポータルサイトの᭦᪂・㐠用యไ（事業⤊஢後も᭦᪂がṆまࡽない௙組ࡳ）をど࠺構築す

る࠿は今後のㄢ㢟。 

・ポータルサイトのコンテンツ充実に向ࡅ、内容の拡充・᭦᪂がࡾࡼスムーࢬにできる࠺ࡼ

㐠用タィをぢ┤すこともᚲせ。 

・県のᨭ᥼（予⟬）とබ㛤ルール（౛：県㈝で実施したㅮᗙは録画して共有）を⣣௜ࡅるな

ど、⥅⥆的にコンテンツが⵳積ࢀࡉる௙組ࡾࡃ࡙ࡳの提᱌。 

・生徒アンࢣートでは地域㈉⊩の実ឤが高まࡗている୍方で、地域との「ලయ的な༠ാ」ま

でには⮳ࡾにࡃいとい࠺ㄢ㢟について、企業ഃのㄢ㢟ព㆑と⤖び௜ࡃテー࣐タ定や、地域

連携をᢸ࠺コーディネーターを対㇟とした研修等もᚲせ。 

։ ᥈✲ຊࢭ࢔ス࣓ント）（⏕ᚐᑐ㇟࢔ンࢣート）ศᯒ 

・「᪂たな♫会を創㐀するຊ」を �� 項目にලయ໬したことにࡾࡼ、ホ౯やᣦᑟに࠾いて教ဨ

㛫で共㏻⌮ゎをᣢつことがྍ⬟となࡾ、ᢳ㇟的になࡾがࡕであࡗた探究の฿㐩目ᶆを、現

ሙで共有・活用できる共㏻ゝ語として機⬟している。 

・遠隔教育配信ࢭンターのᩚഛについては、学習機会の拡充に対するᮇᚅが♧ࢀࡉる୍方で、

配信後に生徒の⌮ゎ度をどの࠺ࡼに࢛ࣇローする࠿、またḟの学びへどの࠺ࡼにつなげて

い࠿ࡃといࡗた学習ᨭ᥼のタィが㔜せである。 

・県教ጤの事業ᢸᙜ交௦や教ဨ␗動を๓提とした▱ぢ⥅ᢎのᅾࡾ方について、ᙧᘧ的なᘬ⥅

に⥅⥆ᛶ࠺ࡼー࣐ルな教ဨネットワークもྵめて、どの࢛ࣇット等のインࣕࢳ、にຍえࡂ

をᢸಖしてい࠿ࡃㄢ㢟。 

・こࢀまで構築ࢀࡉてきたネットワークについては、ⱥ語、探究、᝟報、'; 等の分㔝別にᩚ

⌮・⣽分໬することで、各分㔝が自㉮的に活動していྍࡃ⬟ᛶがある。 
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㕳 ࢪࢥ౪၏࡙ࡿवՔଙආवਢ֭਋Ꭹ 

・$, 活用に関する研修にとどま616、ࡎࡽ をྵࡴ೔⌮的なほ点を㍈とした研修についても今

後の教ဨ研修の㔜せなテー࣐である。

֊ ஦ᴗ◊✲のᡂᯝのά⏝᪉ἲ（提᱌と᪉向ᛶ）

・ポータルサイトについて、好事౛を共有する「活用ㅮᗙ」をタࡅることで、各校・各教ဨが

 。する㈇ᢸを㍍ῶし、実㊶のᶓᒎ㛤をಁ進することができるࡾᕤኵしたࡾጞめたࡽ࠿୍

・༞業生やඛ㍮にࡼる経験を「ᩳめ上のロールࣔデル」として఩⨨௜ࡑ、ࡅの内容を録画・

⦅㞟してポータルサイトに⵳積することで、ᅾ校生への学習ᨭ᥼に活用するとともに、定

ᛶ的なㄪᰝデータとしても活用できる。 

・地域連携については、企業等にຍえ、県立ᅗ᭩㤋等とも༠ാすることで、高校生の探究活

動をᨭえる᪂たな連携の広がࡾがᮇᚅࢀࡉる。 

・進路や学㒊㑅ᢥに関する᝟報をࡽࡉに充実ࡏࡉ、学校や地域にࡼる᝟報᱁ᕪの⦰ᑠにつな

がるコンテンツを拡げていࡃことがᮇᚅࢀࡉる。 

・ⱥ語コ࣑ࣗࢣࢽーションຊ向上にࡅࡴた実ド的な取組として、㥐で高校生が海外ࡽ࠿の᮶

ゼ⪅と関ࢃる「コンシ࢙ルジࣗ」的な学習・交流機会をタࡅるなど、య験ᆺの学びにつな

がる機会の創出も᳨ウࢀࡉたい。 

３ ᐇ᪋ᶵ㛵ࡽ࠿ᚚ♩のᣵᣜ 
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信州WWLコンソーシアム

ALネットワーク参画校
（令和８年３月現在）

※AL（アドバンスト・ラーニング）ネットワーク：

県内外の機関と連携し、県内の高校生に単独校では得られない高度な学びを提供するためのネットワーク

【管理機関】

長野県教育委員会

【カリキュラム拠点校】

上田高等学校

【共同実施校】

松本県ケ丘高等学校

【連携校】

須坂高等学校

長野高等学校

長野西高等学校

篠ノ井高等学校

屋代高等学校

上田染谷丘高等学校

野沢北高等学校

諏訪清陵高等学校

諏訪二葉高等学校

伊那北高等学校

伊那弥生ヶ丘高等学校

飯田高等学校

飯田風越高等学校

蘇南高等学校

松本深志高等学校

長野日本大学高等学校

－ 92－



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 実施機関 

長野県教育委員会事務局学びの改革支援課 

〒380-8570 長野県長野市大字南長野字幅下 692-2 

ＴＥＬ 026-235-7435 ＦＡＸ 026-235-7495 

E-mail：kyogaku-koko@pref.nagano.lg.jp 

サイト 




